


[image: ]







狼系王子とナイショの社内恋愛


ｐｉｎｏｒｉ












目次




狼系王子とナイショの社内恋愛


「このあと、付き合ってくれますよね？」

「また会ってくれますよね？」

「高橋さんに選択肢なんてないですけど」

「俺の前でなら、泣いてもいいですよ」

「これは貸しにしておきます」

「俺に興味が湧いてきましたか？」

「優しくしないでください」

「俺にも女の顔見せてください」

「してましたよね、俺の話」

「キスした理由が知りたいですか？」

「嫌いじゃないです。結城さんのこと」

「やましいことなんて、ないんでしょう？」

「不意打ちはやめてください」

「俺の下の名前、知ってますか？」

「結城さんとこのままなのは嫌です」

「誰を信じるかは、自分で決めます」

「俺、高橋さんが好きです」

「俺にとって、それ以上の誘惑はないです」

「俺の前で、ほかの男の話はやめてください」

「これからもずっと、離すつもりはないから」






特別書き下ろし番外編




あとがき







狼系王子とナイショの社内恋愛










「このあと、付き合ってくれますよね？」




　九月、二週目の土曜日。

　いつもだったら優しく細められるはずの優ゆう輝きの瞳が、悲しさにか歪ゆがんでいた。

『碧あお衣い、ごめん。本当に、ごめん……』

　付き合って二年目の記念日に、ただ『別れてくれ』と頭を下げられた。

　せめて理由を教えてほしいと言った私に、優輝は謝罪の言葉以外は口にしてくれなくて……結局私が折れるしかなかった。

　別に、記念日だからってそこまで気合いを入れていたわけじゃない。当日会えないなら、その前後の日に会えればいいかなって、考えていたくらいだし。たとえ忘れられていたとしても、ひと言ふた言文句を言えば、おしまいだったと思う。

　それでも、少し前に雑誌で特集されていた高級レストランとかに行ってみたいな、くらいは思っていたのに。

　よりによって、こんな日に別れを告げることないじゃない。

　ショックのあまり、頭が真っ白になって感情を抱くことすら忘れてしまって……『別れたくない』って食い下がることもできなかった。

　それが、先週の話。




「――じゃあ、どういうのがタイプなの？　今日のテロリスト集団には、ありとあらゆるタイプのイケメンが揃そろってたでしょ！　まさか、地球外生命体がタイプとか言いださないよね!?」

　高校、短大と一緒だった友達の志し穂ほが怒った顔で聞いてくるから、私は苦笑いして目を逸そらす。

　一緒に映画を観終わった夕方の時間帯、そのまま館内にあるカフェに移動してから、二十分が経とうとしていた。

　ほぼ満員の映画館で観たのは、海外の人気俳優がたくさん出ている、テロを題材にしたアクションものの洋画だった。アカデミー賞に名を連ねるような豪華キャストが勢揃いしていて、一部ではお祭り映画と騒がれていたものだ。

　確かに、外国の俳優に詳しくない私でも知っている美形ばかりで、眼福……とでも言うのだろうか、『これはすごい』と感心した。

　でも、そのうちの誰にも興味が湧くことはなかった。

　もっとも志穂の怒りは、私がただ彼らにときめかなかったことだけに向けられたわけじゃない。そもそも映画自体を楽しんでいなかったし、今日はずっと、どこか上の空だったからだ。

「地球外生命体とか、怖い話しないで。それに『今日は楽しめないかも』って言ってたのに、無理やり連れてきたのは志穂でしょ。だから最初に断っておいたのに……」

　私が口を尖らせると、志穂がすかさず返してくる。

「だってフラれてから一週間も経つのに、まだ家でうじうじしてるんだもん。そんな様子見せられたら、外に引っ張り出したくもなるじゃない」

「『一週間も』って……まだ、たったの一週間じゃない」

　時間の感じ方の違いに呆あきれると、志穂はしかめっ面のまま続ける。

「私は一週間あれば立ち直れるもの」

「志穂はそうかもしれないけど、私には無理なの」

　本当は、髪でも切ってしまおうかと考えたけれど……優輝への当てつけになってしまう気がしてやめた。

　パーマがかけられたふわふわの茶髪は、そんな理由でまだ胸元まである。

「女々しいなぁ、もう。記念日にフラれたくらい、なんでもないじゃない。記念日っていったって、普通の一日なわけだし、いつだろうと時間の価値なんて一緒でしょ」

　ズバッと言い切られ、一瞬、言葉に詰まる。

「それはそうだけど……」

「でしょ？　どうせ時間を消費するなら、『フラれたー……』なんて落ち込んだまま過ごすより、イケメン俳優にはしゃいで過ごしたほうが、毎日が明るいし楽しくない？　まぁ、その前に私、付き合いが一年も続いたことないから、記念日がどういうものかよくわからないんだけどね」

　明るく笑う志穂は、パッチリ二ふた重えの大きな瞳に、小さな鼻。表情豊かな口元は、いつもグロスで潤っている。髪型はふんわりとした茶髪のボブ。アイドル並みに可愛いうえ、性格も明るくて人懐っこいから、別れたって聞けば順番待ちしている男の人が、我先にと手を挙げてくるからすごい。

　小柄で華きゃ奢しゃな見た目に反して、すごくタフだと思う。付き合っても長続きしないのはちょっとどうかと思うけど、本人によると問題ないみたいだ。

　そんなだから、彼氏がいても、あまり執着しないで軽く付き合っているのかと思いきや、誰かと付き合っている間は、ほかの人は眼中にないらしい。

　なのに関係に終止符が打たれたら、カラッとした気持ちですぐ次に行けるんだから、感情の切り替えがうまいのだろう。

　本当にうらやましい。

　今は上映中の映画が多いのか、カフェ内はそこまで混み合っていなかった。

「いい？　ベタだけど、失恋の傷を癒す一番の特効薬は、新たな恋なんだよ。だから私がいい人紹介してあげる！　いつまでもひとりでいるなんてもったいないよ。せっかく可愛いんだから」

「……志穂にそう言われてもね」

　詳しくは言葉にしなかったのに、彼女には私の言いたいことが伝わったらしい。

「私の可愛さと碧衣の可愛さは別！」

　ビシッと指を突きつけられた。

「碧衣は飾らない素朴なところがいいっていうか、透明感のあるキュートさがいいっていうか……とにかく、『この子、可愛い！』とはならなくても、『あー、可愛いな』って、次第に心に染しみ込んでいくような――」

「ちょっと、ごめん。褒ほめようとしてくれてるのは嬉しいんだけど、なんか恥ずかしい……」

　あまりの力説に、照れ臭くなって止める。すると、志穂が「えー」と不満そうな声をあげるから、もう一度謝ってコーヒーを口に運んだ。

　志穂はそう言ってくれるけど、私は特別見た目がいいわけじゃなく、いたって平凡だと思う。

　目鼻立ちは志穂ほどはっきりしてないし、身長も一六〇センチくらいで平均レベル。数ヵ月前にかけたゆるふわパーマだって、そこら中で目にする髪型だし。

　学生の頃から私を褒めてくれる志穂は、きっと友達の欲目で見ているんだと思う。

「で、話を戻すけど、どんな人がタイプなの？　探してあげる」

　志穂は、コーヒーの置いてあるテーブルに肘ひじをついて、身を乗り出すように聞いてくる。

　私は心の中でため息をついた。

　志穂の知り合いの男の人なんて、大抵志穂に気がある人だ。そんな人を紹介されたところでうまくいくとは思えないし、第一、まだそんな気分になれない。

　でも、今そんなことを口にしたらまた怒りだすだろうから、適当に言葉を並べることにする。

「顔は濃くも薄くもなくて、とびきり美形なメガネ男子。それでいて、スラッとした感じの高身長の人」

　間違っても志穂の知り合いの中にはいないようにと、無理難題ばかりを並べる。

「ちょっと……碧衣、そんなに好みにうるさかったっけ？」

　顔をしかめた志穂に、「まぁね」と返し、胸を撫なで下ろしながらコーヒーに手を伸ばす。

『優輝は、コーヒーに砂糖もミルクもひとつずつ入れていたっけ……』なんてうっかり思ってしまい、気持ちが一気に沈んでいくから困る。

　コーヒーを注文して、墓穴を掘ったかもしれない。

　両手で包むように持った白いカップ。その中で揺れる漆黒色をぼんやりと眺める。

　そこに見えるのは、映るはずもない、一週間前の出来事だった。たった今観た映画よりも鮮明に思い出せるのは、この一週間、頭の中で何度も何度も再生したからだろう。

　脳裏で繰り返し流れる映像に、心の奥が重みを増していく。まるで、底がひび割れた船が浸水していくように、痛みが心の中に広がっていく。痛みの中に浮かぶのは、優輝には届かなかった疑問の言葉ばかりだ。

　二年も付き合っていたのに、理由もなく別れようだなんて……私の気持ちは一切無視だなんて、自分勝手すぎるでしょ。なんなの、もう……。なんで、急に別れようなんて――。

「あっ、いた！」

　志穂が急に声を発したから顔を上げると、彼女は瞳をキラキラ輝かせてレジの辺りを見つめていた。そして、立ち上がりながら明るい声で「ちょっと待ってて！」と言い残し、足早に離れていく。

　あまりのハイテンションに圧倒されて「あ、うん……」と返事をしてから、『志穂は一体どこに行ったんだろう』と首をひねった。

　席の間には仕切りがあるから見えないけど……知り合いでもいたのかもしれない。『いた』とかなんとか言ってた気がするし。

　そんな風に思いながら、映画館の入口でもらった広告に視線を落とす。

　載っているのは、上映スケジュール。

　志穂の前では言えないけど、『正直、今日の映画はイマイチだったなぁ』なんて思いながら眺めていると、向かいの椅子が引かれた。

「志穂、急にどっか行っちゃうとびっくりす――」

　さっき、志穂が言った言葉の意味を聞こうと顔を上げて……目を見開く。椅子に座ったのが志穂じゃなく、メガネをかけた男の人だったから。

　少し年上くらいだろうか。黒髪の男の人がニコリと口元を緩める。

　目が合っても、どかないということは……間違えて椅子を引いたわけではなさそうだ。

「すみません。そこ、友達の席なんですけど……」

『この人、なんなんだろう……』と警戒しながら、やんわりと注意する。

　けれどその人は、「知ってます」と答えたあと、持っていたコーヒーをテーブルに置いて、足を組んでしまった。

『知ってます』って……志穂の席だってわかったうえで居座る気？　ああ、もしかしたら志穂にひと目惚ぼれして志穂狙いとか？　でも、お店を出たあとならまだしも、こんな風に座ってナンパはしない気がする。……だとしたらなんだろう。

「誤解がないよう言っておくと、ナンパされたのは俺のほうですから」

　考えていることが顔に出ていたのか、向かいに座った男の人が口の端を上げながら説明する。

「あなたの友達に、今そこで声をかけられたんです。あなたが俺のことをタイプだって言ってるから、話してあげてほしいって」

「……は？」

「ちなみに、友達は用事があるからって帰りましたけど」

「友達って……志穂のことですか？」

　男の人はわずかに首を傾げた。

「名前は知りませんけど、多分」

　名前を知らないってことは、志穂の知り合いではないんだ……。

　そう思うや否や、スマホがメールを受信する。

　画面に映し出された名前が志穂だったから、すぐに受信ボックスを開くと――。

【どう？　碧衣の好みにぴったりだったでしょ!?　あんな美形、そうそういないんだから、頑張るように！　あとでどうなったか報告すること！】

　頭を抱えたくなるのを必死に抑えた。

　高校の頃から、志穂はよく言えば天てん真しん爛らん漫まんで、悪く言えば傍ぼう若じゃく無ぶ人じんだ。

　例えば、文化祭とかの準備で誰かが『絵のうまい人とかいないかなぁ』なんて呟つぶやくと、美術部の知らない先輩を普通に連れてきてしまったり。『体操服を忘れた』なんて言うと、ほかのクラスの、知りもしない人から借りてきてくれたり。

　とにかく昔から、他人と友達の境界線がおかしな子で有名だった。

　でも、別々の会社に就職してもう二年半経つし、ずれたところもさすがに直っただろうなーなんて思っていたのは、間違いだったらしい。社会人になって一緒にいる時間が減ったからって、今まで気づかなかった自分にため息をつく。

　それにしたって……今回ばかりは、可愛いからって許されるレベルじゃない。その辺を歩いていただけの全くの他人を、わけのわからない理由で勝手に私と相席させたんだから。

　しかも、自分が好みでナンパしたならともかく、私と引き合わせるためだなんて。

　もう！　なんなの、あの子！

　志穂へのやり場のない怒りに、膝ひざの上で拳こぶしを握りしめていたけれど、目の前でコーヒーを飲む男の人の存在を思い出して、とりあえず怒りを収めることにする。

　でも、この人も見ず知らずの他人の前で、よく涼しい顔してコーヒーなんか飲んでいられるな。

　少し呆れながら見ていると、不意に視線がぶつかり……メガネの奥の瞳がこちらを捕らえた。

　その瞬間、整った顔立ちにハッとした。

　トップから自然な感じで斜めに流している黒髪は少し長めで、前髪は眉にかかっていた。

　瞳は二重で、ただ細められているだけなのに色っぽく感じる。その下にある、スッと通った鼻や形のいい唇くちびるも、同じく色気があって……なんだか雰囲気に呑のまれる。〝美形〟って、こういうのを言うのかと思う。

　そういえば、背も高そうだしスラッとしてる。

　志穂は本当に、私が適当に並べた好みに合った人を連れてきたらしかった。

「あ、その、友達が強引にすみません。なんか、変なことを言ったみたいですけど、気にしなくて大丈夫ですから。本当に申し訳ないんですが、タイプだとか言ったのも、友達の勘違いで……すみません」

　言いながら、これはあんまりだなと思い、自然と頭を下げていた。だって、勝手に連れてこられた挙句、タイプじゃないなんて言われるとか……申し訳ない以外の言葉が見つからない。しかもこの人、カッコいいのに。

　でも、ほかにどうしたらこの場をやり過ごせるのかわからないし……。

　この人の機嫌を損なわずにスムーズに退散できる方法を考えていると、ふと男の人の視線に気づいた。

　そろそろと顔を上げると、キレイな瞳が私を見ていた。

「なんだ、勘違いだったんだ。高たか橋はしさんが俺のことをタイプだなんて言ってるって聞いたから、正直ちょっと嬉しかったんですけど」

　……この人、私のことを自然に『高橋さん』って……。

　少し残念そうに笑う彼の顔をじっと見つめると、なんとなく見覚えがある気がしてくる。どこだろう。どこで見たんだろう。

　しばらく考えて、やっとこの人の正体に気づいた。

「……結ゆう城きさん？　企画課の……？」

　びっくりしながら聞いた私に、彼は、「そうですけど」と頷うなずいたあと、眉を寄せる。

「もしかして、今まで気づいてなかったんですか？」

「はい……。あれ？　だってメガネかけてましたっけ？」

「いえ、普段はコンタクトですけど、今日はたまたま。でも、まさかメガネかけたくらいで認識されないとは思いませんでした」

　苦笑いを浮かべながら言われ、少しバツが悪くなる。

「課も違いますし、普通だったら気づかないですよ。それでも結城さんが有名だから、わかりましたけど」

「俺、有名ですもんね。噂うわさで」

　軽い笑みとトーンで言う結城さんに、同調していいものか悩む。結城さんに関する噂は、『女好き』とか『女タラシ』とか……『いい加減』、『不真面目』、『浮気性』などなど、悪いことばかりだからだ。

　いい噂といえば、『顔がいい』とか『背が高くて一八〇センチ近くある』とか『身体が引きしまっている』とか、外見的なことばかり。

『フランク』だとか『親しみやすい』なんて言われてもいるけど、軽そうなイメージがして、あまりいいようには受け取れない。

　噂が全部正しいとすれば、〝外見は極上、中身は最悪〟ってところだろう。

　それにしても〝ユウキ〟さんか……。

　申し訳ないんだけど、先週、優輝にフラれたばかりのこのタイミングでは、なんとも嫌な響きだ。名字と名前で発音も違うけれど、今この三文字を口にするのは、気が重い。

「私の名前、友達に聞いたんですか？」

　結城さんは有名人でも、私はごくごく平凡な社員だ。配属されている支社には百人弱の社員がいるから、他部署の社員なんて知らないのが普通だ。

　けれど、結城さんは首を振った。

「いえ、前から知ってましたけど。総務課の高橋碧衣さん」

　意味深な笑みを浮かべる結城さんに、フルネームを言われて思わず黙ると、彼が続ける。

「実は、ずっと話してみたかったんです」

「なんで――」

　その時、結城さんの後ろに、とある人物の姿が目に入り……そのまま声を失った。

　固まって見つめすぎたからか、その人も私に気づき、同じように驚いた顔を浮かべた。

「高橋さん？」

　結城さんに呼ばれハッとすると、彼が私の視線を追って振り返るところで……慌てて止めようとしたけど、間に合わなかった。

　結城さんは立ち止まっている人物を見上げると、すぐに誰かわかったらしく、ガタッと椅子を引いて立ち上がった。

「佐さ々さ山やま課長、偶然ですね。僕、企画課の結城と申します」

「……ああ、知ってるよ」

『佐々山課長』と呼ばれた優輝が、結城さんに視線を移してわずかに微ほほ笑えむ。瞳の隅に、私をチラチラ映しながら。

　平静を装っているけれど、内心動揺していることがわかるのは、感情が顔に出やすいからなのか、それとも、一緒に過ごした二年という歳月のせいなのか。

　そう考えると、また胸に痛みが広がる。

「知ってるんですか。まさか佐々山課長まで噂で、なんて言いませんよね」

「いや、優秀らしいからね。管理職の人はみんな知ってると思うよ」

「いえ、優秀だなんてとんでもないです。おひとりですか？　よかったら座りますか？」

　そう誘う結城さんに、優輝がチラッと私を見る。それから、「いやいいよ」と断った。

「邪魔しちゃ悪いしね。……もしかして、付き合ってるのか？」

「そう見えますか？」

　笑みを浮かべて聞く結城さんは、多分からかっているだけなんだろう。

　でも、優輝はそれをうまくかわせずに、困っているのが見てとれた。

　まったく……なんでいつもこうなんだろう。今年で三十歳になるっていうのに素直すぎる。私より、七歳も上のくせに。

「佐々山課長、今のは結城さんの冗談ですよ。真に受けないでください」

　放っておくことができずに助け船を出すと、優輝はわずかに笑い「ああ……そうか。悪い」と謝る。

　いわゆる美形ではないけれど、おだやかで優しい顔立ちが、今は曇って見えた。

「さっき、たまたま会っただけです。それと、部下にプライベートな付き合いを聞くのはセクハラですよ」

　目を合わせずにそう言ったあと、優輝をチラッと見上げる。

　彼は一瞬真顔になって……それから、傷ついたように微笑んで、また「悪い」と言った。

　その顔を見ていられなくなって、ぐっと顎あごを引いてテーブルの上のコーヒーを見つめた。さっきまで、一週間前のことを映していたコーヒーを。

『碧衣、ごめん。本当に、ごめん……』

　別れたいって言ったのは、そっちじゃない……。なのに、なんでそんな顔をするの？　なんで傷ついた顔をするの？　傷ついたのは……フラれたのは私のほうなのに。二年間なんてなかったみたいに、突然、『終わりにしてほしい』って謝ったのは……優輝のほうじゃない。

「私、帰りますから。佐々山課長、ここどうぞ」

　それだけ早口で言って、バッグを持って席を立つ。

　優輝と私は同じ部署で、新入社員の頃、いつも優しく声をかけてもらっていた。そのうちに、お互い好きになって付き合いだし、それから二年間、社内ではずっと秘密にしたまま、一緒に仕事してきた。

　別れたからといって、部署が変わるわけもなく、この一週間も今までと同じように過ごしたけれど……正直つらかった。

　休みの日まで顔を合わせるのは、今の私には耐えられない。優輝の声と悲しそうな顔は、先週のことを思い出させるから、見ていられなかった。

　カフェを出ると、館内は映画が終わったところなのか、人で溢あふれ返っていた。いくつものシアターから出てきた人たちが、一斉にエスカレーターに向かう。

　中途半端な所で立ち止まっているせいで、後ろから数人にぶつかられて、その中のひとりには舌打ちまでされてしまった。

　うまくいかない時は、結局どこにいたって同じだなと痛感しながら、人の波に乗って出口に向かう。

　映画なんて観たところで気は紛れないし、外に出たからって嫌なことを忘れさせてくれるほどの出来事なんて起こらない。それどころか、こんな映画館でまで優輝と会っちゃうし、最悪だ。

　ここは、ふたりで来たこともあるだけに、思い出がポンポン浮かんでくるから、それを振り切るように足早に歩く。

　もう早く帰ろう。早く……この恋から、抜け出さなくちゃ。

　ぐずぐずしていると、そのうちに、苦しさや痛みに溺おぼれてしまうかもしれない。

「高橋さん」

　ビルの外に一歩出た所で、不意に呼ばれ、後ろから腕をつかまれた。

　振り向くと、笑顔の結城さんがいた。少し息が切れているところを見ると、走ってきたのかもしれない。

「何か？　……佐々山課長は？」

　一緒にいたはずの優輝がどうしたのか気になって聞くと、結城さんが「さっき帰りましたよ」と教えてくれる。

　この映画館の出入口は一ヵ所だけじゃないから、別の場所から出たのかもしれない。

「高橋さんの様子がおかしかったから、気にしてたみたいですけど」

「……すみません。ちょっと人混みって苦手で」

　ごまかした私に、結城さんは「ああ、わかります。俺もそうだし」と笑う。

　どうやら、優輝と私の関係はバレていないようで、胸を撫で下ろす。

　退席の仕方が少し不自然だったし、結城さんは勘が鋭そうだから、咄とっ嗟さにかまえてしまったけれど……杞き憂ゆうだったようだ。

「苦手なんですか？」

「よく、意外だって言われますけどね。どういう噂が流れてるんだか知りませんけど、賑やかな場所のほうが好きだって勝手に思われてるみたいで」

　やれやれといった感じで言う結城さんを、『確かに、華やかな場所が似合いそうだなぁ』と眺める。

　結城さんは人に囲まれているのが似合う。

「あれだけ噂されてたら大変ですよね。誤解する人もいるでしょうし」

　結城さんが噂を気にしている様子はない。でも、いい気分ではないだろうと思って言うと、ふっと笑みをこぼされた。

「まぁ、どんな噂を流されたところで、問題ないです。仕事には響いていないし、社内に噂を知られたくない相手もいないので。……今のところは、ですけど」

「それならいいですけど。……あの、ちょっとよけません？　邪魔になっちゃってるので」

　私の腕をつかんだまま話す結城さんに、そう提案する。出入口近くで立ち話していたら、かなり迷惑だし、今度は何度舌打ちされるかわからない。

　できればもう帰りたかったけれど、社内の人だけに、そっけない態度をとるのもあまりよくない。

　結城さんは後ろの人だかりを見て、「ああ、そうですね」と笑う。

「高橋さん、このあとの予定は？　おごりますから、どこかで夕飯食べていきませんか？」

「あ、私はもう帰りま――」

「佐々山課長とのことも、いろいろ聞きたいですし」

「え……」

　思わず声を漏もらして見上げた先で、結城さんが何か含みのある、意地悪そうな笑みを浮かべていた。

「俺ね、洞察力鋭いんですよ。昔から言い寄ってくる女が多かったんで、本心見抜こうとしてるうちに、他人のちょっとした表情や視線にどんどん気づくようになっていって……。だから、意識して見てれば、ある程度の関係は見抜けるんです」

　バレていないと思っていたけど、違ったみたいだ。

　思わず顔をしかめた私に、結城さんはふっと笑う。

「まぁ、社内の誰と誰が付き合っていようがどうでもいいので、言い広めたりはしませんけどね。うちの会社は社内恋愛が禁止されているわけでもないですし」

「……だったら、私のことも放っておいて」

　睨にらむようにして言ったのに、結城さんは余裕の笑みを浮かべる。

「言ったでしょ。話してみたかったって。高橋さんに、ずっと興味があったんですよ」

　そういえば、そう言われた気もする。気にもとめていなかったけど。だって、話したこともなければ、〝軽い〟と噂の結城さんだってことで、あまり信しん憑ぴょう性せいがなかったから。

「意味がわからないです。結城さん、社内に限らず社外でも大人気だってよく聞きますけど。からかう相手が欲しいなら勘弁してくださ――」

「もしも社内で、高橋さんと佐々山課長のことを話した場合、どうなりますかね」

　笑みを浮かべたまま言われて、ぐっと黙る。

　……さっき言い広めたりはしない、って言ったくせに。

　社内恋愛自体は別に問題ないけれど……優輝にとっては、プラスにならないはずだ。

　課長としての立場があるし、別れたなんて噂が流れたら、『どっちが悪い』だのいろいろ陰で言われるのが目に見えている。

　数ヵ月前、同じ課同士で付き合っていた人たちが別れた時、それはもう盛大に噂されていた。当事者じゃないとはいえ、こういうのは嫌だなと不快に思ったのを覚えている。

　あんな思いを……優輝がするのは、耐えられなかった。

「高級イタリアンがいいです」

　じろっと見上げて「おごりなんですよね？」と傲ごう慢まんな態度で言ったのに。

　結城さんは楽しそうに笑った。わけのわからない男だ。










「また会ってくれますよね？」




　注文する品を決められないまま、ファミレスとは作りの違うメニュー表を、パタンと閉じて頭を下げる。

「……なんかすみません」

　しっかりとした台紙を手触りのいい生地が包んでいる。メニュー表というより、結婚式だとか特別な写真を収めておくアルバムみたいだ。

　高級店がいいだなんて、結城さんの腰が引けてしまえばいいと思って、怒りに任せて意地悪で言っただけだったのに。

　彼が連れてきてくれたのは、正真正銘の高級イタリアンレストランだった。

　淡い暖色のライトに薄暗く照らされる店内は、とても落ち着いた雰囲気で、少し戸と惑まどう。ダークブラウンのフローリングに、同じ色をした四角いテーブル。テーブルの上に敷かれているランチョンマットと、背もたれの高い椅子は黒でまとめられていて、オシャレだなと思う。

　普通のフロアよりも数段分、高い位置にあるソファ席や、高い天井でゆっくり回るファンなど、見る物全部がもの珍しくてつい見入ってしまう。

　店員さんが手渡してくれたメニュー表には、料理名が並ぶだけで値段が書かれていなかった。

　前に、聞いたことがある。高級レストランなんかでは、『値段を気にせず選んでください』みたいな意味で、女性に渡されるメニュー表には値段が書かれていないらしい。男性のほうには書いてあるらしいけど。

　まさかそんな都市伝説みたいな話が、本当だとは思わなかった。

　水色のワンピースに白の七分丈カーディガンっていう格好は、このお店的にセーフなのかな……。

　場違いなんじゃないかと、周りの目が気になって仕方ない。

　それに比べて……と、向かいに座る結城さんに視線を移す。

　結城さんだって、黒いＴシャツの上に白シャツを羽織り、カーキ色のパンツをはいただけという、私に引けをとらないくらいラフな格好だ。

　それなのに、堂々としていて様になっているのはなんでだろう。

　眉を寄せて考えて、ああ顔の作りの問題かと納得する。美形は何を身につけても、キマッているように見えるのだろう。

「なんで謝るんですか？」

　クスッと笑う結城さんは、私みたいに店内のオシャレな雰囲気に、怯おびえている様子はなかった。

　慣れているのか、どんな場でも動じないタイプなのか……なんとなく、どちらにも当てはまりそうだなと思う。

「まさか本当にこんなお店に連れてきてくれるとは思わなかったので……。あの、ちゃんと自分のぶんは出しますから」

「大丈夫ですよ」と、目を細めてなんでもないことみたいに言われても、そういうわけにはいかない。

「いえ、出します」

　譲れないとばかりにきっぱり言うと、結城さんが困ったように眉を寄せて微笑む。

「実を言うと、営業先でこの店の優待券をもらったんです」

「優待券？」

「ずっと使えてなかったから、ちょうどよかったです。もらった手前、感想も言わないといけないですし、行かなきゃなってずっと頭にあったので」

「ああ、そうだったんですか……でも、だったら気になる子でも連れてくればよかったのに。こんなお店に連れてこられたら、きっと結城さんのことを意識するようになると思いますけど」

　まぁ、こんな整った顔してたら、高級レストランなんて演出しなくても、女の子なんてどうにでもなるんだろうけど。

　値段の書いていないメニューから、食べたい物を選べるほどの度胸がなかったから、注文は結城さんに任せることにした。『なるべく安い物で』ってお願いして。

　結城さんは値段が書かれているはずの男性側メニューをざっと見たあと、店員さんを呼んで、いくつかの料理をオーダーした。

　食前酒は、ジントニック。苦いのは嫌だし、アルコール自体、あまり飲めないって話をしたら、結城さんが決めてくれた。

　飲んだことはなかったから、正直、飲めるか不安だった。けれど、彼が言うにはお酒の中では飲みやすいほうで、アルコール度数も高くないってことだったから、恐る恐る口に運ぶ。

　わずかに口に含むと、飲めないほどではなくて安心する。

　こんな店に連れてきてもらっておいて、『飲めない』『食べられない』なんて言ってたら失礼すぎるから、とりあえずよかった。

「ところで結城さんって、おいくつなんですか？」

　年齢も、下の名前も知らないなと気づいて、聞いてみる。考えてみれば、同じ会社の企画課ってこと以外、何も知らない。噂ではいろいろ聞いていても、それが全部本当だとは限らないし。

「二十六です。早生まれなんで学年では高橋さんの四つ上です。ちなみにフルネームは結城大だい智ち」

　下の名前を知らなかったことがバレないように、「知ってますよー」と目を逸らしながら笑う。

　そんな私に頬を緩める結城さんを見て、本当に噂通りの美形だなと改めて感心する。

　企画課と総務課は同じ四階フロアにあるし、隣り合っているから、社内で彼とすれ違うことはある。でも、こんなにじっくり見るのは初めてだ。

　結城さんと私が勤めているのは、全国の主要都市に支社を展開する大手飲料メーカーだ。うちの支社に勤める社員は百人弱。その半数以上が支社内の工場に配属され、商品を製造している。

　直接、商品の製造に関わるのは、商品の中身、つまり飲料を生産する配合グループや、ペットボトルやパッケージを製作する包装グループで、総務課の私の仕事は、彼らのサポート的なものだ。

　例えば、文房具などの備品管理、支部に来る予定の業者の確認、商品につけるおまけの手配、バイトやパートの人数や勤務時間などの確認……と、細々とした雑務がほとんどだ。

　ちなみに、結城さんがいる企画課は、新商品の企画、新しい飲料やペットボトルの形を作る際に必要となる機械選び、その機械を取り扱う人材選びなどを行っていて、ほとんどが男性社員。

　発案力がものを言う、競争の激しい部署だけど、結城さんはその中でも目立つ活躍をしていて、すごいと思う。

「思ったより歳近かったんですね。すごく仕事がデキる印象だったので、もっと年上かと思ってました」

「実は勤続年数は高橋さんと同じくらいですよ。俺、中途入社なんで」

「中途入社？」

「一昨年おととしの一月に急募があって。そのタイミングでたまたま入り込めたんです」

「そうだったんですか……。じゃあ、このまま敬語で話していただいてもいいですか？　周りに仲がいいと思われると女性社員から目の敵にされそうなので」

　口だけじゃなく手まで出されそうだ。

　そう思って提案すると、結城さんは「わかりました」と笑顔で了承してくれた。その様子から、本人も自分が人気だということをわかっているようだった。

　結城さんが頼んでくれたのはコース料理らしく、見た目からして高級そうな料理が順番にテーブルの上に置かれていく。

　色とりどりのグリルされた野菜とサラミ、帆ほ立たてのカルパッチョなんかがお皿に乗った前菜から始まり、具だくさんのスープ、キノコのクリームパスタ、白身魚の香草焼き、サラダ、デザートの三種盛りと、私にはもったいないような料理が次々と。

　あまりのおいしさにお金のことが少し気になったけれど、ここまできて値段のことばかり考えていてももったいないと、途中から割り切ることにした。

　結城さんとは、今日がほぼ初対面だったのに、会話が途切れて気まずくなったりはしなかった。

　結城さんは偶然にも同じ映画を観ていて、『イマイチだった』と意見が合って盛り上がった。ほかにも仕事の話や嫌な上司の話など、当たり障りのない会話が結構楽しかった。

　そうして、最後のデザートを食べ終わった頃、結城さんがずっと切り出さなかった話を私から振った。映画館の出入口で、結城さんが私を脅おどす種にした話題を――。

「私と課長のこと、いつから気づいてたんですか？」

　今までとガラッと内容が変わったからか、それとも私から切り出すとは思っていなかったからか、結城さんは一瞬驚き、それから、「ああ」と笑う。

「二ヵ月くらい前かな。課長に対する高橋さんの態度を見ていたら、なんとなく引っかかりを感じて。で、『もしかして』って、今度は課長を見るようにしたら、わかりました」

「……そうですか」

　まさか、自分の態度から気づかれたなんて……気をつけていたつもりだったのに。

　目を伏せると、結城さんが続ける。

「別れたのは知らなかったですけどね。さっきの、高橋さんと課長のやり取りを見るまでは。……いつ別れたんですか？」

　先ほどの態度でそこまで気づいちゃうなんて……。なんて勘の鋭い人なんだろう。

「……先週」

　食後に運ばれてきた紅茶を見ながら答えると、結城さんは少し黙ったあと、「そうですか」と呟くようなトーンで言った。

　ツッコんで聞いてこないあたり、普通に気遣いのできる人なのかなと思う。これが他人との距離感ゼロの志穂だったら、こっちの傷口が癒えていないうちに、根掘り葉掘り聞いてくる。それは、今日で検証済みだ。

　もっとも、志穂と比べてもあまり参考にはならなそうだけど。

　白いカップに入った紅茶を口に運ぶと、結城さんも同じように紅茶の入ったカップに手を伸ばした。

　どうやら、コーヒーか紅茶を選べたらしいけれど、結城さんは私の分も勝手に紅茶と決めた。理由を聞けば、「カフェで会った時、高橋さんが憂ゆう鬱うつそうにコーヒーを見てたので。別の飲み物にしたほうが、気分転換になるかと思って」と言われてしまった。

　本当によく人を見ていると思う。

　憂鬱に見えたのは、コーヒーではなくて優輝のことを考えていたからだ。

　でも、そうとは言わずに「別にコーヒーも嫌いじゃないですよ」とだけ答えて、「それより」と話題を変える。

「付き合ってるとかそういうの、誰でもわかるんですか？　私、二年半も働いてるけど、誰と誰が付き合ってるとか気づいたことないですけど」

「俺も全部わかるわけじゃないです。高橋さんのこと見てたから、だから気づいただけです」

　今日、何度目かの意味深な笑みを向けられて、眉をひそめる。

　なんで人気者の結城さんが、挨あい拶さつくらいしか交わしたことのない私なんかを気にかけてたんだろう。

　そんな心の中の声が聞こえたように、結城さんが続ける。

「高橋さんは覚えてないかもしれないけど、高橋さん、一度俺の噂話を止めてくれたことがあるんです」

「噂話？」

　カップに伸ばそうとしていた手を思わず止めて、結城さんを見た。

「給湯室で、高橋さんと何人かの女性社員が話してる時、たまたま通りかかって。会話の中に俺の名前が出てきたから、なんとなく聞いてたんですけど……俺が秘書課の美み川かわさんをもてあそんで捨てただとか、そんな話だったかな」

「美川さんですか……どれくらい前ですか？」

　個人名を出されてもピンとこなくて聞くと、結城さんは「確か三ヵ月くらい前です」と教えてくれた。

　……それでも、わからない。

「私、噂話を止めたんですか？」

　全く覚えがないだけに、顔をしかめながら聞くと、結城さんが頷く。

「『そんな、本当か嘘うそかもわからない話してないで、仕事に戻りましょう』って。『嘘だった場合、こんな話広められたら、ふたりとも嫌な思いしますし』って。楽しそうに噂してた人たちは、少し面めん食くらったような感じでしたけど」

　そこまで言われて、いつのことかようやく思い出す。

　そういえば、いつか給湯室で先輩たちが、面白そうに話に花を咲かせていた。

　ああ、そうか……。あの時の会話を聞いてたのか。

　それで気にかけてくれるようになったのなら、本当に申し訳ない。あれにはわけがあったから。

　結城さんは柔らかい表情で言う。

「今まで、俺の前であざとく俺を庇かばってくれた子はいましたけど、俺のいないところで、なんの得にもならないのにそうしてくれた子はいなかったから。それから高橋さんがどんな人なのか、気になり始めたんです」

「そうなんですか……」

「意識し始めてすぐ、佐々山課長とのことには気づきましたけど。それでも、高橋さんが気になる存在だってことは、変わらなかった」

　その時のことを思い出しているのか、目を伏せ、口元に笑みを浮かべている結城さんに、罪悪感がじわじわと湧いてきた。

「……結城さん。誠に申し訳ないんですが」

　聞いていられなくなった私を、結城さんが怪け訝げんそうに見つめる。

　本当のことを言わなくても問題ないのかもしれないけれど、あれがきっかけで私のことに興味を持ってくれているのなら、勘違いだって伝えないと、騙だましているみたいだ。

　結城さんの『気になってる』っていうのが恋愛に結びつくとは思えないけれど、とりあえず。

「あの時は、結城さんを庇いたかったんじゃないんです。あの……佐々山課長、下の名前が〝優輝〟っていうんです。佐々山優輝」

「そうなんですか」と頷く結城さんは、まだ事情をわかってなさそうだから、説明を続ける。

「会社以外では優輝って呼んでいたから、噂話に出てくる結城さんの名前と佐々山課長が重なっちゃって。佐々山課長が悪く言われてるみたいに思えて……それで、我が慢まんできずにあんな風に強引に話を止めちゃっただけなんです……」

　バツの悪さを感じながら「本当にすみません」と頭を下げる。

　騙すつもりはなかったけれど、結果的に誤解を招いてしまったみたいだから。

　恐る恐る顔を上げると、呆ぼう然ぜんとしている結城さんがいて、不思議に思う。

　だって、こんな事実を知ったところで、そんなに黙り込むほどのこととは思えない。なのに、どうしたんだろう……？

　すると、やっと結城さんが口を開いた。

「じゃあ、高橋さんは俺のことを、どうも思ってなかったわけですか」

　苦笑いを浮かべながら言われて、答えに迷う。正直、どうも思っていなかったものの、それを口にすると……多分、いや、絶対失礼だ。

「あの……でも、結城さんはすごくカッコいいですし、噂でむしろ箔はくがついたって感じだし――」

　気を悪くさせないようにと歯切れ悪くなった言葉を、結城さんが「俺、今すげー新鮮です」と遮さえぎった。

『すげー新鮮です』って……会話が噛かみ合っていない気がして、「はい？」と聞き返すと、それまでとは違い、楽しそうな笑顔と明るい声が返された。

「俺のこと眼中にない人が、社内にいるなんて知らなかったから」

　そんな爽やかに言われたって、『ああ、そうなんですか』と聞き流せない。

「……あ、冗談ですね？」

「いや、半分は本気」

「え？　……社内の女性社員が、みんな自分に興味を持ってるとでも？」

　え、大丈夫ですか、それ。ナルシストとかいう分類に入りますよね？　脳内華やかすぎませんか？

　そんな思いで見ていたけど……この顔立ちなら、そんな風に思ったりするのかもしれないと、だんだん納得できてきてしまう。

　今だって、周りの女性たちからの視線が突き刺さっている状態だし、思い返せば映画館の出入口で立ち話していた時も、追い越す女の人がチラチラ見ていた気がする。

　こんな状況が今までずっと続いていたなら、すべての女性にモテる気になっても、まぁ仕方ないのかもしれない。むしろ、この見た目で『俺なんか全然ですよー』みたいに謙けん遜そんされたほうが嫌味っぽい感じもするし。

　紅茶を飲み終え、お手洗いに立ったついでに時計を確認すると、二十時半を過ぎていた。この店に入ったのが十九時前だったから、二時間弱が経ったことになる。

『今日観た映画は、あんなに長く感じたのに』と、あっという間に過ぎた時間に、少し驚いてしまった。

　席に戻り「そろそろ出ませんか？」と言うと、結城さんも「そうですね」と答えて席を立った。

　こういう高級レストランって、『テーブルに座ったままお会計』ってイメージだったのに違うのかな、と思いながら結城さんの後ろを歩いていると、なんとそのまま店の外に出てしまった。

　だから、「お会計忘れてます！」と戻ろうとしたのに、結城さんは「済ませましたから」と私を止めた。

「まさか、私が席外してる間に……？」

　ニコリとする結城さんを見て、『さすがだなぁ』と感心する。

『高級イタリアンが食べたい』なんて急なワガママを叶えて、会話もリードしてくれて、店内でも私が緊張しないように気を遣ってくれて。そのうえ、私に気づかれないようにお会計を済ませるなんて……。

　抜け目なく、さらっとできてしまうのだから、さっきのナルシスト発言も許される気がしてきた。この人がモテるのもわかる。多分、外見のよさだけじゃない。

　帰りのルートを聞くと、結城さんも私と同じく会社の近くに住んでいるらしい。ここからだと同じ方向だったから、街灯に照らされた歩道を並んで歩く。

　二十時半を過ぎた空は暗く、いくつか星を浮かべていた。

　九月下旬にもなると、夜は少し肌寒く、秋を感じる。日中はまだ夏に近いけれど、こうして夜風を感じると、季節は着々と移り変わっているんだなぁと実感した。

　駅からは少し離れた場所だからか、人通りはそこまで多くない。

「半分払いたいって言ったら、払わせてもらえますか？」

　一応ダメ元で聞く。

　結城さんは予想通り、「おごるって約束だったから」と笑顔で言い切った。それでも支払いたいと粘ると「じゃあ」と妥協案を出される。

「また、こうして会ってくれませんか？」

「……自分に夢中じゃない女が珍しいからですか？」

　結城さんは、それについては否定せずに笑いかけてくる。

「映画館のカフェスペースで、高橋さんの友達に声をかけられた時は、正直面倒だと思いました。けど、無理やり連れてこられてよかった」

「やっぱり無理やりだったんですか……すみません、本当」

「いや、可愛いから許します」

　目を伏せ、ふっと口元を緩めた結城さんにピンときて、「あ、あの子可愛いでしょ」と、顔を覗のぞき込むようにして言う。

「モテるから競争率高いけど、よかったら紹介しますよ」

　志穂と結城さんなら案外合うかもしれない。ビジュアル的にもお似合いだし、志穂なら、ナルシストな部分も全部カッコいいって思いそうだ。

　なのに、結城さんは「違う」とはっきりと言う。そして、極上の笑みを向けてきた。

「俺が『可愛い』って言ったのは、高橋さんのことです」

「……わざとらしい褒め言葉は、逆に嫌味に聞こえます」

　自分は、間違っても結城さんレベルの男の人に、気に入ってもらえるような見た目じゃない。

　もちろん、イケメンにもいろんな好みの人がいるだろうけど、結城さんは美人が好きだと思う。

　だって結城さんと噂になる人は、みんな美人でスタイルがいい。噂だから、信憑性には欠けるけれど、全部が嘘だとは思えない。

「それに、結城さんが万が一本当にそう思っていてくれたとしても、もう会いません」

　結城さんは歩いていた足を止め、真剣な表情で私をじっと見つめる。

　こんな風に見つめられれば、普通なら胸がときめくのかもしれないけれど……あいにく私の心の中は、別の感情でいっぱいで、胸が跳ねるような想いは抱けなかった。

　一週間前から、『呼吸するのがやっと』という状態がずっと続いてる。

「佐々山課長が、まだ好きだから？」

　言葉に詰まった私の様子を、肯定しているととった結城さんは、少し押し黙る。それからいたずらっぽく笑って、私を見た。

「だとしても会ってもらいます。どっちみち高橋さんの意思は関係ないですし」

「……まだ、課長とのことで脅すつもりですか」

「切り札は、使えるうちに使っておかないと、もったいないですから」

　その切り札を出されて高級イタリアンに行ったっていうのに、まさかまだチャラになっていないとは……なんて、やっぱり虫がよすぎるか。

　だから、それは言わずにただ顔をしかめて結城さんを見た。

「また会ってくれますね？」

　勝ち誇ったような笑みと切り札を前に、私に選択肢なんてない。










「高橋さんに選択肢なんてないですけど」




　翌日、二階フロアの食堂でひとり、Ａ定食の若鶏の甘酢あんかけを食べていると、ひとつ後輩の金かね子こさんが「一緒にいいですかー」と笑いかけてきた。

　トレーに乗っているのは『欲張りオムライス』。オムライスの中に、キノコ類やら鶏肉やら野菜がゴロゴロ入っていて、私もよく頼む一品だった。

　金子さんは素直でいい子だし、仕事の要領も悪くない。ただ……俗に言うゴシップが好きすぎるところが玉にキズ。

　スラッとしたスタイルで、身長は私よりも五センチくらい高い。ストレートの黒髪は、肩の少し上くらいで揺れている。

　キリッとした顔立ちとメガネのせいか、見た目はとても真面目そうだけど、中身はどこまでも明るく、人懐っこくてギャップがある。性格は志穂に少し似ているかもしれない。

　そんな金子さんが私の隣に座るなり、さっそく「聞きました？」と楽しそうに話しだしたのは、いつもの恋愛系の噂話。

　またか……と、適当に相あい槌づちを打っていたら、どういう流れか、話題はいつの間にか結城さんのことになっていて。

　金子さんは「そういえば、結城さんって今までどんな人と噂になったんでしたっけ？」なんて、自問自答を呟いたあと、怒ど涛とうのごとくいろんな課の女性社員の名前を並べ始めた。

「秘書課の太おお田たさんでしょー、受付の桐きりゅ生うさんでしょ、あ、あと庶務課の榛はる名なさん。あとは……」

「あ、もういいよ。その辺で」

　ここは昼時の食堂だ。

　誰が聞いているとも知れないこんな場所で、個人名を挙げるのはマズいと、慌てて止める。

　二十人ほどが座れる長いテーブルが四列並んでいる食堂。今は七割ほど席が埋まっている状態だ。

　でも、金子さんはそんなことは全然気にしない様子で言う。

「そうですかー？　まだいるのに」

「あ、まだいるんだ……」

「みんなキレイどころだし、よく選んでるなーって感じしますよねー。さすがです」

「そうだね」

　オムライスをもぐもぐと食べながら、金子さんは楽しそうに続ける。

「でも結城さんは受け身で、みんな女のほうからアピールしたって話ですけどね。結城さんって女関係の噂多いけど、自分からいったって話、聞かないんですよね」

「え、そうなの？　全部女性のほうから誘ってるってこと？」

「みたいですよー。まぁ、あの顔なら女に不自由しなそうだし、自分からいかなくても勝手に寄ってくるって感じなんですかねー」

　金子さんの言葉に、昨日の結城さんのナルシスト発言を思い出す。

「でも、そんなにたくさんの人と噂になってるってことは、ひとりとのスパンが短いのかな？」

「それが、誰とも付き合ってないらしいですよー。あれです。一夜限りの恋状態」

「えっ……」

「実際に告白した人から聞いたんですけど、結城さんに言われたんですって。自分はひとりを大事にできないから、やめたほうがいいって」

「……ふーん」と返事をすると、金子さんはオムライスにスプーンを入れながら言う。

「本当かわかりませんけどね。ただ告白を断るための嘘かもしれないしー。でも、あまりに頻繁に噂の相手が更新されるから、『本当にそうなのかもなぁ』とも睨んでます」

　不満そうに「なかなかしっぽがつかめなくて」と悔しがる金子さんに、『パパラッチか』と心の中でツッコみながら、苦笑いを浮かべる。

　こんな風に他人の口から誰かの話を聞くのは、あんまり好きじゃないけれど、結城さんに限っては、ここまで噂が多いと自然と耳に入ってくる。

『人気者は大変だなぁ』と他ひ人と事ごとのように考えながら、食べ終わった食器を片づけようと、金子さんと席を立つ。

　でも、情報屋の金子さんの話が本当なら、冗談でも『気になってる』なんて言われた私って、すごいのかもしれない。そして、そんな人気者の結城さんとあんな素敵な店でディナーを食べたのに、心が揺れないところも。

　まぁ……だからこそ、結城さんが面白がってかまってくるんだろうけど。

「あ、先輩。そういえば、もうひとつ結城さん絡みの噂を聞いたんですよ」

　トレーやら食器やらを返却口に置いている後ろから、金子さんが言う。

『本当にこの子はこういう話が好きだな』と呆れていると、そんな私にかまわず金子さんが目をキラキラさせながら続ける。

「結城さんって、誰に対しても絶対タメ口利かないんですって」

「……なんで？　明らかな年下で後輩でも？」

　入社時期とか年齢とか、見た目だけじゃ判断できない場合は、敬語のほうが無難っていうのはわかるけど……。

　そう思って聞くと、金子さんが頷く。

「はい。今年の新入社員にもみんな敬語だって言ってましたよー。なんでですかね。謎ですよねー」

　食器を抱えたまま、視線を斜め上に定めて考え込む金子さん。そんな彼女に声をかけても届かなそうだから「先行くね」とだけ言い、食堂をあとにする。

『敬語しか使わない理由が何かあるんだろうか』と少し考えながら、エレベーターホールを通り過ぎて、その奥にある階段に足を踏み入れる。

　うちの自社ビルは六階建てだから、エレベーターはもちろんあるけど、私はほとんど使っていない。

　小学生の頃、エレベーター内に閉じ込められたことがあり、それがトラウマになってしまったからだ。

　たった一度の経験なのに、幼かったからか強烈な印象が残っていて、車の中とか電車内とかの、空気が動かないような場所まで苦手になった。

　小学生の頃に出かけた家族旅行。車で高速道路を走行中に、密閉された感覚に耐え切れなくなって窓を少し開けようとしたら、鬼のように怒られたものだ。

　エレベーターや電車なんて、日常でよく使う物だけど、幸い、私は会社から歩いて二十分ほどの所でひとり暮らししているから、徒歩通勤だし、エレベーターは階段で回避できる。

　総務課のある四階フロアまでは、慣れればどうってことなくて、今のところそんなに不自由せずに助かっている。

　ちなみに、昼休みは十一時半から十三時までの間に、一時間と決まっているけれど、来客などの都合でずらすぶんにはかまわない。基本的にどの課も電話応対のために、誰かしらがデスクに残っているよう調整している。

『それにしても、結城さんが敬語しか使わないなんて、ちょっと意外だな』と、さっきの金子さんの話を思い出しながら考える。

　私の印象では結城さんの敬語は、そこまできっちりしたものじゃないけど……。

　明らかな後輩にまで使ってるってことは、わざわざ意識して、ってことだろう。

　……謎だ。

　まぁ、そもそも結城さんのことなんてよく知らないし、私がエレベーター苦手なのと同じで、何かしら事情があるのかもしれない。

　そんな風に片づけてフロアに戻ると、なんだかざわついていた。まだ昼休みだし、午後の仕事を始めるまで雑談するのはいつものことだけど、今日は珍しいほど盛り上がっている。

　総務課にみんなが集まっていて、『何があるんだろう……』と、不思議に思いながらフロア内を進んでいく。

　四階フロアには、総務課と事務課、広報課、企画課があり、それぞれが十人ほどの社員を抱えている。部屋は分かれておらず、各課は一メートルほどの高さの棚で、仕切られているだけだ。

　総務課は入口から入って一番奥に配置されている。八つのデスクを向かい合わせに並べた大きな島がひとつと、その奥に少し離れて課長のデスクがひとつある。私の席は、奥から数えてふたつ目だけど……今は集まった人で見えない。

　人だかりの位置は、優輝のデスク辺りのようだ。

　歩きながら企画課にチラッと視線を向けてみると、ぽつりと結城さんの姿があった。ほかの企画課の人は揃ってお昼なのかなと思い眺めていると、結城さんは私に気づくなり顔をしかめた。そして、座っていた椅子から立ち上がると、足早にこちらにやってくる。

　総務課の私に急用なんてことはないだろうから、何か別の用事かな？

　そう思い、目を逸らすと、すぐに「高橋さん」と、彼に呼び止められてしまった。

　会社では話しかけないでほしいって伝えてたのに、一体なんだろう。ほかの女性社員に変な目で見られないといいけど……。

　そう思い、周りを窺うかがったけど、意外にも誰かの視線が私を刺すなんてことはなかった。かなり盛り上がってるみたいだから、さっきの結城さんの声は聞こえなかったようだ。

　よく見れば、ほかの課の人も総務課に集まっているみたいだし、本当になんなんだろう。……ああ、だから企画課には結城さんだけしかいなかったのか。

　課長……つまり、優輝の席を囲むようにできた人だかりを見ていると、もう一度「高橋さん」と呼ばれて、結城さんのことを思い出す。

「あ、はい。なんですか？」

「いずれ知ることにはなると思いますが、今はまだ席に戻らないほうがいいかと」

　意味がわからなくて首を傾げると、結城さんはわずかに眉を寄せて、言いづらそうに口を開く。

「もしできるなら、今すぐ帰ったほうがいいですよ」

「……いえ。午後の仕事もありますし」

「まぁ、そうだろうけど……」

　本当にわけがわからない。特に話もなさそうなのに、一体何……？

「結城さん、できれば社内ではあまり話しかけないでいただけるとありがたいんですが……。私、結城さんのファンに、睨まれたくないので」

「ああ、俺もそのつもりだったんですけど……ちょっと、緊急事態だったから」

　小声で言う私に、結城さんがバツが悪そうに首の後ろをかきながら、呟くように言った。

　さっきからどうも歯切れが悪いし、何かあった？

　もしかして体調でも悪いのかと疑問に思って、聞こうとした時だった。ざわざわしていたフロア内に、ひと際大きな声が聞こえたのは――。

「えっ、赤ちゃん……!?　佐々山課長、もうすぐパパになるんですか!?」

　その声に、結城さんはチッと小さく舌打ちしてから、総務課のほうに目を向ける。

　私も、今聞こえてきた言葉に耳を疑いながら、結城さんの視線の先を追った。

　ドクドクと、心臓が嫌な音を立て始める。

　人だかりの中で、照れたように笑う優輝の姿が見えた。

「おめでた婚じゃないですかー。式はいつなんですか？」

「なるべく早くに、とは思っているが、まだ正式には決まっていないんだ」

「そうですよね！　奥さんもお腹が目立つ前に、ドレス着たいですもんね、きっと」

「奥さんって……気が早いな」

　佐々山課長が困ったように……でも、嬉しそうに笑う。

「だってもう奥さん同然じゃないですかー。入籍はいつするんですか？」

「まぁ、焦あせらずいい日を探すつもりだよ。来月には彼女の誕生日もあるから、その辺を有力候補にしている」

　目の前の風景が、ぐにゃりと曲がった気がした。立ちくらみとは違う目め眩まいみたいなものを感じて、倒れないように近くのデスクに片手をつく。ドクドクドクドク……心臓が嫌なテンポでリズムを刻むせいで、息が少し苦しくなってきた。

「いつからの付き合いなんですか？」

「半年くらい前からかな。高校の同級生なんだけど、同窓会で再会して、それからなんだ」

「同窓会！　えー、そんなこと実際にあるんですね。ドラマの中だけかと思ってました。いいなー」

　次から次へと飛んでくる質問に答えているのは、確かに優輝で。たくさんの社員の間からたまに見える彼の顔は、困惑しているようだったけれど、幸せそうな笑みを浮かべていた。

　……ああ、そうか。だから言えなかったんだ。別れの理由。

　付き合っている彼女との間に子供ができて、結婚するからってことだったのか……。

　二年も付き合ってたのに、この半年間、ふた股されているなんて気づきもしなかった。優輝は思っていることが顔に出やすくて、嘘がつけない人なのに、浮気している様子なんて微み塵じんもなかった。

　もしかしたら、そういう気配を私が見逃していただけなのかもしれない。でも、浮気するなんて、そんな器用なタイプじゃないのに……。

　不思議な気持ちがショックと混ざり合い、呑み込まれていく。

　霧がかかったように、優輝の笑顔がぼんやりと霞かすんでいく。

　ビルの中なのにおかしい。蛍光灯の問題？　取り換え時期が近いんだっけ？

　そう思ってから、自分の涙のせいだと気づいた。

『会社で泣くなんて……』と、自分自身を笑おうとしたのに、表情は凍ってしまったみたいにぴくりとも動かない。

　こんな所で泣きたくなんかないのに。

　またじわっと浮かんできた涙を隠すように、うつむくことしかできなかった。

　優輝は……最低だ。ふた股の末、相手の女性と子供まで作って結婚するんだから。そのために、二年も一緒にいた私を、平気で捨てたんだから。本当の理由を全く告げずに、『ごめん』のひと言で、一方的に終わらせたんだから。

　ここで、私も一緒に働いてるって知っているのに、奥さんとの馴なれ初そめを笑いながら話せるなんて、デリカシーの欠かけ片らもない最低な男だ。

　そんな男のために傷つく必要なんてないし、泣くなんてもったいない。

　堂々と言ってやればいいんだ。『おめでとうございます』って……。そう、笑ってやればいいって、思うのに……。

　ぐっと奥歯を噛みしめてから、総務課に背中を向けた。

　無理だ。……笑うなんて、無理。

「わっ……と、あれ？　先輩、どうしたんですか？　えっ、泣いて……」

　ぶつかったのは、いつの間にかすぐ後ろに来ていた金子さんだった。私の目にたまった涙を見て、目を見開いた金子さんに、うつむいたまま早口に言った。

「あ、ごめん。違うの。コンタクトが割れちゃったみたいで」

「大丈夫ですか？」

「うん。ちょっとトイレ行って、直してくるから」

　すると、彼女が総務課の人だかりに気づく。

「あれ、なんの集団ですか？　ずいぶん盛り上がってるみたいですけど」

「……さぁ」

「私、聞いてきますっ」

　うずうずしながら笑顔で走っていく金子さんの足音を聞きながら、私も反対方向に走りだす。

　なんだか息苦しい……。ここは閉所じゃないし、密閉だってされてないのに。

　うまく呼吸ができなくて倒れそうだ。トイレに向かう視界の片隅に、こちらを見ている結城さんの姿があった。




　まるで一分を一時間のように感じながら、終業時間の十七時二十分を迎えて、飛び出すように会社を出た。

　やり残した仕事はまだあったけれど、急ぎじゃないから後日すればいい。とにかく昼休みの雰囲気をそのまま引きずっているようなあの空間にいたくなくて……苦しくて限界だった。

　仕事中、時々優輝の視線を感じた。もしかしたら、昼休みの会話を私が聞いていたことに、あとから気づいたのかもしれない。

　気持ちが不安定に揺れる中、目を合わせるのは怖くてできなかった。だから、彼がどんな表情をしていたのか、どんな気持ちでいたのかはわからないし、考えるのにも疲れて、やめてしまった。

　スマホを見ると、時刻は十七時半。

　まだ早い時間だからか、会社前の通りには、帰宅途中のサラリーマンよりも、学生のほうが多く見られる。

　そういえば、近くに専門学校があったっけ……。

　この時間帯に帰ることなんてほとんどないから、すっかり忘れていた。

　家の冷蔵庫には何も入っていないから、買い物をしていかないと食べる物がない。もう今日は作る気なんてしないから、何かお惣菜でも買って帰ればいいか。

　でも、何を……？

　考えようとするのに、何も頭に浮かんでこない。食欲も全く湧かない。

　とりあえずコンビニで日持ちするパンでも数種類買っておこう。でも……今家に帰ってひとりで過ごすには、時間がたくさんありすぎる。

　午後から切り替えのできていない頭の中では、昼休みの光景が繰り返し映し出されている。はしゃいでいる社員たちの中心で、照れ笑いしている優輝の姿はとても鮮明だ。

「お疲れ様です。高橋さん」

　こんな気持ちでひとりでいたら、息苦しさは会社にいるのと変わらないし、早々に切り上げてきた意味がない。

　でも、寄り道をする気にもならないし……。

　ぼんやり考えつつも、そういえばさっき、〝高橋さん〟って単語が後ろから聞こえた気がして、ゆっくりと振り返る。

　そこには結城さんがいて……目を合わせると、笑顔を向けられた。

「無視されたのかと思いました」

「え……あ、ごめんなさい。ぼーっとしてて……」

　私は意識して早く退社したけれど、どこの部署でもこんな時間に仕事が終わることはあまりない。

　なのに、どうしたんだろうと思いながら見ていると、結城さんが聞いてきた。

「コンタクトが、また割れたんですか？」

　いつの間に泣いていたのか。溢れた涙を慌てて指で拭ぬぐう。

　結城さんは、昼休みに私がついた嘘のことを言っているんだろう。

　私が押し黙ると、結城さんが続ける。

「片方だけなら俺もたまにありますけどね。痛くて涙出ますよね、あれ」

　そう言う結城さんは穏やかな表情で、私のついた嘘を暴こうとしているようには見えない。

　今は涙をコンタクトのせいにしておきたかったから、「はい」とだけ答えて、結城さんに背を向けた。

　空はまだ夜に染まり切ってはいなくて、紫や白、オレンジや黄色など、たくさんの色が混じり合っていた。

「高橋さん、夕飯食べていきませんか？」

　隣に並んだ結城さんをチラッと見たあと、首を振る。

「行きません」

「俺、行きたい店があるんですよ。でも、カップル限定じゃないと入れなくて。おごるし、そこ行きませんか？」

「なおさら行きません。昨日ごちそうになったばかりじゃないですか。それに、今日はそんな気分じゃ……」

「まぁ、高橋さんに選択肢なんてないですけど」

　見ると、結城さんは意地悪そうに口角を上げていて、思わず立ち止まる。

「私と課長の恋愛ネタは、もうなんの役にも立たないでしょ」

　結城さんも私の数歩先で立ち止まって、私を振り向いた。メガネがかけられていない顔には、まだ笑みが浮かんだまま。

「課長が結婚するから？」

「そうです。私にはもう……課長を庇う理由なんてないですから」

「まぁ、そうですよね。自分を捨てて、ほかの女を選んだ男を守る理由なんてない。俺が明日、高橋さんと課長のことを言い広めたところで、課長が一方的に悪く言われるだけだし。むしろ、そうしたほうが高橋さんも、少しはスッキリするんじゃないですか？」

　ひと呼吸置いてから「高橋さんがその気なら復ふく讐しゅうに協力しますよ」とニヤリとした結城さんに、唇を噛みしめる。

　結城さんの言っていることは間違ってないし、そうすればいいじゃない。優輝なんかどうにでもなればいい。

　そう思うのに……優輝の笑顔が頭から離れてくれない。

　うつむくと、両目から涙がポタポタと落ちて、グレーのコンクリートを濡ぬらした。

「復讐なんか、したいわけないじゃないですか……」

「……あんなひどい男なのに？」

「ひどい男なんて言わないで」

　絞り出した声で必死に言うと、結城さんは少し黙ってから「ああ」と納得したような声を出した。

「ひどい男だって噂され放題の俺が言うな、ってことですか？」

「違います……。私の好きな人を、そんな風に言わないで」

　涙のたまった目で見つめると、結城さんの瞳に驚きの色が広がる。

　バカだと思ったかもしれない。私だって自分をバカだと思うし、呆れてしまう。だけど、私はフラれたからってすぐに相手を嫌いになれるほど器用じゃないし……軽い気持ちで優輝を好きだったわけじゃないから。

　傷つけられても裏切られても、せめて自分の気持ちにだけは、嘘をつきたくない。

　優輝の……つらく歪んだ顔なんて見たくない。

　ただ、笑ってほしいだけだ。……私の隣で。










「俺の前でなら、泣いてもいいですよ」




　結城さんに強制的に連れてこられたのは、ファミレスだった。

「カップル限定だなんて嘘じゃないですかっ」と帰ろうとしたのに、結城さんはガッチリつかんだ腕を離してはくれず。

　睨みつける私に、彼は「ここなら二十四時間営業だから」と微笑んだ。

　なんで営業時間を考慮するのか意味がわからないけれど、結城さんの笑みに〝切り札〟が頭をよぎって、大人しく従うことにした。

　案内されたのは、禁煙のボックス席。

　平日だからか、まだ空あいている席もいくつか見てとれた。

「そういえば今日、結城さんの噂聞きましたよ。それも結構たくさん」

　今脂っこい物を食べたりしたら、精神的ダメージで消化不良を起こしそうだから、炊き込みご飯と鯖さばの味み噌そ煮にがメインの和定食を頼んだ。

　結城さんの前にも、同じメニューが並んでいる。

　炊き込みご飯を口に運びながら言うと、結城さんが「ああ、悪い噂ですか」と軽く笑う。

「なんでわかるんですか？」

「俺の噂でいいものなんて、聞いたことがないですし。それ以前に、いい行いなんて社内でしていないので。ああ、もちろん仕事は別ですけど」

　出し巻き卵を食べながら言う結城さんを前に、『ああ、そういえば仕事では優秀だって言われてたな』と思う。『つい最近もそんな話を耳にしたけど、誰に聞いたんだっけ』と記憶を辿り……繋つながってしまった人物に、奥歯をギュッと噛みしめた。

　言っていたのは……優輝だ。映画館で、偶然会った時に。

　沈みだした気持ちを無理やり引っ張り上げようと、息をスーッと吸い込む。

「いろんな女性社員と遊んでるみたいですもんね。あ、別に嫌味じゃないですけど」

　言い方が少し強くなってしまい、慌ててひと言つけ足すと、結城さんは眉を寄せて笑った。

「そうですか？　『いろんな女性社員と遊んでる』って、悪い風にしかとれなそうですけどね」

　結城さんは結構、寛大な人だと思う。

　彼と話をしていると、わざとじゃないけど、失礼な発言をしてしまっている。

　なのに、結城さんは怒らない。もしかしたら、本当だからなのかもしれないけれど。

　そう思い、「……事実なんですか？」と聞くと、結城さんは目を伏せて笑う。

「違うとは言えないかな。多分、俺の性格に問題があるのかもしれないですね」

「性格？」

「ひとりの人に入れ込めないんです。まぁ『入れ込めない』っていうか、『入れ込もうとしたことがない』って言ったほうが正しいですけど。中学の頃にはもう、わりと女の子に囲まれてたから」

「……へー」

　もう、『自慢ですか？』っていうツッコミを、する気にはならなかった。

「同級生に、先輩に、他校の子に……。遊び放題だったから、それで味をしめて、それからずっとそんな感じです。彼女とちゃんと付き合ってる友達とかを見ると、たまにうらやましくもなるけど、ひとりの子と時間を過ごせば過ごすほど、面倒なことも多そうだし」

「なるほど。それで〝おいしいとこ取り〟だけしてるんですか」

　つまり、気が向いた時だけ身体の関係を持ったりしているわけだ……最悪だな。

　そんな心の呟きが聞こえたのか、悪びれもせずに話していた結城さんが、箸はしを置き、苦笑いを浮かべる。

「俺だって、手当たり次第に手を出してるわけじゃないですよ。言い寄ってきた人には、自分はそういうダメなヤツだからやめたほうがいい、って忠告してるし」

「ああ、そういえば、それも噂で聞いたことがありますけど……本当だったんですね」

　金子さんから聞いた話を思い出しながら言うと、結城さんは呆れたような声で言う。

「まさか、やりたい放題やってると思ってたんですか？　言っておきますけど、俺にも良心や良識くらいありますよ。ちゃんと相手は選びます」

「……そうですよね。すみません」

『まったく』といったように笑みを浮かべて、私を見た結城さんから目を逸らし、ごまかすように笑う。

『軽い感じがするから、てっきり結城さんのほうから、手当たり次第に好き放題しているとばっかり……』なんて言葉は胸にしまう。

「でも、そういう忠告が裏目に出るのか、『だったら私が夢中にさせるから』って話になって。それなのに、一向に夢中にならない俺にイライラして、『全然好きになる努力してくれない。私はこんなに好きなのに』って。俺が悪者扱いされて、終わるパターンの繰り返しです」

　結城さんは本当に迷惑そうに「勘弁してほしいです」と言う。

「だったら最初からそんな申し出、断ればいいじゃないですか」と言うと、困り顔で微笑まれた。

「『誰かひとりに夢中になって、真面目な恋愛をしたい』って気持ちもあるんですよ」

　定食を食べ終わって箸を置くと、それに気づいた店員さんが食器を下げてくれる。

　その後ろ姿を見てから、結城さんに視線を戻した。

「それ、今までしてきた恋愛とは正反対ですよ」

　きちんとした恋愛がしたいなら、まず、今のような軽い関係を断ち切る必要がある。結城さんは、「んー」と少し悩んだ様子を見せてから、軽いトーンで言う。

「誰かひとりを守ってやりたい気持ちと、遊びたい気持ち……どっちも男の本能だから、仕方ないってことですかね。男ならみんな持ってると思いますよ。俺が正直に遊びすぎただけで」

「……そうですね」

　こうもはっきり『遊びたい』なんて言われてしまえば、『ふざけるな』とも言いたくなる。

　でも、それを言わずに同意したのは……あんなに真面目でお人よしの優輝でさえ、そうだったからだ。

　私は……優輝にとって、ただの遊び相手だったのだろうか。

「そろそろ高橋さんの話をしましょうか。俺の話じゃなくて」

　目を伏せた私から何かを悟ったのか、結城さんが言う。視線を上げると、彼は穏やかに瞳を細めてこちらを見ていた。

「『お酒はあまり好きじゃない』って昨日言ってたから。ここなら紅茶でもコーヒーでも飲み放題だし、時間を気にせず、ゆっくり話聞けますよ」

「……え？」

「泣いてもいいですよ。あまり大声で泣くようなら、さすがに場所移しますが」

　……意外だった。まさか今日、ファミレスに誘ったのが、結城さんの優しさからだったなんて。ただのワガママだと思ってたのに……。

　もしかしたら、この人は本当に気遣いができる人なのかもしれない。昨日といい、今日といい……そう考えて、『ああ、そういえば』と会社でのことを思い出す。

「今日、昼休みにいろいろ配慮してくれて、ありがとうございました」

　私が優輝の結婚話を聞かないようにと、足止めをしてくれたことにお礼を言うと、結城さんは「ああ……」と眉を寄せながら笑う。

「結局、あんなことしたところで、どうにもなりませんけどね」

「でも、嬉しかったです。舌打ちも」

「舌打ちした覚えなんてありませんけど」

　食後のコーヒーを飲みながら言う結城さんに笑っていると、彼の目がこちらに向けられた。真面目な瞳だった。

「俺に泣き言は言いたくないですか？　まぁ、課長との関係を切り札に、脅して誘うような男だから、そう思われても仕方ないですが」

　自じ嘲ちょうするように言われ、少し考えてからゆっくりと首を横に振った。

「そういうわけじゃないんです。まだ……自分の今の心境を言葉にできないだけで」

　そう伝えると不思議そうな顔をされるから、さらに説明する。

「今話したら、きっと汚い言葉しか出てこない。まだ優輝……課長が好きなのに、責める言葉が出てきちゃうから、それが嫌なんです。……ごめんなさい、矛盾してるんです」

「ふた股して、しかもあとから入り込んできた女を妊娠させてるんですよ。そんな男に捨てられたんだから、恨み言が出てきて当然じゃないですか？　その前に、これだけの裏切りを受けておいて、『まだ課長が好き』って言ってること自体、理解できないんですけど」

　結城さんは『信じられない』といった様子で眉を寄せた。

「……もし結城さんが同じようなことをされたら、どうなるんですか？」

「一瞬で嫌いになりますね。記憶から消します」

　コーヒーを飲みながら即答されて、少し笑ってしまう。『そんな単純な想いなら、私も今こんなにつらくないのに』と。

　でも……残念ながら、私の心はそう簡単に切り替えなんてできない。どの記憶にも、優輝との楽しかった思い出が入り込んでしまっている。

「ひどいことをされたからって、今までの楽しかったことや好きだった気持ちは、消えてくれないんです」

　そう呟くように言ってから、じっと見つめてくる結城さんと目を合わせた。

「本当は、『なんで？』って責めて、『最低！』って怒鳴って、叩たたいて嫌いになりたいです。でも優輝の顔とか、彼が私を呼ぶ声が脳裏に蘇って……そのたびに、『やっぱり好きなんだ』って思っちゃうんです」

　どんな人が相手でも、むげにできず、そのせいで損な役ばかりさせられているのに、それさえも笑ってこなしてしまうところが好きだった。

　穏やかでどこまでも優しい優輝は、一緒にいるだけで、トゲトゲしていた気持ちが和らいでいく、そんな存在だった。

　私にとっては、かけがえのない人だった。

　二年もかけて積み重ねてきた想いだから……無理やり消すことなんてできない。

「今日は午後からずっと、頭の中がその繰り返しでまいっちゃいました。時間がすごく長く感じられて、一生、終業時間が来ないかと思いました」

　コーヒーに手を伸ばしながら、わざと明るく笑うと、結城さんはしばらく黙って私を見ていた。そして、わずかに眉をひそめて探るように聞いてくる。

「〝憎い〟とか〝嫌い〟とかじゃなく、ただ〝悲しい〟ってことですか？」

「あ、まさにそんな感じです」と答えると、理解できないとばかりに、不満そうな声で言われる。

「それは人がよすぎる気がしますが。それに、フラれた相手を守るために俺の言うことを聞くのも、全く理解できないです」

「でも、結城さんも充分おかしいと思いますけど」

「俺がですか？」

　怪訝そうな表情の結城さんに、笑いかけながら説明する。

「だって、切り札を持っていながら食事に付き合わせるだけですし、ましておごってくれるなんて、それこそ人がよすぎですよ。昨日映画館の前で、悪い顔して笑われた時、実はそれなりに覚悟を決めたんです。なのに、実際はごちそうしてくれただけで、すんなり帰してくれて。拍子抜けしました」

　だから、「やっぱりモテる人は違うんですね」と笑うと、結城さんは苦笑いを漏らす。

「まさかホテルに連れ込むとでも思ったんですか？　そんなことして、あとで問題にでもなったら事でしょう。言ったでしょ、俺にも良心と良識くらいはあるって」

「そうでしたね」

　軽く返すと、結城さんがテーブルの上のコーヒーカップを端によける。それから、そこに肘をついて、少し身を乗り出した。

　じっと見つめてくる瞳が、今までとは変わり、妖美に揺れる。

「でも、正直に白状すると、冗談じゃなく、本当に高橋さんのことを気に入ってるんですよ。一緒に話していると楽しいし、落ち着くし、もっと知りたいと思う」

　色気たっぷりの笑みで言われたセリフは、すんなり頭に入ってこなかった。

　ぼーっと時間をかけて結城さんを眺めてから、ようやくハッと我に返る。

「もしかして今、口説いてたりしますか？」

「ただ本当の気持ちを言っただけですけど、高橋さんがそうとるなら口説いているのかもしれないですね」

「……大人気の結城さんが、私をですか？」

　眉を寄せて聞き返すと笑われたけど、結城さんは否定する気はないらしい。

『だったら……きちんと言わないと』と、口を開く。

「結城さん、ひとりに夢中になれない、って言ってましたよね」

「はい。今のところ」

「あの、私はふた股かけられたうえ、フラれた状態なんです。なのに、なんでまたすぐ浮気しそうな人と付き合えるんですか？」

　そう口火を切り、続けた。

「『浮気します』って堂々と言ってるような結城さんとなんて、考えられるわけないじゃないですか。万が一、立ち直って次の恋を探すとしたら、今度こそ〝誠実〟って言葉が服を着たような人にします。その前に、また誰かと付き合うなんて、当分考えられないですし」

　そこまで言ってから、結城さんをキッと睨んだ。

「っていうか、なんで笑ってるんですか。人が真剣に話してるのに！」

　私が話している間、結城さんはずっと口元に笑みを浮かべていた。

　それが気になって強い口調で言うと、今度はしっかり笑われた。お腹を抱えだしそうなレベルで。

　……信じられない。

　思わず席を立って、出口に向かおうとすると――。

「あ、待ってください」

　まだ半分笑っているような顔で言われて、顔を背そむける。

「嫌です。誰かをからかいたいなら、その辺でナンパでもして、適当に女の子を捕まえてください。そもそも私は今日、結城さんと呑のん気きにご飯を食べられるような心境じゃなかったんです。それを結城さんが無理やり連れてくるから！」

「すみません」と申し訳なさそうな声で言われたけど、それを無視して続ける。

「挙句、人が真剣にしている話を笑うとか失礼すぎます！　良識はどこに行ったんですか!?」

　本気で帰ろうとしたのに、私の腕を結城さんがつかむから、仕方なくとどまって睨みつける。

　結城さんはさすがに申し訳なく思ったのか、彼の顔からさっきまで浮かべていた笑みが消えていた。

「こんなにきっぱりフラれたことがなかったので、つい……すみません」

「……それは先週フラれた挙句、今日盛大な裏切りを受けた私への嫌味ですか」

「そこまで性格悪くないですよ。ただ、今まで俺がしてきた恋愛は本当に薄っぺらいものだったんだと痛感したんです」

　じっと私を見ながら言う結城さんの目に、嘘はないように思えて、「はぁ」とため息をつく。なんだか、この人を相手にしていると調子が狂う。

「結城さんのは、恋愛じゃなくてただの遊びでしょ？　上辺の、甘いところだけをすくう遊び。苦しい気持ちだとか切ない気持ちだとか、ヤキモチだとか。全部面倒臭がって、浅い部分で遊んでるだけの人に、恋愛だなんて言ってほしくないです」

「すみません。とりあえず座りませんか？　温かい飲み物でも何か持ってきますから」

　立っている私を座ったまま見つめる結城さんが、バツが悪そうにする。一応、本当に反省しているようだった。

　多分この人は、悪い人ではないんだろう。今までのことだって、指摘すればこうしてすぐに謝ってくれるし。

　ただ、嘘をつかずに素直な気持ちをぶつけてくるぶん、むげにできなくて困る。

「……上目遣いで見るの、やめてください」

　じっと見上げてくる瞳に耐え切れなくなって言うと、結城さんが口角を上げる。

「ああ、母性本能くすぐるらしいですね、上目遣い。前、誰かに言われました」

「誰かって……いい加減すぎます」

「高橋さんが座ってくれたらやめますよ」

　そう微笑む結城さんに顔をしかめてから、諦あきらめて座り直した。

　なんとなく、うまく転がされている気がする。私は真面目に対応してるのに……結城さんは、好奇心に任せて遊んでいるだけに思える。

「あの、『気に入ってる』とかいろいろ言ってますけど、私みたいなのはその辺にたくさんいます。結城さんに興味ない子だって……その、探せばきっと。だから、ほかを当たってください。わざわざ社内の人間とこんなデートみたいなことするより、関係ない子とのほうがリスクも――」

「高橋さん」

　急に言葉を遮られてハッとする。

　さっきまで柔らかかった結城さんの表情は、いつの間にか真面目なものに変わっていて……間近で見る彼の真剣な瞳に、ドキッとした。

「俺は確かに恋愛って呼べることはしてこなかったですけど、だからって代えが利くような相手に、わざわざ『気になってる』なんて言いませんよ。高橋さんが純粋に佐々山課長を想っているように、俺だって自分なりに本気で言ったんです」

「でも……」

「俺の気持ちに応えられないとか、さっき言っていたような答えならわかりますが、いい加減だと捉えられるのは傷つきます」

「……ごめんなさい」

　そんな風に言われるなんて意外だった。

　でも……もしも結城さんの言うことが本当なら、失礼なことをした。

『なんで私なんかを？』という疑問はあるけど、素直に謝る。

　すると、結城さんは眉をわずかに下げて「いえ」と微笑んだ。

　だけど、そのあとすぐに「これで傷ついてるっていう、高橋さんの気持ちがわかった気がします」なんて言うから、ムッとして口を開く。

「そんなんでわかるわけないじゃないですか。私は結城さんと付き合ってるわけでも、浮気したわけでもないんですから。第一、結城さんだって、私をちょっと気になる程度なんでしょ？　程度が違いすぎます」

「じゃあ、どのくらいですか？　高橋さんの傷は。今の俺の痛みを、スプーン一杯分だとした場合」

　具体的な痛みを聞かれて少し考えてから、結城さんの飲んでいるコーヒーカップを指差した。

「これ、十個分くらい。アイスをすくうスプーンで、心をえぐり取られたみたいに痛いです」

「……今も？」

「今も」

　静かに聞かれ、頷く。

　今も、きっとこの先もずっと……。

　いつか傷が癒えて、新しい恋ができるかもしれないけれど……。私には、そんな未来はまだ少しも見えない。見渡す限り、先は暗く閉ざされたままだ。

　息苦しい暗闇の中で、溺れている。優輝を忘れようと、必死にひとりもがいている。

「高橋さんがアイスとか言うから、なんかアイス食べたくなりましたね。高橋さんもどうですか？」

　目を伏せ、そのまま沈んでいきそうだった私の耳に聞こえてきたのは、結城さんの呑気な言葉だった。

　見れば、結城さんがメニューを開くところで……。

「……心をえぐり取られたみたい、って言ったんですよ。アイスすくうスプーンで。なのに、よくそんな気になりますね」

「だって、実際に高橋さんの胸をえぐったスプーンで、すくったアイスが出てくるわけじゃないですし」

「当たり前でしょ。……っていうか、胸をえぐり取られたわけじゃありません。〝心を〟です」

　語弊のある言い方をされ、ムッとして訂正すると、結城さんは意外そうな顔をした。

「あ、そうなんですか。てっきり……」

「てっきりなんですか？　それ以上続けたら、セクハラで訴えますから」

『えぐられたあとみたいなサイズしかない』って言われているみたいで腹立たしい。そんなに大きくないと自分でもわかっているだけに、過剰に反応すると、結城さんがハハッと笑った。

「俺は、高橋さんくらいが好きですけどね」

　見え透いたフォローに思えて「そういうのいいですから」と口を尖らせると、ふっと口元を緩められる。

「とりあえず、まだいてください。アイス頼みますから」

　それまでの雰囲気を払ふっ拭しょくするように、結城さんが明るく勧めてくる。

　その笑顔に思わず根負けして、呆れ笑いを浮かべながら頷いた。気づけばもう、さっきまで感じていた重苦しさはなくなっていた。

　空気が読めないのか、優しさなのか……本当のところ、どうなのかはわからないけれど、今回は後者としておこう。










「これは貸しにしておきます」




　翌日の昼休み――。

　まぁ、同じ職場の人が結婚なんてなると、『おめでたいねー』『みんなでお祝いしようよー』みたいな流れになるのは当たり前で。

　それは、優輝の結婚も例外ではなく、課の誰かしらがそんなことを言いだしたのは、仕方がないことだと思う。むしろ、何もしないほうが失礼だ。

　だけど、その幹事は、言いだした人がするべきなんじゃないの？　よりにもよって、なんで私がそんな役に抜擢されたのかを、誰かわかりやすく教えてほしい。

「だって、佐々山課長と長く仕事してる中で、一番若いのって先輩じゃないですか」

　そう簡潔に説明した金子さんに、「ああ、そう……」と肩を落とした。

「幹事、苦手なんですか？　お店を適当に決めて、コースで頼んじゃえば楽ですよー。私、手伝いますし」

「……ありがとう」

　ちなみに幹事って断れるのか聞こうかとも思ったけれど、『それこそ失礼だ』と思いとどまる。結婚にケチをつけるみたいで嫌だし、私がそこまで頑かたくなに嫌がったら変に思われそうだし……。

　仕方なく、大人しくネットで店の検索を始めた。

『泣きっ面に蜂はち』ってこういう状況を言うのかもしれない。

　別れを告げられてから十日。

　あれから、優輝とは仕事上での事務的な話しかしていない。

　フッた以上、向こうも話したいことなんかないだろうし、私も……別れの理由を知った時点で、何も言う気はなくなった。

　今はまだ、書類に確認印をもらうだけで心臓が壊れそうになったり、フロア内で優輝の声を聞くだけで、切なくてたまらない気持ちになったりする。ギクシャクして私に気を遣っている様子の優輝を見ると、『気にかけてくれてるんだな』なんて、期待してしまいそうにもなる。

　でも……そんな気持ちも徐々になくなっていくんだろう。そして、〝上司と部下〟という関係が当たり前になっていくんだ。

　ふたりで過ごした二年間なんて、まるでなかったように。

　それを悲しいと思う気持ちだって、いずれなくなる。

　大きく息を吸い込んで、苦しくなった胸に空気をためる。まだ穴だらけで、そこら中で空気漏れを起こす心。

　それでも、もう一度空気を入れてから、パソコンの画面と向き合った。




「高橋さん、今日も寄り道ですか」

　会社を出て少し歩いた所にある漫画喫茶に入ろうとした時、不意に後ろから声をかけられた。

　さすがに連日となると、振り向かなくても相手が誰だかわかる。だから、少しうんざりしながら振り返った。

「結城さんは、今日も尾行ですか」

「たまたま通りかかったら、高橋さんを見つけただけです」

「そうですか。お疲れ様でした」

　ぺこりと頭を下げてから、店内に入る。

　室温は外と同じくらいだけど、空気の流れが悪い。本当ならあまり好きな空間ではない。

　なのにここに寄ったのは、優輝の結婚祝いの場となる店を探すためだ。昼休みの間だけでは、いい店を見つけられなかった。家にはパソコンがないし、家でひとり、スマホで探すよりは、人の気配がする場所にいたほうが、まだ気が紛れる。

「いらっしゃいませー。席はカップルシートでよろしいですか？　ただ今、期間限定でカップルシートが二十パーセントオフになってますので、大変お得です」

　受付をしているのは、高校生くらいの女の子だった。

『二時間で』と言おうとしてハッとする。

　おかしいと思って振り向くと、そこには予想通り、結城さんの姿があった。

「なんでついてくるんですか？」

「俺も寄ろうかと思って」

　しれっと言う結城さんをきつく睨む。

「なんで、つきまとうんですか!?　いい加減、迷惑です！」

「別に漫画読みに来ただけなんだから、いいじゃないですか。高橋さんの邪魔はしませんよ。あ、カップルシートでお願いします」

　結城さんは、私の後ろを覗き込むようにして、受付の子に笑顔で言う。

「ちょっと待って！　漫画読みに来ただけなら、別々でいい――」

「聞いてなかったんですか？　カップルシートは二十パーオフだって。割り勘にしたら、そっちのほうが断然、得だと思いますけど。そうなんですよね？」

　そう聞く結城さんに、受付の子が「はい」と笑顔で頷く。その頬ほおは赤く染まっているように見えた。

「おひとり当たり、二百五十円ほどお得になります」

「ほら。店員さんも、そう勧めてくれてることですし」

　ニコッと笑う結城さんに逆らう気力もなくて、『もう、どうにでもなれ』と、諦めて頷いた。

　それにしても、気になっているんだかなんだか知らないけれど、こうもつきまとわれては困る。

　私のセリフや態度から、脈なしだって結城さんもわかっているはずなのに……。冷たくされるのが好きなＭ気質なんだろうか。

　温かいカフェオレをカップに注ぐ私の横で、結城さんは炭酸飲料をコップに注いでいる。

　その様子をチラッと見てから、ため息をついた。

「パソコン、私が使いますから。それ以外だったら、ゲームでもＤＶＤでも漫画でも、お好きにどうぞ」

　カップルシートは、それ以外の部屋に比べると倍以上の広さがあった。赤いソファにパソコンラック、パソコン、そしてテレビ台の上には、液晶テレビが置かれている。

　そもそも、なんで漫画喫茶にカップルシートなんてあるんだろう。静かにしなくちゃいけないのなら、別々の部屋にしたほうがいいんじゃないの？

　赤い革のソファを見ながら、そんな文句を心の中で呟く。

　それからキーボードの隣にカップを置いて、パソコンの前に座った。ソファが沈むから、微妙にキーボードの位置が高くて打ちにくいけど、仕方ない。

　結城さんが来なければ、普通の個室でリクライニングシートに座って、快適にパソコンが使えたはずなのに。

「高橋さん、ひとり暮らしですか？」

　小声で聞かれて、『なんでそんなこと聞くんだろう』と不思議に思う。

「なんでですか？」

「いや、部屋に帰りたくない事情でもあるのかと思って。今日も寄り道だし」

「別に……。ただ、優輝とのいろいろな思い出が詰まってるから、ひとりでいるのがつらくなるってだけです。フランクな恋愛しかしたことのない結城さんには、わからないでしょうけど」

　嫌味を返したっていうのに、結城さんは気にした様子もなく笑う。

「ああ、友達が言ってたからわかりますよ。そいつ、同棲してた彼女が出ていったあと、すぐ引っ越してました」

　そして、私に視線を移したあと、からかうように笑って「じゃあ、これからは俺の部屋で時間つぶしますか？」と聞く。

「遠慮しておきます」

　即答した私を、結城さんがおかしそうに笑う。

「そんなに警戒しなくても、何もしませんよ」

「女に不自由してない結城さんが言うなら、そうなんでしょうけど。でも、そういう問題じゃないんです」

「ほかに問題がありますか？」

　不思議そうな顔をして聞いてくるから、目を逸らしてから答える。

「優輝との恋を、ほかの人でごまかすようなこと、したくないんです。つらくても悲しくても」

「もう終わってるのに？」

　眉間にシワを寄せて聞いた結城さんに、苦笑いを浮かべて頷いた。

「終わってても……。今感じてる気持ちも、優輝との恋があったからだから」

　結城さんはしばらく真顔のまま私を見て、それから「そうですか」と呆れたようにため息をつく。

「パソコンがフリーズしたら言ってください。俺ここでＤＶＤ見てるんで」

「さすがにネットするだけでフリーズはさせませんから、ご心配なく」

　小声で言った私に結城さんは笑顔を返し、テレビに繋いだヘッドホンを耳に当てた。

　私も時計に目をやってから、ネットで店を探す。

　飲み会は、いつも居酒屋のチェーン店でやっているけど、今回はもう少しオシャレな感じの店のほうがいいだろう。ダイニングバーみたいな所で、個室が取れれば……と、検索ワードを打ち込んでいく。

　料理も、コースメニューが決まっているようなところでできれば、サプライズ的にケーキとか……。

　あっ、でも優輝は甘い物が苦手だ。そういう場合、お店側が何か別のサプライズを用意してくれたりするのかな。

　ほかにも、メイン料理というか、ケーキの代わりになるような物を運んでくれる時、ＢＧＭをウェディングの曲に変えてもらえたりしないかな。

　でも、ケーキの代わりになる物ってなんだろう。祝い事でメイン料理って考えると、七面鳥とかしか浮かばないけど……多分、違う気がする。ケーキの代わり……。

　店を検索しながらそんなことを考えている自分に不意に気づき、思わず指が止まる。

　私……一体、何やってるんだろう。

　改めてこうしてひとりになって考えると、『これは私ができることじゃない』と思い知る。

　だって、ケーキになんて文字を入れてもらうの？　〝ハッピーウェディング〟とか、〝祝結婚〟とか……それを、私が優輝の名前でお願いするの？　ほかの人との結婚を祝って？

　幸せなＢＧＭに乗って料理が運ばれてきた時、『おめでとうって、盛り上げてください』って、私がみんなにお願いするの？

　……そんなの、無理に決まってるじゃない。

　そう思った途端、頭の中でポキッと音がして、気持ちが折れた。ひんやりと冷たい感情が心に入り込んできて、気が遠くなる。

　それでも『頼まれたからにはどうにかしないと』と思って、画面をスクロールしようとしたのに……できなかった。

　マウスを握ったままの右手が、まるで石みたいに動かない。それを見つめてから、重たい気持ちをため息で無理やり吐き出した。

　そして仕方なく、隣でヘッドホンをつけて、ＤＶＤを見ている結城さんのＹシャツを引っ張る。

　結城さんはヘッドホンを外しながら、「どうかしましたか？」と小声で聞いてきた。

「悪いんですけど、飲み会のできる、いいお店を私の代わりに探してもらえませんか？　できれば、オシャレな感じで、普段の飲み会とは少し違う雰囲気の」

「いいですけど、探し方がわからないんですか？」

「……いえ。わかるけど、どうしても探せそうにないので」

　不思議そうに私を見る結城さんには、それだけじゃ伝わらないみたいだったから、直接的な表現に変える。

「課長の結婚祝いを課でするんですけど、幹事を押しつけられちゃって。断ったら変な感じになるから、引き受けたんですけど……やっぱり、うまく探せないので」

　目を伏せてから、もう一度「お願いできますか？」と聞くと、結城さんは顔をしかめる。それはまるで私を叱っているように見えた。

「正気ですか？」

　どうやら私の予想は当たっていたらしい。咎とがめるような口調で言われて、苦笑いを漏らした。

「仕方ないじゃないですか。断ったりしたら、課長の結婚にケチをつけてるようですし」

「だからって、えぐられた胸に塩を塗ぬり込むようなことを、自分でしなくてもいいのに」

「えぐられたのは心です。私の胸は健在です」

　不ふ貞て腐くされながら答えると、結城さんは楽しそうに笑って……それから、やれやれという風に苦笑いした。

「いいですよ。高橋さんが俺に何かを頼むなんてこと、あまりないだろうし。引き受けます」

「……〝貸し〟とか言いますか？」

　また切り札を渡してしまったのだろうかと恐る恐る聞くと、ふっと悪い笑みをこぼされる。

「そうですね。そうしておきます」

　口角を上げた結城さんは、私と席を入れ替わると、キーボードに検索ワードを打ち込む。

　液晶画面に照らされる横顔を眺めながら、『整った顔してるなー』なんてことを、今さら思った。

　この人に貸しを作るのはあまり気が進まないけれど、やむを得ない。

　結城さんが言うには偶然らしいけど、今日は結果的に、一緒にここに来てよかった。私ひとりだったら、きっと二時間無駄にするだけだっただろうから。

「ありがとうございます」

　呟くように言うと、結城さんの視線が私を捕らえる。

　そして、柔らかい笑みを向けられた。

「それ、今観てるＤＶＤ、営業先で話題になってるヒーリングのＤＶＤです」

「ヒーリング？」

　テレビに視線を移すと、自然風景が映されている。

　森の中を流れる小川をぼんやりと眺める。

「気持ちを落ち着かせる音楽とか、映像のことですよ。モーツァルトの曲に自然の音が入っているＣＤが人気らしいんですが、このＤＶＤは、それに癒し系の映像をつけた物だとかで、勧められたんです。今の高橋さんにはちょうどいいと思いますよ」

「でも、結城さんに調べさせといて、私だけ――」

「実はそれ、取引先の人に無理やり貸しつけられて、困ってたんです。来年、発売する商品のパッケージを頼んでいる会社の人なんですけどね。次行った時に感想を求められるだろうから、仕方なく観てたんです。高橋さんの感想を教えてもらえると、俺としても助かるんですが」

　そう笑う結城さんの言葉は、本心なのか優しさなのか。

　少し考えながらも、言われるままに、ヘッドホンをつけてみる。

　緩やかなクラシックの曲に、川のせせらぎがわずかに入り込んでいて、耳に心地いい。

　店選びを任せておいて、自分だけリラックスしているのは申し訳なく感じたけれど、いつの間にかそんな気持ちは消えていて。しばらくすると、すっかり入り込んでしまっていた。

　結城さんは、本当にこれを観るために、今日ここに寄ったのだろうか。こんなの家でだって見られるし、そのほうがお金だってかからないのに。

　そんなことをぼんやり考えてから、『やっぱり偶然なんて嘘か』と、ふっと笑みがこぼれた。










「俺に興味が湧いてきましたか？」




　優輝と出会ったのは、今の課でだった。

　私が新入社員として総務課に配属されたのと同時期に、優輝も課長に昇進して総務課に異動してきた。

　七つも年上なのに、ちょっとしたケアレスミスはよくするし、パソコンの画面をフリーズさせたりと、そそっかしい。

　だけど、仕事自体は基本的にデキる人で致命的なミスはしないし、優輝のおっちょこちょいなところは愛あい嬌きょうがあって、課内をいつも和ませてくれている。新入社員の私から見ると、余計に。それに、優輝はいつも真しん摯しな態度で仕事に打ち込んでいた。

　私が何か失敗して落ち込んでいても、『俺に比べればミスが少ないから大丈夫』と励ましてくれた時のことは、いまだに鮮明に覚えている。

　そんな優輝との仲が恋人に発展したのは、入社して半年経とうとしていた頃だった。

　会社全体で行われた飲み会で、悪酔いしたほかの課の男性に迫られるっていう軽いセクハラを受けて。不快感から会場を抜け出した私の所に来てくれたのが、心配そうに顔を歪めた優輝だった。

　その顔を見た途端、それまでの嫌な気持ちが一気に払拭されて、温かい気持ちになった自分に驚いた。優輝への恋心にはとっくに気づいていたけれど、そこまで大きな想いだとは思っていなかったから。

　私を心配して抱きしめてくれた優輝に、気持ちが押さえ切れずに告白して……そのあと、優輝から自分も同じ気持ちだって言われて、恋人関係が始まった。

「――高橋さん」

　髪を撫でる大きな手に気づいて目を開ける。ぼんやりとした視界に、結城さんの穏やかな表情が映ってハッとした。テレビの画面右下にあるデジタル時計を見ると、二十一時ちょうどで……つまり、入店してから二時間が経とうとしていた。

　私が早々とギブアップした店探しを、結城さんにお願いしたのが十九時半頃だったから、少なくとも一時間以上寝ていたことになる。

　サーッと血の気が引いていった。

「すみませんっ、結城さんにお店探させておきながら……」

　完全に寝ていたことを猛省して、ソファに座ったまま膝につくくらい頭を下げると、上からクスッと笑い声が落ちてきた。

「気にしないでください。俺も起こさなかったんだし」

「本当にすみません……」

「気持ちよさそうだったので、朝まで寝かせてあげたかったんですが。時間も迫ってるので、そろそろ出る準備をしましょうか」

「……はい」

　最悪だ、私。ここ二週間近く、家でよく眠れなかったからってこんなところで……。しかも人に用事を押しつけておいて……社会人としてというか、もう人としてあり得ない。

「お願いですから、おごらせてください」と頼み込んで会計を済ませると、出口で待っていた結城さんが「すみません」と微笑む。

「いえ。私のほうこそすみませんでした。あとこれ、店員さんがくれた割引券です」

「高橋さんが持ってていいですよ」

「いえ……バイトの女の子が『結城さんに』って言っていたので」

　差し出しながら「裏を見ればわかると思います」と言うと、それを受け取った結城さんが割引券を裏返す。それから困った顔で笑った。

「カップルシートを使った男に電話番号渡すなんて、ずいぶん度胸がある子ですね。しかも高橋さんづてに」

「お会計の時、聞かれたんです。恋人同士かどうか。会社の同僚だってことを言ったら、『じゃあ、お願いできますか？』って渡されて。お店入った時からあの子、結城さんのこと見てましたもん。気づいてなかったんですか？」

　私でも気づくくらいに熱視線を送ってたっていうのに。

「しょっちゅうなので」

　いたずらっぽく返す結城さんに、呆れ笑いをしながら帰路につく。

『送らなくていい』って言ってるのに、結城さんが「高橋さんに拒否権はないので」なんて笑うから、黙るしかなくて。『一度言いだすと聞かない人なんだなぁ』と思いながら、並んで歩いた。

　金曜日とかなら、この時間帯でもまだ道は人で賑わっているけど、さすがに週を半分ほど残している今日は、人ひと気けがない。

　星が小さくまたたく空を見上げながら歩いていると、隣を歩く結城さんがポケットからスマホを取り出して私を見た。

「アドレス教えてください。よさそうなお店を何軒かスマホに残したんで、送ります」

「あー……えっと」

　どうしよう。スマホに送ってもらうのが一番早いし、いいんだろうけど……なんとなく、ためらってしまう。

　そんな私に気づいたのか、結城さんが笑う。

「そんなに警戒しなくても大丈夫ですよ。ストーカーみたいな真似はしませんから」

「え……あ、違うんです。ためらったのは、結城さんがどうこうじゃなくて、私の問題です。すみません」

　不愉快にさせてしまったことを謝ると、怪訝な顔をした結城さんがどういうことか聞くから、諦めて白状する。

「恥ずかしいんですけど、私、今まで男の人とアドレス交換したのって付き合ってる人とだけだったんです。だから、最後に登録したのが課長で……。それを上書きしちゃうのが、なんだか複雑な気持ちになっちゃって」

　メモリがひとつ増えるだけで、何かが変わるわけじゃない。そう思うのに、優輝との過去が消える気がしてしまってためらってしまう。

「バカみたいですね」

　苦笑いする私に、結城さんは納得いかなそうに顔をしかめた。

「裏切った男をそこまで想う気持ち、やっぱり俺には理解できません」

「……私もです。なんで今でも好きでいるのか……自分でもわからないんです」

「でもそれじゃあ、つらいだけでしょ。相手にのめり込むのも、想い合ってる時ならまだわかるけど、フラれたあとまで響くんじゃマイナスにしかならないですよ。だったら、軽い恋愛してるほうが楽しくないですか？」

　しばらく黙ってから「結城さんみたいにってことですか？」と聞くと、頷かれる。

「まぁ、そうです」

「でも結城さんだって、誰かに夢中になってみたい、って言ってたじゃないですか。私は……相手を本気で好きになってしまうことがマイナスになるとは思いません」

　いまだ、不満そうにする結城さんをまっすぐに見つめる。

　確かに今は優輝と過ごした時間に、悲しみやつらさの霧がかかってしまっているけれど、その中にはたくさんのキラキラした思い出だってあるんだ。

「結城さんにアプローチかけてくる女の子も、みんな結城さんに夢中だと思いますよ。想い合ってるからとか、そんな風に割り切れるものじゃないんです。結城さんはつまみ食いが得意分野みたいですから、理解できないでしょうけど、恋ってそういうものなんですよ」

　結城さんは最後の言葉に「ハハッ」と笑ったあと、「つまみ食いが得意なんてことはないですけどね」と否定する。

「それに、夢中にさせてくれれば、案外誠実だと思いますよ」

　そう笑う結城さんに、「そもそもそれが間違ってるんです」と口を尖らせると、首を傾げられる。

「夢中になるって、相手にさせてもらうんじゃなくて、気づいたら自分でも知らないうちになってるものなんです。自分の感情さえ相手任せなんて、それこそつまらないでしょ」

　きっぱり言い切った私を真顔で見つめていた結城さんが、しばらくしてから「なるほど」と呟くように言う。

　この人はかなりの恋愛経験があるくせに、なんでこんなこともわかっていないんだろう。いくら遊びの関係しか持ってこなかったとしても、さすがにちょっと……。

　なんだか心配にさえなってきてしまう。

「結城さんは、誰かを好きになったことってないんですか？　っていうか、私ばかりが一方的に知られてるだけで、私は結城さんのこと何も知らないんですけど」

　すると結城さんは顔をほころばせた。

　その笑みは、単純に嬉しそうでもあり、意味深にも見える。

「俺に興味が湧いてきましたか？」

　そう言う結城さんこそ、単に自分に好意を抱かない女が珍しいだけで、私個人に興味があるわけじゃない。

　でも、結城さんが少し喜んでいるように見えたから、なんだか後ろめたい気持ちになった。

「いえ。すみません。やっぱりいいです」

　謝ると、結城さんは呆れたように笑った。『しょうがないな』って声が聞こえてきそうだ。

「生真面目っていうか、律儀っていうか。別に俺なんかを傷つけたところで、高橋さんはなんの損もしないのに」

　結城さんは自分で言っていたように、洞察力に優れていると思う。

　軽い気持ちで『興味がある』なんて答えて、万が一でも結城さんを期待させて傷つけてしまったら……。

　そんな私の気持ちが、全部わかっているみたいだから。

「損はしないけど、得もしないですから」

　そう答えた私に、結城さんが口角を上げる。

「とりあえず、俺のアドレスだけには、興味を持ってくれると嬉しいんですけど」

「あ、そうでしたね」

「俺のアドレス、スマホに入れておくといいことがある、って噂があるから、きっと効きますよ」

「……それは女性社員が言ってるだけでしょ。結城さんがアドレスをなかなか教えないから、〝貴重〟ってところから変化していって、そんな話に膨らんでるんです」

「いい噂は信じたもん勝ちですから」

「じゃあ……お願いします」

　いいことがあるとかいう、おまけつきの新しいアドレスが、今日、一件増えた。










「優しくしないでください」




　結城さんの選んでくれた店は三軒。

　どこも会社から近い距離だったし、私の希望した通り、オシャレな雰囲気の所だった。

　翌日、ネットでメニューやら評判、価格を見て決めた一軒の店は、会社から私のアパートとは逆方向に歩いて十分ほどの所にあった。

　大人数だから予約が取れるか少し不安だったけれど、店側は快諾してくれた。




　――約一週間後のお祝い会当日。

　会場は個室で料理もおいしいし、お酒だって飲み放題だ。店員さんの態度もにこやかでハキハキしていて気持ちいい。

　二十畳弱ある部屋には白い大きなテーブルが置いてあって、それを黒い椅子がズラッと囲んでいる。結婚祝いの席だってことを伝えたからか、テーブルの上にはキレイな花が置いてあって、彩りを添えていた。

　部屋を照らすのは、淡い黄色のダウンライトで、落ち着いた雰囲気だった。

　洋室で大人数が入れるほどの個室はあまり見ないから、みんなが褒めてくれた。本当に探してくれた結城さんに感謝しないと。

　だけど、ただ一点気になるのは……どうして、企画課と合同の飲み会になっているんだろうってことだ。

　先週の水曜日。

　今日の予約を電話で入れようとした私に、結城さんが話しかけてきた。『社内では話しかけないでって言ったのに！』という顔をした私に、結城さんはニッコリ笑って用件を告げた。

『佐々山課長の結婚祝い、企画課もできれば参加したいんですが』と。

　理由を聞けば、企画課の課長は佐々山課長と同期だそうで、しかも仲がいいらしい。

　佐々山課長には、もう確認済みで課長も喜んでいた、って言うから、じゃあって。

　そんな経緯で、企画課との合同飲み会が決まったというわけだ。

　最初は『結婚祝いなのに、ほかの課と合同ってどうだろう』と思ったけれど、ほかの人も課長さえいいなら、かまわないってことだった。

　……でも、今の状況はあまり納得できないというか、私の先読み能力のなさを後悔すべきというか。

「結城さん、何か料理取りますけど、何が食べたいですかー？」

「あ、飲み物が終わりそうですね。私頼みますよぉ。結城さん、何にしますか？」

　結城さんが来るという時点で、私も気づくべきだったんだ。女性社員が結城さんを囲っちゃうってことに。

　せっかく優輝の周りに女性社員が来るように席割りをしたっていうのに、開始早々、結城さん狙いの女性陣が移動したせいで台なしだ。

　普通の飲み会なら誰をどれだけ囲っても関係ないけど、今日はあくまでも優輝が主役だっていうのに。

　だからって、私が注意するのもおかしい気がしてやめる。

　優輝だって、ほかの女性社員にチヤホヤされたいわけじゃないだろうし……。

　チラッと視線を移すと、優輝は企画課の課長と楽しそうに話していて、ホッとする。

　結城さんのハーレム状態はもう仕方ないにしても、優輝のための会であることは間違いないんだから、楽しんでもらわないと困る。自分自身を本当にバカだって思いながら、結城さんに貸しまで作って設けた席なんだから。

「高橋さーん、飲んでるー？」

　しんみりしそうになったところに陽気な声をかけてきたのは、年上の企画課の男性社員だった。明らかに酔っ払っている彼とは普段交流がないだけに、名前が即座に浮かばなくて焦る。

　確か岡……『岡おか野の』か、『岡おか山やま』か『岡おか田だ』……どれかだった気がする。

「あ、はい、適度に……」

「そんなこと言ってないで、もっと飲みなよー。飲み放題でしょ？　損するよー」

「飲めたらよかったんですけどね。幹事なので残念です」

　ドカッと隣に座った岡なんとかさんに、心の中で舌打ちをする。

　お酒臭いし、顔も赤いし、完全に酔っている。歳は、結城さんよりは上のようだ。企画課にいる以上、仕事はできるんだろうけど……酒グセは悪そうだなと思う。

「佐々山課長、おめでた婚なんだってー？　本当にうらやましいよ」

「……そうですね。いいですよね、結婚」

　完全に棒読みになった私に気づくこともなく、岡なんとかさんが続ける。

「あんな涼しい顔して、同級生の奥さんと毎晩楽しんでたのかと思うと、俺自分が可哀想で可哀想で」

　……なんだか話があれだな。セクハラ発言になってきたな。私へのセクハラというよりも、優輝に対してだけど。どっちにしても聞きたくない内容だ。

　愛あい想そ笑いを浮かべていると、隣から送られてくる視線に気づく。

「……なんでしょうか」

「いやー、高橋さんって普段はあまり目立たないけど、こう見ると可愛い顔してるんだなーと思って。でしゃばらない可愛さがあるよね。思わずかまいたくなるような」

「そんなことありませんよ。でも、ありがとうございます」

「いや、お世辞とかじゃなくて。ねー、付き合ってるヤツとかいるの？」

「私は年下すぎて岡……」

　とにかく、不釣り合いというか、似合わないってことを言いたかったのに、名前がはっきりわからないせいで、言葉に詰まる。

　そんな私なんかおかまいなしに、ニッと笑った岡なんとかさんが、気持ち悪い笑顔でじりじりと近づいてくる。

「年上なぶん、俺、いろいろ教えてあげられるよ？」

　気持ち悪い。飲み会で社内の女を口説こうとしていることも、語尾を上げたところも、全部。きっと、酔っていろいろタガが外れちゃってるだけなんだろうけど……。

　いくら酔っ払い相手でも、社内の人だから、下手な断り方するとマズい。

　この状況をうまく乗り切る、一番穏便な方法は何かと頭を巡らせていた時――。

　お尻の辺りを撫でられて、びくっと肩が跳ねた。

　椅子に座っている状態だから、お尻というよりは腰になるけれど……完全なセクハラだ。

「飲みすぎですよ」

　震える声でそう注意してみても、手は引っ込められることなく私を触っていて……ざわざわと悪寒が走って血の気が引いていくのを感じた。

　ここは電車内とかじゃないし、周りはみんな知ってる人だ。ひと言、『やめてください』って言えばどうにでもなる。

　……けど、今日は優輝の結婚祝いだ。

　こんなおめでたい席を私がつぶすの……？

　そんな思いが、声をあげそうになるのを止めていた。

「――岡おか村むらさん、うちの部下にセクハラするのはやめてください」

　その声にハッとする。

　動けずにいた私から、気持ち悪い手をはがしてくれた声は……この二年間、誰よりもたくさん聞いた声だった。隣で……誰よりも、近くで。

「それと、だいぶ飲まれているようですが、高橋さんはアルコールが苦手なので、あまりお酒の臭いをさせて近づくのも、できれば控えていただけますか？」

　瞬時に浮かんできてしまった涙を隠したくて、ぐっとうつむく。

　企画課の課長と、楽しそうに話してたじゃない。私なんか庇ってくれなくても大丈夫なのに……。

　なんで気づくの？　なんで……わざわざ優しくするの？

「今日の主役に言われちゃうと、従うしかないですねー。ごめんね、高橋さん。大人しいからつい調子に乗っちゃって」

　そう苦笑いした岡村さんが、席を立つ。

　移動して、また誰かに「飲んでるかー？」なんて声をかけているのを聞きながらも、顔を上げられずにいると、まだ近くにいる優輝が気を遣ったように声をかけてくる。

「大丈夫？　顔色悪いけど……」

「大丈夫です。問題ありません。……私、ちょっとお手洗いに行ってきます」

　声をかけてくれた優輝の顔を見ることなく席を立ち、そのまま部屋を出る。このままじゃ優輝に甘えちゃう気がして、あの場になんかいられなかった。

　二年前のことが脳裏をよぎる。優輝の優しさをただ素直に喜べていた時のことが。

　フラれたのは、三週間前なのに……私は、あの時からまだ一歩も進めていない。




「高橋さん」

　岡村さんに触られた気持ち悪さとか、危うく溢れだしそうになった優輝への気持ちとか。いろいろな想いをトイレで落ち着かせてから廊下に出ると、すぐに声をかけられた。

　見れば、壁際に立った優輝が、ひどく真剣な顔でこちらを見ていて……うっかり目を合わせてしまったせいで、心臓が跳ねた。

「……何か用ですか」

　甘えたくなる気持ちを抑えたせいで、かなり冷たい言い方になった。

　優輝はそんな私を見つめたあと、少し近づいて一メートルくらい離れた所で立ち止まる。

〝上司と部下〟の距離だった。

「今回のことは、本当にごめん。もう事情は知ったと思うけど、俺は――」

「知ってます。……今日はそのための飲み会ですから。課長の、結婚祝いのための」

　言葉を遮った私に、優輝が黙る。

　チラッと見上げると、優輝の苦渋に満ちた顔が見えて、胸に押し込んだ想いがこぼれそうになる。

　どうして、そんな表情……。つらいのは私のほうなのに。

「なんで課長がそんな顔するんですか……やめてください。課長の望んだ通りになったじゃないですか」

「それは……っ、いや、確かに俺が望んだことだ。それは間違いない……。そのために、高橋さんを傷つけた」

　こんな話になっても、もう名前で呼び合うことはできなくて……そこに、もう戻れない現実を見たようで、痛みが一気に押し寄せる。

「だけど、本当に好きだったし、決して高橋さんを悲しませて喜んでるわけじゃないことは――」

「もういいですから！」

　大声を出した私を、優輝は目を丸くして見つめていた。

　驚いている理由が、大声のせいなのか、溢れだした涙のせいなのかはわからないけれど……どうでもよかった。

「もう、いいですから……。聞きたくないです。何も」

　もう、何もかも、どうでもいい。だって――。

「……でも」

「課長は、私じゃなくてほかの人を選んだんです。……それ以上、説明することなんてないじゃないですか」

　ポロポロと頬を伝う涙にかまうことなく告げると、優輝はショックを受けたように目を見開き……それから、顔を歪ませた。

「……ごめん」

　なんとか絞り出したような声だった。

　ふた股したうえ、ほかの人を選んだ優輝を、正直『自分勝手だな』と悪く思ったりもする。『なんで？』って、心の中で何度も責めた。

　それは今だって変わらない。きっと、これからも何度も責め続けるだろう。『浮気相手を妊娠までさせるなんて、こんな裏切り方はひどすぎる』って。

　だけど、優輝のいいところも知っているから。今、苦しそうにしているのが嘘じゃないこともわかっているから。

　だからもう……解放してあげないとダメなんだ。優輝も……私自身も。

　恋はとっくに終わってしまっているのだから。

　そう自分に言い聞かせて、彼への想いを心の奥底にぐっと押し込める。落ち着いた声を意識して、口を開いた。

「さっきはありがとうございました。でも……もう、過去を振り返りたくないので、私にかまわないでください。私が、誰に何をされていても、優しくしないで」

「高橋さん……」

「寂しくなってうっかり抱きついても、課長は困るだけでしょ？　だから……。私だってもう、期待して傷ついたりするのは嫌ですから」

　優輝は眉を寄せて何かをこらえるように、「ごめん」とだけ言った。

　三週間前のあの〝さよなら〟でもう、全部終わっていた恋なんだから、今さら傷つく理由も必要もない。

　この三週間、どれだけ待っても電話は鳴らなかったし、優輝が部屋に来ることもなかった。『やっぱり、やり直してほしい』だなんて、私の夢の中だけの話だし、そんなことは現実には起こらない。

　だから、今、改めて傷つくなんておかしいのに……。

　溢れる涙が、止まる気配もなく流れ落ちる。

　会社の人だってたくさんいる場だ。こんなところで泣いているのが見つかったら、大変だってわかるのに……止まらなかった。

　優輝はもう、今までみたいに愛情いっぱいの瞳で、私を見てくれることはなくて。温かな手で頭を撫でてくれることも、きつく抱きしめてくれることも……『碧衣』と呼んで、微笑んでくれることも、もうない。

　その事実が、鉄の塊でも飲み込んじゃったみたいに、消化できないまま重く沈んで私の心を圧迫する。どこまでも……いつまでも。










「俺にも女の顔見せてください」




「では、この辺りでお開きにしたいと思います。なお、二次会はカラオケの予定なので、参加する方は企画課の岡村さんに声をかけてください」

　もともと『二次会は行きたい人たちが、自分たちで勝手に行く』って話だったから、幹事の仕事はここで終わり。さっきセクハラしてきた岡村さんが名乗りを挙げてくれたので、彼に任せることにした。

　あらかじめ集金しておいた会費で会計を済ませて外に出ると、みんなはもうだいぶ遠くを歩いていた。ほとんどの人が二次会に流れたようだ。

　お祝いの話が出始めた時は、『二次会は行かない』って言ってる人が多かったけれど、企画課も一緒だってなると、結城さん狙いの女性社員は、みんな参加することにしたみたいだ。

　そういえば、総務は女の塊だし、『出会いがない』って金子さんもぼやいていたっけ。そう考えると、今回の合同飲み会は、男女の親睦を深めるいい機会だったのかもしれない。

　そんなことを思いながら、ひとり帰路につく。

　とっぷり日が暮れた夜空には、キレイな星がポツポツと浮かんでいた。

　片側二車線の大通りの歩道を、街灯が照らしている。車の通りはあるものの、あまり人通りのない道をトボトボと歩く。

『優輝も二次会に行くみたいだったな』なんて考えてから……そっと目を伏せた。

　心の中で〝優輝〟って呼ぶのも、もうやめないと。バカバカしいかもしれないけど、なんだかそう呼んでる限り、吹っ切れない気がする。

　呼び方ひとつで忘れられるなら、そもそも苦労なんてしないんだろうけど、変えられる部分は変えていかないと、いつまで経ってもダメな気がした。

　呼び方。部屋に置いてある写真。お揃いのマグカップや箸。アルバム。この三週間ですっかりついてしまった、電話やインターホンの音を待つクセ……。

　直せる部分は直そう。

「高橋さん」

　伏せていた瞳をゆっくり上げると、数メートル先に結城さんが立っていた。びっくりする私に、「お疲れ様でした」と笑顔で近づいてくる。

「あれ……二次会、行かなかったんですか？」

　てっきり参加すると思ってたのに。というか、あれだけ囲まれていたら行かざるを得ない感じだったのに。

「抜け出せそうもなかったから、途中までは行ったんですけど。『電話だ』って嘘ついて、抜けてきました」

　結城さんは、悪気なんかこれっぽっちもなさそうに笑った。

「えっ、それ、女性陣がものすごくガッカリすると思いますけど……。総務課の人たち、今日のことすごく楽しみにしてたのに……」

「別に俺だけが目的じゃないから、大丈夫ですよ」

　珍しくそんなことを言う結城さんに、眉を寄せた。

「……それ本気で言ってますか？　いつもだったら、『女全員、俺と話したがってる』みたいなこと言うのに」

「そんなに性格悪くないですよ」

　結城さんが苦笑いを浮かべるから、私も頬を緩める。

　でも、そのうちに、じっと見つめられていることに気づいた。

「なんですか？」

「いえ。目が赤いように見えたので。もしかして飲めないのに結構飲んだんですか？」

　一瞬、優輝とのことが頭をよぎって動揺したけど、それを悟られないように笑顔で答えた。

「そうなんですよ、つい。幹事失格ですね。結城さんも楽しそうでしたね。いい人、いましたか？」

　立ち止まっている結城さんとすれ違いながら言うと、彼は少し間を空けてから「そうですね」と返事をする。そして、私の隣に並んだ。

　結城さんの家は、違う方向な気がする。彼も会社から徒歩圏内に住んでいるけど、確か私とは違うエリアだった。

　遠回りになっちゃうんじゃないかな。

　そう思い見上げると、結城さんが言う。

「場を盛り下げると申し訳ないから、一応楽しそうにはしてましたけど、実際にはあまり」

「え、そうだったんですか？　なんかすみません」

「いえ、高橋さんのせいじゃないので。なんていうか……ほかのことが気になって、楽しむどころじゃなかったんですよね」

　結城さんの表情は、口元に笑みを浮かべながらも、眉は寄っていた。困っているような顔だ。

「そうなんですか……」

　気になりつつも、『あまりツッコんだことを聞いてもな』と思い、黙る。

　なんだかんだで結城さんに救われている自分を知っているから、彼が困っているなら、何か手伝いたい。

　でも、本人から望まれなければ、それはただのお節介だし。

　そんなことを考えていると、隣から送られてくる結城さんの視線に気づく。

　見上げると、結城さんが立ち止まったから、同じように歩くのをやめて向かい合った。

　飲み会をした店を出て十分くらい歩いただけだったけれど、大きな店がないからか、歩道に人影はなかった。

　たまにある街灯が夜道を照らしているとはいえ、間隔が広いせいで、私たちが立っている場所に明かりは届いていない。

　車の通りもそこまで多くないからわりと薄暗く、お互いの表情がかろうじて見える程度だった。

「自分でも、そこまでだとは思ってなかったんですけどね」

「はい」

　真顔の結城さんを見て、『ああこれは何か相談事か？』と思いながら頷く。

「今までも、薄々気づいてはいたんですけど、今日はさすがに自分でも認めざるを得ない感じで」

「そうなんですか……」

　なんの話だか全然見えない。でも、結城さんが真面目な顔をしているから真剣に耳を傾ける。

「大げさに聞こえるかもしれませんが、本当に今までこんな感情は持ったことがなかったんです。悔しいとか、イライラするとか……。そもそもひとりに執着することすらなかったし。普通は当たり前なのかもしれないですけど」

　じっと見つめられて、どうしていいのかわからなくなる。

『ひとりに執着』と聞いて……もしかしたら、私のことを言ってるのかもしれないと、少し思ってしまったから。

　いや、結城さんは、私が優輝を想ってやまないことを知っているはずだ。優輝を想って泣いているところだって見られたし、別れた今でも好きなことだって知っている。

　気になるとは言われたけど……それだって程度がわからないし。

　だから、『私のことかも』なんて考えるのは、きっとうぬぼれだ。

　なんだか目を逸らしちゃいけない気がして、私も負けじと、じっと見つめ返していると、結城さんがわずかに表情を緩める。すぐに消えちゃいそうな、そんな笑みだった。

「佐々山課長の前だと、女の顔をするんですね」

「……え？」

「飲み会の時、岡村さんにセクハラされてたの、俺も気づいたんです」

「あ……そうだったんですか」

　きちんと対処できなかっただけに、少し恥ずかしく思いながら返事をすると、結城さんが続ける。

「でも、あの雰囲気を壊さないように、高橋さんが頑張ってたのをわかってたので、我慢してたんです。きっと高橋さんは、『自分のせいでこの会を台なしにしたくない』って考えてるだろうって。だから、俺がつぶすべきじゃないと思った」

　結城さんの力ない微笑みが、少しつらそうに歪められる。

「でも、どうしても耐えられなくなって立ち上がろうとした時……佐々山課長が岡村さんを止めてました。そのあと、高橋さんが席を外したから、大丈夫か心配になって追いかけて……。また佐々山課長に先を越されました」

「……見てたんですか？」と聞くと、結城さんは「はい」と小さく頷いた。

「別に、盗み聞きするつもりはなかったんですけど。高橋さんが俺には見せないような顔を、佐々山課長に向けていたから……気づいたら立ち尽くして、最後まで聞いてました」

『そんなの、結城さんの勘違いです』とかわそうとしたのに、言えなかった。自分の優輝への気持ちは、痛いほどわかっていたから。

　車が数台通り過ぎると、空気がふわっと揺れた。十月に入り、秋に染まった空気が、頬に冷たく当たる。

「最初は驚きとかショックのほうが大きかったのに、だんだん悔しくなってきて、嫉しっ妬としてる自分に気づきました。高橋さんにとっての特別な男は、佐々山課長なんだって思い知らされたみたいで……悔しかった」

　結城さんは、ただ自分に好意を持たない女に興味があるだけだ。なのに、『嫉妬』だとか『悔しい』とか言われたら、まるで私のことを好きなように思えて……戸惑いから目を伏せる。

　でも、黙ってしまった結城さんがどんな顔をしているのかすぐに気になって、チラッと見上げると、目が合った。

　暗い中でもわかるくらいの真剣な瞳に、胸が跳ねる。

「俺にも女の顔を見せてください」

「……え」

　言い終わるや否や、近づいた結城さんに腕をつかまれて、強く引かれる。そのせいでバランスを崩し、結城さんの胸に飛び込んでしまった。

　咄嗟に、「すみません」と謝って顔を上げた時――。

　結城さんに抱きすくめられて、そのまま唇を塞ふさがれた。

　一瞬、何が起こっているのかわからなかった。だけど、背中に回った腕があまりに強く抱きしめるから、それにハッとして、キスされているんだと気づく。

「ゆう……っ、ふ、んぅ……！」

『結城さん、やめてください！』と言おうとした言葉は、ほとんど声にならずに彼の口内に消えていく。

「んー……！」

　胸を押し返そうとするのに、うまくいかない。

　入り込んできた舌に驚いて抵抗してみたけれど……覆い被さるようにキスしてくる結城さんに、私の力が敵うはずがなくて、こもった声が熱でかき消された。

　結城さんは私が身動きひとつ取れないくらいに、きつく抱きしめてくるし、〝唇を奪う〟っていう表現がぴったりなほど、強引で荒々しいキスだった。

「ゆう、き……っ、さ……」

　キスの合間に呼んでも、結城さんがやめてくれる気配はなくて、どうすればいいかわからなくなる。だって、こんなに求められたことなんて、今までなかったから。伝わってくる想いが熱くて……それに困惑していた。

「ん……」

　荒々しかったキスが徐々にスローに……情熱的に変わっていくことに気づいて、薄く瞳を開けてみる。

　目の前には私を見つめる結城さんがいて、キスしているにもかかわらず、目が合った気がして恥ずかしくなる。

　逃げようとしたけれど、ふっと小さく笑った結城さんに抱きすくめられるまま、強制的に続けさせられる。

　こんな恥ずかしいキスも、こんな、身体の中心から溶けだしてしまいそうなキスも、私は知らない。こんなの、初めてだ。

　結城さんとの長い長いキスに、ゆっくりと目を閉じた。




「大丈夫ですか？」

　やっと解放されて、ぐったりして結城さんの胸に顔をうずめる。そんな私をそっと抱きしめてくれた結城さんに、ハッとして離れた。

「路上で何するんですか……っ」

「大丈夫ですよ。周りに人がいないのは確認したし。まぁ、車は数台通りましたけど。どうせ酔っ払いか、バカップルくらいにしか思われてないから平気ですよ」

「大丈夫なわけないじゃないですか！　セクハラですから。岡村さんのこと言えませんよ。ものすっごいセクハラです！　っていうか犯罪です！」

　声が大きくなったのは、散々翻ほん弄ろうされた自分を知っているから。無理やりされたキスに、うっかり応えてしまった自分を、気づかれたくなかったから……。

　だけど、意地悪く笑みを浮かべた結城さんは、私が隠した事実を簡単に言い当てる。

「セクハラですか？　それにしては、気持ちよさそうな顔してましたけど」

「よ……欲求不満なだけで、誰でもよかったんです！」

　拒もうとすれば、いくらでも拒めた。それなのに受け入れてしまった自分に戸惑い、ついつい口調が強くなる。

「そうなんですか？」

　慌てて言った私を、結城さんがおかしそうに笑う。

　確かに、いくら真実を隠したかったとしても、今の言い訳はない。〝欲求不満〟って……そのほうが恥ずかしい。

　だけど今さらそれを引っ込めるわけにもいかなくて、そのまま意地を張った。

「そうですよ。本当に誰でもよかったんです。結城さんじゃなくても、男なら誰でも」

　恥ずかしさと気まずさで口を尖らせる私に、ひとしきり笑った結城さんが目尻を下げて言う。

「誰でもいいなら、俺にしておいてくれませんか」

　結城さんの優しく細められた瞳に、今まで感じなかった温かい感情が垣間見えて、胸が高鳴る。

「高橋さんが望んでくれるなら、なんでもしますから。ほかの男で満たそうとしないでください」

　速まる鼓こ動どうを隠したくて「そんなの、結城さんには関係ないじゃないですか」とつんけんして言うと。

「誰でもいいんでしょう？」

　結城さんが口角を上げる。

「……いいですよ、誰でも」

「なら俺でいいですよね」

　まるで誘導尋問のようで顔をしかめると、結城さんが挑発するように笑う。

　私は完全に不満丸出しの声で、「いいですよ。……結城さんでも」とボソボソ呟いた。

　正直、可愛い態度とはかけ離れていると思う。

　にもかかわらず、明るい表情を見せる結城さんに、どんな顔をしていいのかわからなくなる。

「ちなみにもう満たされましたか？」

　意地悪な質問に思い切り口を尖らせると、楽しそうに笑われる。

　結城さんは、普段からよく笑う人だと思うけど……今日は、いつにも増して嬉しそうだ。

　それがなんでかって考えると、またうぬぼれた答えに辿り着きそうでやめる。

「充分です。満腹です」

「そうですか？　俺はまだ足りないんですけど。でも、満足してくれたならよかった」

「……恥ずかしいから、もうやめてください。この話題」

　すると、結城さんが苦笑する。

「いや、嫉妬とか初めてだったんで、つい興奮して……。途中で苦しそうな高橋さんに気づいて、我に返りました」

「あ……それで、途中から……その……」

　最初はただ強引だったキスが、途中からゆっくりで丁寧なものに変わった。

　それを言おうとして、もごもごと口ごもる。なんだか恥ずかしくなって、顔が熱を持ち始める。

　私が言おうとしたことがわかったのか、結城さんが「途中から、キスの仕方が変わった？」と、言い当てるから、目を合わせないまま頷いた。

「……そんなところです」

「ひとしきり感情任せにキスしたあとで申し訳ないですけど、どうにか平静を取り戻そうとして。高橋さんはどっちが好きですか？」

「え……し、知りません！」

　うっかり普通に答えそうになってから、ハッとして首をぶんぶんと横に振る。そんな私に結城さんは笑って「俺はどっちかっていうと……」なんて言いだすから、「いいですから！　本当にもう！」と慌てて止めた。

「そうですか？」

「そうです！」

　強く言い切ってから、思わず呆れて笑うと……結城さんが顔をほころばせた。










「してましたよね、俺の話」




「聞いてくださいよー。先週の金曜日、結城さん、二次会行く途中でどっかに消えちゃったんですよー」

　金子さんが口を尖らせながらそう言ってきたのは、翌週水曜日の昼休みだった。

　今週は金子さんとお昼が一緒にならなかったし、あまり話す時間もなかったから、今さらこんな話題を出してきたんだろう。

　Ｂ定食のかれいの煮付けを食べながら、苦笑いを隠して視線を逸らす。

「そうなんだ……。もしかして、金子さんも結城さん狙いなの？」

「いえー。私はもっと、ずんぐりむっくりした人が好きなので。クマさんみたいな体型の人が好きなんです」

「えっ、そうなの？」

「はい。抱きつくと安心できるじゃないですか。包容力あるし」

『包容力って、見た目のことを言うんだっけ？』と疑問に思いながらも黙っていると、隣の席に座った金子さんが続ける。

「まぁ、私の好みなんていいんですよ。問題は、結城さんが二次会に来なかったってことですー」

「二次会、盛り上がらなかったの？」

『問題』っていうくらいなんだから、相当悪い雰囲気になっていたのだろうか。

　金子さんは、味噌汁を飲みながら答える。

「いえ。普通に盛り上がってはいましたよ。総務課のお姉様方も、結城さん欠席に最初は落ち込んでましたけど、途中からぶりっ子やめて、素で歌って騒いでましたし」

「……金子さん、一応そういう話は、小声で話したほうが身のためかも」

「大丈夫ですよー。周り確認済みですから。総務課は先輩と私以外は、今仕事中ですし」

『まぁ、金子さんがそう言うなら大丈夫か』と、安あん堵どのため息を落とす。金子さんは一見、いろいろと軽率なように感じるけど、案外しっかりしているから。

　念のためぐるっと見渡してみると、確かに食堂にはほかの総務課の人たちの姿はなかった。

「それに事実ですもん。結城さんの前でだけ猫かぶってたのとか」

「でも、盛り上がったなら問題ないんじゃない？」

「大ありですよー。だって私、いろいろ結城さんに聞きたかったのに、聞けずに終わっちゃいましたもん。一次会は、お姉様方が両脇キープしちゃってたし、『二次会こそ』って気合い入れてたのにー」

「『いろいろ』って、何を聞きたかったの？　あ、敬語しか使わない理由とか？」

「それもありますけど、今まで噂になった女性社員と、本当に付き合ってたのかとか。たくさん恋愛ネタ持ってそうだから、そっち系の話楽しそうじゃないですか。修羅場とか、経験積んでそうだし。あれだけいろんな人と噂になってる人って、そうそういないですもん」

「……まぁ、そうかもね」

　ほかの女性社員と金子さんの、興味のベクトルの違いを感じながら、ご飯を口に入れる。

　うちの会社は遅めに休憩をとる人が多いから、十二時を回ったばかりの食堂は、まだ半分くらいの席が空いていた。

　あまり混み合った中で食べるのは好きじゃないので、私は大抵この時間を狙って昼休みをとっている。

「なのに逃げられちゃって、もう落ち込むしかないじゃないですかー」

　ため息をついた金子さんが、かれいの煮付けを箸でつつく。

「でも、途中で抜けてどこ行っちゃったんだろう……」

「さぁ……」とだけ答えると、金子さんは少し黙ったあと、ぐるっと私のほうを向いた。好奇心旺盛な瞳がキラキラしている。

「そういえば、先輩も一次会で帰ってましたよね!?　結城さん、見かけたりしませんでした？」

「えっ……いや、私はそのまま帰っただけだし」

「……もしかして結城さん、先輩と一緒でした？」

「なんで？　そんなわけないじゃない」

『なんでこの子、こんなに鋭いの？』と内心ハラハラしながら、目を逸らす。じっと観察してくる金子さんに、バレるんじゃないかとドキドキしながら、ご飯を無理やり口に詰め込む。

　その間も金子さんの視線は私に止まったままで……眉を寄せ、目を合わせた。

「……何？　金子さん。見られてると食べにくいんだけど」

　金子さんの目力に耐え切れずにそう言うと、金子さんはなおも私をじっと見つめてから呟いた。

「なんか先輩と結城さんって、結構お似合いかもーとか思って」

「……は？」

「もともと、先輩は佐々山課長みたいな落ち着いた人とお似合いかな、って思ってたんです。でも、案外、結城さんとも――」

「失礼でしょ、課長にも結城さんにも」

　佐々山課長の名前が出てきて、嫌なドキドキが増す。

　ダメだこの子……本当にそっち方面のアンテナが優秀すぎる。

　早いとこ、この話題を終えようと思って強めに言ったのに、金子さんの口は止まる気配がない。

「結城さんって、派手な感じの美人とばっかり噂になってるけど、そういうのってビジュアル的にどうなんだろうな、って思ってたんですよね。なんかこう、結城さんは素じゃないですか。天然美形。なのに女側が作りすぎてるっていうか」

　顔をしかめる私に、金子さんの力説は続く。

「その点、先輩は全然気取ってないけど可愛らしいし、男に媚こびてもいないから、しっくりくるっていうか、お似合いかもーって」

「似合うわけないじゃない。結城さんの隣に並ぶ人なんて、相当な美人じゃなくちゃ、周りが認めないでしょ」

「周りが認めるかどうかなんて、関係ないと思いますけど」

　言ったのは、金子さんじゃない。

　後ろから発せられた、聞き覚えのある男性の声に、悪い予感しかしなくて振り向けない。

　声の主は、テーブルを回り込んで、私たちの正面に座った。

　隣の金子さんは当然のごとく興奮しているし、周りにいる女性社員だって、彼がなんでここに座るのか、不思議そうにしている。

　もう……こういうのやめてほしい。ただでさえ、こっちは冷静な態度なんてとれそうにないんだから。……先週のキスのせいで。

「結城さんっ、どうしたんですか!?」

「俺も昼休みで……」

「そうじゃなくて！　『なんでそこに座ったのか』って意味です。いつもは企画課の人と食べてるのに」

　身を乗り出して聞く金子さんに、結城さんは「ああ」と笑う。

「俺の名前が聞こえてきたから気になって。……高橋さんも、してましたよね、俺の話」

　興奮状態で聞く金子さんに、結城さんは落ち着いた様子で答えて、私に話を振る。

　彼がこっちを見ているのはわかっていたけれど、目を伏せたまま首を傾げた。

「いえ、私より、この金子さんのほうが結城さんに興味津々みたいで、さっきからずっと結城さんの話をしてて。ね、金子さん」

　矛先を向けると、金子さんは笑顔でそれを受け取った。

「そうなんですよー。結城さんと話してみたかったのに、結城さん、先週、二次会に行く途中でどっかに消えちゃうからー」

「ああ、すみません。急用を思い出したので。一応出席とは言ったんですが、カラオケについてから人数、数え直すだろうし、問題ないと思ってそのまま抜けたんです」

「そうなんですかー。まぁ、来ても総務課のお姉様方の餌え食じきになるだけでしたしね。結城さん、一次会の時うんざりした顔してましたよー」

　そんなことを笑顔でハキハキと言う金子さんに、結城さんは、「バレてましたか」と笑って返す。

　平気でそんなことを言う金子さんにも呆れを通り越して感心するけど、それに乗っかる結城さんもすごいと思う。

　図太い印象だけど、『まぁ、そういうのが許されるキャラなんだろう』と考えていると、結城さんに「高橋さん」と名前を呼ばれた。

「あ、はい」

「ずっと俺の蕎そ麦ば見てますけど、食べたいなら今のうちにどうぞ」

「え……」

　キョトンとしてからハッとする。

　ただぼんやりしていただけだったけれど、そういえば見ていたかもしれない。

「あ、すみません。ちょっとぼーっとしてただけで、結城さんのたぬき……きつね蕎麦？を狙ってたわけではないんです。……ところでそれ、何蕎麦ですか？」

　よく見てみると、結城さんの食べている蕎麦の上には、油揚げやかき揚げのみならず、えび天まで乗っている。

『こんな豪華な蕎麦、メニューにあったっけ？』と思いながら見ていると、隣の金子さんも、「なんですかそれー！」と声をあげた。

「頼んだのは、たぬき蕎麦なんですけど、おばさんが親切で乗っけてくれたんです」

「えっ、私一度もそんな親切受けたことないんですけどー。先輩は？」

「私もない……っていうか、ほとんどの社員がないんじゃない？　結城さん、きっとおばさんのお気に入りなんじゃないですか」

「えー、ズルいー」

　口を尖らせる金子さんの気持ちはわかる。こんな、えこひいきみたいなこと、通常ならあり得ないし。

「まぁ……でも、ほら、おばさんだって、ちょっとした出来心なんだろうし」

　そう宥なだめると、金子さんが不貞腐れたように、「はぁ」とため息をつく。

「わかりますけどね、結城さんにおまけしたくなる気持ちは。やっぱり世の中、顔ですねー。顔とお金」

　そんなことをぶつぶつ言いながら、食後のお茶を飲む金子さんに、「そうだね」と返事をして、私もお茶を口に運ぶ。それから、「お先に」と席を立った。

　金子さんは明るいトーンで、平気で周りに聞かれちゃマズいようなことを言いだすし、これ以上一緒にいて、新たな社内ネタを振られるのは怖かった。

　それに何より、結城さんが目の前に座ったりするから、周りからの視線が痛かったし。結城さんにとっては気にもならないんだろうけど、私は注目を集めるような人間じゃないから、あんなのは落ち着かない。

　それにしても、結城さんはなんで……私を特別に見るんだろう。

　つい最近までは、『ただの興味本位だろう』と思っていた。なびかないのが楽しいだけなんだろうなって。

　だけど、一緒に過ごす時間が長くなるほど、もしかしたら本当に私のこと……みたいに思えてきて。結城さんの笑顔や優しさは全部、私だけに特別に向けられたものなんじゃ……なんて感じ始めた。

　そう思ってしまうのは、ここ最近、よく一緒にいるからっていうのも、もちろんあるけれど……九割方は金曜日のキスのせいだ。

　結城さんがあんな、うっかり勘違いしちゃいそうなキスをしてくるから悪い。あんな、気持ちがこもっているようなキスをされたら、意識するのは当たり前だ。

　思い出しただけで顔が熱を持って、その場に頭を抱えてしゃがみ込みたくなる。だけどここは社内で、そんなわけにもいかないから、赤くなった顔を隠すようにうつむいて、ゆっくりと階段に向かった。

「先輩、待ってくださいよー」

　エレベーターホールを通り過ぎようとしていた時、後ろから金子さんが駆け寄ってきた。どうやら、金子さんもすぐに席を立ったらしい。

　こんなところで、社内の噂話を大声で話されたらどうしよう。

　不安になっていると、金子さんがわくわくした様子で言う。

「結城さん、先輩のこと、ちょっと気にしてるんじゃないですか？　ずっと先輩のこと見てたし」

「……そんなわけないでしょ」

　変な噂話よりマズい話題に、目を逸らしながら言う。

　この子、本当に人のことよく見てて怖い。

「いやいや、そんなことありますよ、絶対。ね、先輩って『彼氏いない』って言ってましたよね？」

「……そうだけど」

「なら、ちょっと狙ってみたらどうですか？　結城さん。うまくいくと思うんですけど」

　金子さんの勢いに、「だから、そんなわけないでしょ」と、不満が伝わるように言ったのに。そんなの聞いてもいない様子で、金子さんがはしゃいだ声を出す。

「あ、結城さん、こっち来ますよ！」

　食堂のほうを見ると、確かに結城さんがこちらに向かって、歩いてくるところだった。

『もっとゆっくり食べればいいのに』と心底思う。これじゃ、急いで食堂から逃げ出した意味がない。

「企画課戻るんですか？　上を押せばいいですか？」

　金子さんが聞くと、エレベーターホールまで来た結城さんが、笑顔で「お願いします」と答える。

　その様子をぼんやり見ていると、結城さんがこちらに視線を向けたから、慌てて頭をぐるっと回した。

『なんで思いっ切り目を逸らすんですか？』とでも言いたそうに結城さんが見ているのは、視界の隅でなんとなくわかったけれど、気づかないフリをする。

　痛い視線に突き刺され、負けそうになっていた時、金子さんの救いの声が聞こえた。

「あ、着きましたよ、エレベーター」

「あ、私は階段だから、ここで――」

「奥どうぞー」

「だから……っ、金子さん!?」

　階段で行く、って言ってるのに。

　金子さんに、エレベーターにぐいぐい押し込まれて、顔をしかめる。

　私がエレベーターを使わない理由を金子さんは知らないから、イタズラ心でそうしたんだろうっていうのはわかる。だけど、今の状態で結城さんとふたりっきりになるなんて無理だ……。

　バッと振り向くと、金子さんはニッコリ笑っていた。

　エレベーターの外で――。

「せっかくですし、ふたりで話してみてもいいんじゃないですか？　ね、先輩」

　ああ、そういえば金子さん、さっきからやたらと私と結城さんをどうにかしたがってたな……。

　そんなことを思い出しても、今さらだ。エレベーターのドアは閉まり始めていて、金子さんの姿は見えなくなろうとしているのだから。

　エレベーターのボタンのそばには結城さんがいて、〝開〟のボタンが押せない。

　それでも非難の意味を込めて、もう一度金子さんの名前を呼んだけれど……その声は閉まり切った扉にぶつかって、金子さんに届くことはなかった。










「キスした理由が知りたいですか？」




「俺に何か話があるんですか？」

　壁に背中を預けながら、挑発するように聞いてくる彼から、目を逸らした。

　エレベーター内は、フロアと同じ蛍光灯で照らされている。

　慣れない空間と結城さんのダブル攻撃に、そわそわしながら答えた。

「ありません」

「じゃあ、今週に入ってから、俺を避けてた理由だけでも教えてもらえませんか？」

　確かに避けていたけど、こんな風に聞かれるのは意外だった。

　あからさまだったかもしれないけれど、今まで私がどんな態度をとろうと、結城さんは気にした様子がなかったから。

「私は……結城さんみたいに、強きょう靭じんな心臓の持ち主じゃないからです」

　ボソボソ言うと、すぐに「俺も強靭ってわけじゃないですよ」なんてセリフが返ってくるから、眉を寄せた。

「絶対、強靭ですよ。……あんなことしておいて、平気な顔で相席してくるなんて。心臓、鋼はがねでできてるんじゃないですか」

　私が言い切るや否や、エレベーター内の蛍光灯が消えて、小さな衝撃を感じた。

　音にすれば、ガコンッて感じの、よく漫画とかドラマでエレベーターが止まる時みたいな、そんな音が……。

　あれ、これ、もしかして……？

　嫌な予感に顔を曇らせると、非常用のオレンジ色の薄暗い照明が、エレベーター内を照らす。

「これ、まさか止まってますか……？」

「みたいですね」

　私が天井を見ながら言うと、返事をした結城さんが、〝非常電話〟と書かれた赤いボタンを押す。

　すると、すぐに向こう側から声が聞こえてきた。

『どうしましたか？』

「急に止まってしまったので、復旧お願いします。女性も乗り合わせていますので、なるべく早く」

　てきぱき話す結城さんの横顔を、『冷静だな』なんて思いながら眺める。

　原因がわかり次第、すぐに対処してくれるらしく、遅くても三十分以内には復旧できるんじゃないかと話してくれた。

「三十分……って長いですよね」

『さっき、食堂にいた時間よりも長いのか……』と思うと、結城さんは明るい声で言う。

「話してれば、あっという間ですよ。心配しなくても、落ちたりしないから大丈夫です」

「怖いこと言わないでください。それに、私、別にそんな心配なんて……」

「顔が真っ青ですよ」

　指摘されて、両手で頬を覆った。

　結城さんと一緒に乗り込まされたせいで、意識がそっちにとられていたけれど、エレベーターへの恐怖心を忘れていたわけじゃない。そこに、さっきのガコンッで追い打ちをかけられた。そりゃあ青ざめもする。

　なんで今日に限って乗っちゃったんだろう……。っていうか、止めたのって金子さんなんじゃ……。どうしよう、あの子本当に怖い。

「エレベーター、苦手なんですか？」

　横にある壁に肩をつけ、体重をかけていると、そう聞かれる。

　非常灯のオレンジ色が、エレベーター内を心もとなく照らす。

「……本当に少しだけですけど。子供の頃、一度閉じ込められたことがあって……それから閉塞感のある場所が嫌いになりました」

　軽くため息をつきながら言うと、結城さんは少し黙ったあと、床に腰を下ろした。

「座ってたほうが落ち着きますよ」

「……そうですね」

「あ、でも高橋さんは直に座らないほうがいいですよ」

　結城さんが「はい」と空中で広げてくれたのは、ハンカチだった。

「そんなの悪いですし、別に直に座って困るような、高いスカートじゃないですから」

　そう断った私に、結城さんは「いいですから」と少し強引にハンカチを敷いた。

「え、そこ……ですか？」

「何か問題でも？」

「……問題しかないですけど」

　結城さんがハンカチを敷いたのは、結城さんの両足の間だ。

「そんなバカップルみたいなこと、できるわけないじゃないですか」と言うと、結城さんは「ここなら、高橋さんが少しは安心できると思ったのに」と笑う。

「後ろから抱きしめられると、安心するとか言うじゃないですか」

　そう言う結城さんに、呆れてため息をついた。

　そんなの恋人相手とかで、しかも結構付き合いが長い場合に限られる。

　ある程度落ち着いた関係にならない限りは、後ろからでも前からでも、くっつかれたら、安心するどころかドキドキしちゃいそうだ。

　少なくとも今の私は、結城さん相手にそんなことしたら心臓が爆発する。

「できれば、隣にしていただいてもいいですか」

「どうぞ」と微笑んだ結城さんが、ハンカチを自分の隣に移動する。

　女性社員の憧れの的である結城さんのハンカチを、お尻で踏んづけるなんて、あとでバチが当たるかもしれない。洗って返すんじゃなくて、買って返すべきだろうか。

　そこに座るのはなんだか恐れ多いけど、せっかくの親切だから素直に受け取ることにした。

　しばらくオレンジ色の明かりを見上げていると、結城さんがこっちを向いた。

「そういえばさっきの話ですけど。『あんなこと』って、キスしたことですか？」

「……ほかにありますか？」

　こんな風に面と向かってそんな話ができる時点で、鋼の心臓なんだってわかってほしい。普通の人は、目を逸らしながらじゃなきゃ、無理なんだって。

「キスしたから、俺を避けてたんですか？」

「だって……どんな顔して会えばいいのか、わからなかったし」

「……もしかして、俺のことを意識してるんですか？」

　驚いたようなトーンで聞かれて、思わず結城さんのほうを見た。

「してるに決まってるじゃないですか！」

　ますます目を丸くするってことは、結城さん的にはあんなキスをしても、私がいつも通りに振る舞えると思ってたんだろうか。

　だとしたら絶対におかしい。どんな感覚してるんだろう。

「感覚の差がどれくらいあるかわからないけど、私は普通に接するなんてできません！」と強く主張する。

「私は結城さんと違って、その辺の人と軽くキスできちゃうようなタイプじゃないんです。特別なものだって考えがあるから、好きな人としかできないし。あんなキスされて……意識しないでいられるわけないじゃないですか……」

　勢いよく話しだしたはいいけれど、音量は次第に小さくなっていき、最後のほうはボソボソ言っているだけになってしまった。

　じっと見つめられながら、恥ずかしいことをカミングアウトさせられて、もう穴があったら入りたい。でも、こんな密室じゃ、結城さんの視線から逃れる術すべがなくて、いたたまれない。

「なんかひどい誤解されてるけど、俺も、誰でもいいわけじゃないですよ」

　苦笑しながら言う結城さんは、開いた足を立てて座っていて、左右の膝に、肘を乗せていた。

　目を伏せ、微笑んでいる横顔に言う。

「でも……あんなにいろんな人と噂になってるじゃないですか。あ、美人だったら誰でもいいってことですか？」

「いや、そういうわけでもないです。あー……でも、『〝今は〟誰でもいいわけじゃない』って言い方のほうが正しいかもしれません。前は確かに、あと腐れなさそうで寄ってきてくれる女なら、わりと誰でもって感じでしたから」

　自嘲するような笑みを浮かべた結城さんが、不意打ちのようにこっちに優しい目を向けてくるから、ドキッと胸が高鳴った。

「でも、今は違います。理由が知りたいですか？」

「……知りたくありません」

　意味深に見つめてくる結城さんの視線から逃れようと、目を逸らす。

　結城さんになんでか問われて、「これ以上、意識しちゃったらマズいから」と答えたら、笑われた。

　だって、このままだと、私はきっと結城さんのことを……。

　そんな私の気持ちをわかってか、彼はふっと口元を緩めて私の顔に触れ、自分と向き合わせた。頬に触れた手が、私よりも熱い。

　間近に迫った結城さんに、心臓が『これ以上速いテンポは刻めない』と悲鳴をあげそうになった。

　……誰か、助けて。

「もっと俺のことを意識して、好きになってください」

　返事ができずに黙ったままでいる私を、結城さんが抱き寄せる。

　そして、間もなく唇が塞がれた。

　こんな、誰から見てもカッコいい人に言い寄られて、甘い言葉をささやかれて、溶けだしそうなほどに、甘くて濃厚なキスをされて……。

　揺れない女がいるのか、教えてほしい。










「嫌いじゃないです。結城さんのこと」




　エレベーターに閉じ込められてから二週間――。

　最近、不意に誰かの視線を感じることがある。それは仕事中だったり、ランチ中だったりと、しばしばだ。

　どうも気になって、意識して周りを見るようにしたところ、視線の主が企画課の紅一点、山やま川かわ美み枝えさんだって気づいた。

　長く伸びた黒髪を、真ん中で分けて下ろしている山川さんは、顔立ちがキリッと整っていて美人だ。挨拶くらいしか交わしたことがないけれど、いつも仕事をバリバリしていて、油断なんて言葉はどこにも見当たらない。

　そんな山川さんに、なんで見られているんだろう。しかも、睨むような目で。

　接点がまるでないから理由を思いつかないけど、唯一あるとすれば、結城さんが先日無理やり相席してきたランチくらい……そう思ってからハッとした。

　そういえば、結城さんが最後に噂になった相手って、山川さんだった気がする。

　でも、彼女は『美人でサバサバしているから、人気がある』って金子さんが言っていたし、男関係で睨みつけてくるような人じゃなさそうだけど……。

　もしも、見られている理由が、最近結城さんと仲良くしてるからだとすると、よっぽどひどい別れ方でもしたのだろうか。




「ああ、確かに少しの間、付き合ってはいました」

　相変わらず週に一回から三回は結城さんと一緒に夕飯を食べている。最近ではもうそれが自然になってきた。

　大体、結城さんから誘いのメールが来て、私がそれに従う感じだ。

　もともと、この変な関係は『佐々山課長との関係をバラされたくなければ』って、結城さんに脅されて始まったものだけど、実はもう、そんな脅しは私の中では関係なくなってきている。

　佐々山課長との思い出が詰まった部屋に帰りたくないっていう気持ちだって、徐々に薄れつつある。結城さんと関わってから、なんだか忙しくて、気が紛れているのかもしれない。

『吹っ切れた』……とは言いにくいし、一歩踏み出せたわけでもないけれど、以前みたいに、深い悲しみに囚とらわれることはなくなった。

　それに、結城さんが本気で私と課長との関係を言い触らそうとしているとは思えない。

　なのに、結城さんの誘いを断ろうとしないのは……ただ単に彼と過ごす時間が嫌じゃないから。そんなこと、口には絶対に出せないけれど。

　今日はダイニングバーの個室での食事だった。

　佐々山課長の結婚祝いをする店の候補として、結城さんが探してくれたうちのひとつだ。実際に使った店に劣らず、静かでいい雰囲気。

　個室の真ん中にテーブルがあって、その左右にふわっとした座り心地の椅子が二脚ずつ。壁にふたつ取りつけられた四角い照明が、柔らかい明かりでテーブルを照らしていた。

　テーブルに並ぶのは、トマトサラダや揚げ出し豆腐、野菜の肉巻き、エビチリ、焼きおにぎり、お好み焼き。運ばれてきた時には食べ切れるかな、と不安になったけれど、すでに半分がなくなっていた。

　やっぱり男の人だからか、結城さんは細いのにパクパク食べるから、見ていて気持ちがいい。

　ふたりとも、お酒は入っていない。結城さんには勧めたけれど、『今日はいい』と言っていた。飲めるけれど、そこまで好きというわけではないらしい。

「付き合っていたのは、一週間くらいですけどね」

「え、一週間……？」

　あまりの短さに思わず聞き返すと、結城さんが苦笑いを浮かべる。

「最初は評判通り、さっぱりしてて接しやすかったんですけどね。付き合い始めた途端、『電話した時、誰と一緒だったんだ』とかいろいろ言ってくるようになって」

「……それで別れたんですか」

「本気じゃなかったんですよ。高橋さんには軽蔑されるだろうけど、完全に遊びというか、アクセサリー感覚だったんです」

　静かに語る結城さんには、いつもの明るさはなく、少し陰があるように見えた。

　そんな彼を眺めているうちに、金子さんがいつか言っていたことを思い出す。

「結城さんって、誰にでも敬語なんですよね？　理由とかってあるんですか？」

　結城さんは真顔で少し黙ったあと、わざとからかうような笑顔を作り、サラダに手を伸ばす。

「俺に興味が湧いてきたってこと？」

　それは少し前、否定した質問だった。

　でも、今は……。

「興味、あります。結城さんのこと」

　そう言った私を見て、結城さんの瞳が大きく開かれて揺れた。

『まさか』とでも言いたそうな顔をされて意外だった。『意識してる』って話もしたし、洞察力が鋭いはずだから。

「なんでびっくりしてるんですか？　『意識してください』って言ったのは、結城さんじゃないですか」

　揚げ出し豆腐を箸でひと口サイズに分けながら、首を傾げる。

　結城さんは「いや……」となおも意外そうに声を漏らしたあと、答える。

「そうですけど……高橋さんがそんなあっさり認めるとは思ってなかったので」

「私は気持ちをごまかしたりするのあまり得意じゃないから、すぐ言葉にしちゃうんです」

「でも、佐々山課長と話していた時は、言いたいことを全部我慢してましたよね？」

　彼が言っているのは、佐々山課長の結婚祝いの席でのことだ。謝る課長に、私は突き放す言葉だけを伝えた。

「あれは……だって、素直な気持ちなんて言ったら、課長が困るのがわかってたから。すぐ言葉にするといっても、周りの状況に応じてですよ。一応、人並みには空気読めてるつもりなので」

　あの時、感情をむき出しにしても、課長が困るのは目に見えていたし、誰も幸せにならないってわかっていたからだ。

　困らせるとか、そんなの関係なしに手を伸ばしたかったけれど……離れていってほしくなんて、なかったけれど。

「本当は、フラれてからずっと課長に本音をぶつけたかったんです。だってあまりに急だったから、私まだ何も言えてなくて……。結婚のお祝いも、恨み言も」

　課長とのことが消化不良を起こしているせいで、私の心の時間は、まだ止まったままだ。

『結婚おめでとうございます』って言葉や、軽い嫌味でも笑って言えるようになって初めて、本当に歩きだせるのかもしれない。

　結城さんは、空になったお皿をテーブルの端に寄せてくれながら、ニコリとする。

「今はリハビリ中ってところですか」

「そんなところです」

「誰かが横で支えたら、もっと早く歩けるようになるんじゃないですか？」

「……例えば、結城さんがってことですか？」

　ふっと笑うと、結城さんは柔らかく顔をほころばせ、私の言葉を「はい」と肯定した。

「結城さんに私を支えるだけの体力があるなら、考えておきます」

　結城さんはハハッと笑う。

「着やせするみたいで細く見られることが多いんですけど、これでも毎日筋トレしてるし、力はあると思いますよ。高橋さんがリハビリをなまけて、二倍の大きさにならない限りはどうにかします」

「二倍って……許容範囲が広すぎませんか」

　呆れて言うと「高橋さんに限ってですけどね」と、サラリと言われ、一瞬、言葉が詰まった。

　今まではこういう風に言われてもスルーしてきたけれど、なんとなく聞き流せなくて、顔に熱がこもっていくのを感じる。

「それより、敬語の理由、教えてくれないんですか」

　結城さんの冗談みたいな発言に照れているのをごまかしたくて、慌てて話題を変える。

　結城さんは「ああ」と、今思い出したような顔をしてから、困り顔で笑った。

「別にたいした理由じゃないですよ。大学生の時、同じサークルに大人しい女の先輩がいたんです。テニスサークルで、ほかのヤツらはわりと騒がしいタイプが多かったから、彼女はよく目立ってました」

　結城さんは、テーブルの上にあるコーヒーを眺めながら話す。

「その人、ひとりでいることが多かったから、なんとなく気になって話しかけたりしているうちに、向こうからも普通に話しかけてくれるようになったんです。せっかく同じサークルにいるんだし、俺が橋渡しになってほかのヤツらとも仲良くなれればって、そう思ってたんですけど……向こうは違ってたみたいで」

「どう違ってたんですか？」

　聞くと、結城さんは視線を上げ、わずかに眉を寄せる。

「俺、その頃は今みたいに敬語を使ってなくて、その先輩ともだいぶ打ち解けてからは、ずっとタメ口でした。それが、先輩にとっては、俺が彼女を特別に想ってるように感じられたみたいで」

「でも、ほかの仲いい先輩にも、タメ口だったんですよね？」

　敬語がなくなっただけで、そんな思い込みをするだろうか。

　結城さんは目を伏せて苦笑いをこぼした。

「周りにとっては普通でも、彼女にとっては違ったみたいですね。その先輩、サークルだけじゃなくて、大学生活自体に溶け込んでいなかったみたいで、ほかの場でもひとりでいたらしいんです。それを俺が何も知らずに仲良くしたりしたから、過剰に反応して……」

　最初は、『そんなことくらいで、特別扱いされてると思い込むなんて』と驚いたけれど、説明されているうちに、なんとなくわかるような気がしてしまった。

　周りとなかなか打ち解けられずに、ずっと寂しさや物足りなさを抱えていた時に、結城さんみたいな明るくて優しい人に話しかけられたら……。しかも、気にかけてもらえたら。

　孤独から救い出してくれる王子様みたいに、思えてしまうかもしれない。

「ほかの子と話している時に、その先輩が急に俺たちの前に来て、『大智は私のものなんだから気安く話さないで』って、すごい剣幕で怒ったんです」

　結城さんは、コーヒーに視線を落としながら、ポツリポツリと話す。

　その視線はコーヒーではなく、どこか遠くを眺めているようだった。

「その時から『なんかおかしい』と思い始めて、決定打はその翌日でした。『自分以外の女と、目を合わせたりしないでほしい』って言われて。彼女が勘違いしてるってわかってすぐに、『俺と先輩の関係は友達であって、それ以上にはならない』って話をしたら、大泣きされました」

　結城さんは、当時のことを思い出したのか、軽くため息をつく。口元は微笑んでいたけれど、眉間にはわずかにシワが寄っていた。

「最初のうちは静かに泣いていたんですけど、次第に『なんで』ってすがるように声をあげだして……。結構いろんな女と遊んできたけど、あんな風に泣く人は初めてだったんです。〝心の叫び〟っていうか……見ているこっちまで心臓が痛くなるような、そんな感じでした」

「それがトラウマで……敬語しか使わなくなったってことですか？」

　静かに聞くと、結城さんが顔を上げる。その顔にはつらさみたいなものが滲にじんで見えた。

　わずかに目元を歪めた結城さんが、私を見て言う。

「そんなの関係ないってわかってるんです。本当に問題なのは、俺の性格だとかそういうものであって、言葉遣いなんて変えたところでなんにもならない。わかってはいるんですけどね。それでも、なんとなく。相手に対して距離をとってるっていう、意思表示かもしれません」

　一概に言えることじゃないけれど……仲良くなれば、自然とタメ口になるものだ。だから敬語を使っている限り、『これ以上近づく気はない』っていう線引きにはなるかもしれない。特に、結城さんに好意を持っている女の人に対しては。

「あ、だから結城さんと噂になる人って、みんな派手な人ばっかりなんですか？」

　遊んでいて恋愛経験が豊富な人だったら、変な勘違いもされなそうだ。

　そう思って聞くと、結城さんは「まぁ、〝結果的に〟ってだけですけどね」と笑う。

「俺以外にも自分の世界がある女なら、俺に依存することもないだろうし、って選んでたら、そうなってました」

「なんか……遊ぶのも大変なんですね」

　適当につまみ食いしているのかと思っていたけれど、そうでもないらしい。いろいろ考えて吟味しないと遊ぶこともできないのなら、普通に恋愛しちゃったほうが楽そうなのに。

　素直な感想を言った私を、結城さんが笑う。

「もしかしてバカにしてますか？」

「いえ、率直な感想です。私が考えるより、ずっとちゃんと考えてるんだなって」

「いや、結局は自業自得なんですけどね。真面目に恋愛していないのが悪いんだろうし」

「まぁ、それは本当にそうですけど」

「容赦ないですね」

　苦笑いを浮かべる結城さんに、胸が小さく締めつけられる。

　本当の恋に怯えながら、楽な恋愛を繰り返すなんて、とてもじゃないけど理解できない。最低だとも思う。

　……なのに。

　結城さんのことは悪く思えないから不思議だ。これが特別な気持ちなのかはわからない。

　でも過去の一ページでついた傷口を、まだ塞げずにいる結城さんは、嫌いじゃない。










「やましいことなんて、ないんでしょう？」




　社員の始業時間は八時二十分。私は大体、余裕を見て八時に会社に着くようにしている。

　今日も、いつも通りの時間に出勤し、いつも通り仕事を始めようとして……いつもとは違うあることに気づいた。

　周りからの視線だ。

　一瞬、『山川さんかな？』と思ったけれど……それとは少し違う。顔を上げると、フロアのあちこちから好奇の視線が私に向けられていた。

『どうしたんだろう』と訝いぶかりながら、居心地の悪さを感じていると、フロアに入ってきた金子さんが、私を見るなり駆け寄ってきた。そして発声ひと言目から、恐ろしいことを言いだす。

「さっき噂で聞いたんですけど、先輩と佐々山課長がつい最近までできてたって本当ですかー？」

　反射的にびくっと肩が揺れた。

　それは、佐々山課長と付き合っている間、『聞かれたらどうしよう』って何度も思っていたことだったから。

　幸い、これまで誰からも聞かれなかったのに……なんで今さら、と眉を寄せる。

「なんて。嘘なのはわかってますけどねー」

　明るく言う金子さんを、ゆっくりと見上げた。

「……そんな噂が流れてるの？　だからこの視線？」

　焦りから速度を上げた鼓動を感じながらも、平静を装って聞くと、金子さんは「そうだと思いますよー」とケロッとした声で言った。

「なんかすごい勢いで広まってるっぽいですもん。誰かがわざと言い触らしてるんじゃないかってくらい、それぞれの課にまんべんなく。ここに来るまでに、エレベーターで秘書課とか庶務課の同期と一緒になったんですけど、みんな知ってるみたいでしたよ」

「そんなに行き渡ってるの……？」

　想像以上の広まり具合に、内心ドキドキしながらも、どう対応すればいいのか考える。

　なんといっても、時期がマズい。課長の結婚が発覚してから、まだ一ヵ月しか経っていないのに、私との噂なんて……。

　そもそも、誰がこんな噂を流したんだろう。

　付き合っている間も、社内ではほとんど私語を交わさなかったし、休日会うのだって、お互いの部屋か遠出するのがいつものパターンだった。悪いことはしていないけど、課長の立場もあるからって、ふたりで気をつけていたのに……。

　そんなことを動揺する頭で考えていた時、フロアに入ってきた結城さんの姿に気づいた。

　一瞬、『もしかしたら結城さんが……』なんてことも思ったけれど、『まさか』とため息をついて頭を振る。

　課長とのことを話したのは、結城さんだけだ。

　だけど、バラしたのは彼じゃない。今まで接してきた中で、彼がそんな人じゃないのはわかっている。

　でも、じゃあ誰なんだろう。課長が誰かに相談して、そこから漏れたとか……。

「なんか……すみません」

　しばらく考え込んでいると、金子さんがそう言って頭を下げた。突然の謝罪に戸惑っていると、金子さんが申し訳なさそうに表情を崩して言う。

「先輩黙っちゃったから、そんなにショックだったのかなって思って……。私、噂とか好きだから、身近な人が騒がれてると思ってテンション上がっちゃって。呑気にはしゃいじゃいましたけど、嫌ですもんね、社内に噂が広がっちゃうなんて」

「あ……ううん。そんな噂、嘘だし、金子さんのせいじゃないから気にしないで。ただ……課長に迷惑がかかると嫌だな、って思ってただけだから」

　そう言って笑うと、金子さんは目を見開いた。

「先輩、課長の心配してたんですか？」

「え……あ、うん。だって結婚するっていうのに、変な噂が流れちゃったらマズいし。だから、もし話している人がいたら、デマだって否定してくれる？　なんか、当事者の私が言っても、余計に加熱しそうだし」

　絶対、逆効果だろう。過剰反応なんてしたら、なおさら事実だって捉えられてしまいそうだ。

「わかりました！　私も課長にはお世話になってますし、何より先輩には社内で一番、面倒見てもらってますから恩返ししますよー」

　私の言葉を素直に聞き入れ、意気込む金子さんに、「お願いね」と笑顔を作る。

　それから、とりあえず仕事を始めようとパソコンを立ち上げた直後、フロア内がざわついた。

　振り向けば、課長が出社してきたところで……何も知らない様子の彼は、集まってくる視線に気づいて、不思議そうにしながらこちらに歩いてくる。

　どうしよう。噂が耳に入ったら、課長も『デマだ』って言うだろうけど……。

　企画課の辺りを歩く課長を眺めていると、急に結城さんが視界に入ってきた。

　彼は私にチラッと視線を移して……それから、課長に話しかけた。

「おはようございます。噂、すごいですね」

　開口一番、そんなことを言った結城さんに、課長が「噂？」と怪訝な顔をする。やっぱり、噂のことはまだ知らないみたいだ。

「佐々山課長と高橋さんが、最近まで付き合ってたっていう噂、まだ聞いてませんか？」

　課長の顔にゆっくりと驚きが広がり……そして、真面目な表情になる。

　さっき、金子さんから聞いた時、きっと私も同じような顔をしていたんだろう。

　課長は少ししてから、静かに聞く。

「聞いていないが……そんな噂が流れているのか？」

「すごいですよ。誰かが意図的に流してるんじゃないかってくらい、広まってます。困りますよね。デマなんでしょう？」

　強く言い切るように聞いた結城さんに、課長は押されぎみに「ああ」とだけ頷く。

　ほかの社員は結城さんと課長の会話に耳を澄ませているのか、フロアは静まり返っていた。

　そんな中、結城さんが言う。

「俺も結構、あることないこと言い広められるから、気持ちわかります。優しくて部下にも信頼の厚い佐々山課長が、ふた股なんてするはずがないのに……噂流したヤツもバカですね」

　笑顔の結城さんの言葉に、課長は頷くことも否定することもできずに、黙ったままだった。

　それは、結城さんの言い方や表情のせいかもしれない。

　言葉自体は課長を庇っているように思えるけど、言い方は少し挑発的に……棘とげのあるように感じられた。

　もっともそれは、実際に課長がふた股をしていたと、知っているからだろうか。だとすれば、棘を感じたのは、私と課長だけだ。

　それでも周りの反応が気になって、隣に立つ金子さんを見ると、彼女は「本当にそうですよねー」と結城さんのセリフを言葉通り受け取っていた。周りの社員も金子さんと同じような反応で。

「誰が流したんだか知らないけど、暇なんだなぁ」って呆れ笑いが聞こえてきて、ホッと胸を撫で下ろす。

「とにかく、気にする必要ないですよ。何もやましいことがないんですから」

　そう言った結城さんが、そのまま課長の横を通り過ぎる。

　フロアから出るみたいだけど……いつもの結城さんらしくないように思えて、その後ろ姿を目で追った。

　今のは、ただ単に噂がデマだってことを、みんなに広めるための行動だろうか。それとも……そう見せかけて、課長を責めてたの？

　結城さんが私と課長の関係を知っていることを、課長は知らない。それでも、実際は、やましいことがあったのだから、あんな風に言われたら、気にしないなんてことはないはずだ。

　結城さんがフロアから出ていったあとも、しばらく出口を見つめていたけれど……。

　不意に視線を感じて振り返ると、いつの間にか自分のデスクまで来ていた課長が、私を見ていた。

　社内だから、感情を表に出さないようにしているんだろうけど、課長が動揺しているのは充分わかる。

　でも、こうして目を合わせていても仕方ない。何か言いたそうな瞳から目を逸らし、パソコンに視線を戻して……息を呑む。

　私、今……課長よりも結城さんを目で追ってた。完全に、無意識に。

　そのことに気づいて、驚きを隠せなかった。

　どうしたんだろう、私。

　課長の存在が私の中で小さくなってきているのかもしれない……と考えてからハッとする。

　そうじゃなくて、もしかしたら、結城さんの存在が大きくなった……？

　どちらにしても、課長よりも結城さんを優先させたのは事実で……。

　結城さんを意識してるっていうのは、自分でもなんとなくわかっていたけど、それを思わぬかたちで実感した。




　朝一番で、『噂はデマだ』って結城さんが広めてくれたのに。

　それは、同じフロアにいる社員にしか伝わっていないようで、用事でほかの階に行くと、すぐに好奇の視線が刺さってきた。

　課長と私はすっかり有名人になってしまったらしい。

　誰がなんのために流したんだかは知らないけど、本当に勘弁してほしい。とっくにフラれてるのに、なんでそんな嫌味な噂を流されなくちゃならないんだろう……そう考えて、『あれっ？』と思う。

　もしかして犯人は、私に嫌がらせするために言い触らしたのかな。私が課長にフラれて傷心ぎみの、このタイミングを見計らって……。

『だとしたら、全部知られてるってこと……？』と、胸がざわざわと不安に駆られていく。

　でも、そんな推理したところで、結局犯人も目的もわからないし、ただ面白半分で吹聴されただけで、深い意味なんてないのかもしれない。

　……とにかく落ち着こう。考えても時間の無駄だと自分に言い聞かせ、ため息を落とす。

　そして視線から逃れようと、さっさとオフィスから去り、ちょうどよく着いたエレベーターに乗り込んだ。

　今までずっとエレベーターを避けてきたけれど、この間結城さんと閉じ込められた時、そこまで怖いとは感じなかった。嫌いだなんて自分で決めつけていただけで、いつの間にか克服できていたようだ。

　そう思い、乗り込んだエレベーターには、企画課の大おお島しまさんが乗っていた。

　確か結城さんよりもいくつか先輩だ。この間、課長の結婚祝いの席で少し話したから覚えている。

　会釈をすると、笑顔で「一日ですごい有名人になってるなー」と言われた。

「本当に勘弁してほしいです……。四階の人たちには、もう誤解が解けたようですけど、ほかの課は誰も否定しないから、広まる一方みたいで」

「そうだよなぁ。わざわざ否定して歩いても、余計怪しいしなぁ。ああ、でも総務の金子さんだっけ？　昼休みにバカデカい声でデマだって話してたけど」

「……そんな大きい声だったんですか？　『誰かが噂してたら、誤解だって言ってほしい』とは伝えたんですけど」

「まぁ、食堂に響き渡るほどのデカさだった」

　金子さんなら充分あり得るだけに、苦笑いを浮かべる。

　あとで、『もう少し声のトーンを抑えてくれると助かる』って言っておこう。それに、お礼も言わないと。

「でも、たった一日で広まるもんだなぁ」

　大島さんが感心したように言うから、「本当ですよね」と頷く。

「誰かが面白がって広めてるんですかね。付き合ってるとかの恋愛ネタって、食いつく人多そうだし」

「そうだよなぁ。企画課も朝、結城と課長が話してるのを聞くまでは、散々盛り上がってたし。みんなどうせデマなんだろうとは思ったうえで、つい楽しんじゃうんだよなぁ。ああ、でも山川は全然乗ってこなかったけど」

「山川さんって、あの美人の方ですよね……」

　結城さんと一週間だけ付き合って別れたっていう。

「そうそう。美人だけど近寄りがたいっていうか、なんかとっつきにくくてあまり話さないけど。今日も朝からずっと険しい顔してるし。女の子はやっぱり愛嬌があったほうがいいよ。いくら可愛くても、あんまりツンツンしてると興味もなくなるし」

「そうですか……。あの、着くの遅くありません？」

　さっきからずいぶん会話をしているのに、一向に四階に着く気配がない。っていうか『動いてないんじゃない？』ってくらい静かすぎる。照明は消えてないし、電源が落ちたわけじゃないと思うけど……。

　大島さんも、「そういえばそうだな」と不思議そうに、天井を眺める。それから、開閉や階数のボタンを数回押して……反応を示さない操作板に「止まってるっぽいな」と眉をひそめた。

「えっ……」

　なんとなく嫌な予感はしていたけれど、大島さんの言葉に、一気に恐怖が襲ってくる。

『また？』『エレベーターって、こんなによく止まるの？』という小さな疑問を、恐怖が徐々に覆っていく。

「あの、早く、非常電話で……」

「怖いの？　顔色が悪いよ。ちょっと待って。すぐ繋がるから大丈夫だよ」

　大島さんが赤い通話ボタンを押すと、すぐに応答があった。

　なんでも、今、社内の別のエレベーターを点検中だそうで、間違えてこちらのエレベーターを止めてしまったらしい。幸いにも、『数分で動かしますから』という返事がもらえた。

　たったの数分だ。結城さんと閉じ込められた時は、結局三十分以上動かなかったうえ、照明だって落ちてたんだから、その時と比べればなんでもない。

　そう思うのに――。

　心臓は言うことを聞かずに、ドクドクと速いリズムを刻み続ける。強く速い鼓動が身体を震わせて、その振動で気持ちが悪くなりそうだった。

「大丈夫だよ。すぐ出られるから」

「はい……」

　心配してくれる大島さんに、愛想笑いすら返せない。出られるまでの数分間、自分の足元をただただ見ていることしかできなかった。










「不意打ちはやめてください」




　数分後、エレベーターから無事に解放された。

　それなのに、今度は安堵からか、情けないことに貧血を起こしてしまって……もう少しで終業時間っていうこともあり、課長から『帰っていい』と言われてしまった。

　課長は噂のことを気にしてくれていたみたいで、私の体調不良は、それが関係していると思っているようだった。

　メンタルから貧血を起こすなんて、そんなにか弱くはない。でも、『違います』と否定したところで無理してると思われるだけだから、素直に帰ることにした。

　定時まで十分程度残しての退社に、気が引けながらも会社を出ると、後ろから「高橋さん」と名前を呼ばれた。

　振り向いた先にいたのは結城さんで、片手にバッグを持っていた。

　営業先から戻ってきたか、これから行くのだろう。

「どうしたんですか？　これから外で仕事ですか？」

　まだ定時前なだけにそう聞くと、結城さんがいたずらっぽく笑う。

「いえ、もう終わって帰るところです」

　結城さんの話によれば、本来ならまだかかっていたはずだった営業先訪問が、予定よりも早く済んでしまったらしい。

「一応、営業先から大島さんに電話して課の様子を聞いたら、今日はみんな、定時そこそこで切り上げられそうとだと言われたので」

「ああ……なるほど」

　十分くらいなら定時前に退社しても、そこまで問題ではないし、大島さんが『いい』って言うならいいんだろう。

　でも、それならどうして会社前まで戻ってきたんだろう。

　サラリーマンの目立つ歩道。

　夕方とも夜とも判断しにくい、オレンジ色と紫が混ざった空の下、路線バスがヘッドライトをつけて走っていく。

「軽蔑しますか？」

　急にそんなことを聞かれて、「何がですか？」と聞き返すと、結城さんはバツが悪そうに言った。

「定時前に帰るなんて、社会人としてあるまじき行為だから。高橋さん、そういうの嫌いそうですし」

「……いえ。普段、結城さんは仕事を一生懸命やっていますし、たった十分ですから。それに、大島さんに確認だってとってるし、社会人としてあるまじき行為ではないかと」

　それを聞いた結城さんが、ホッとしたように柔らかい表情になる。それから、私の持っていたバッグに手をかけた。

「持ちますよ。体調悪いんでしょ？　ついでに送りますから、高橋さんは俺の隣を安全に歩くことだけ考えてください」

『送ってもらわなくて大丈夫です』と言おうとして、ふと疑問に思う。

　会社にいなかった結城さんが、なんで体調のことを知っているんだろう。訪問先から会社に電話した時に、大島さんにでも聞いたのだろうか……。

　そう考えて、もしかして……と思う。

　訪問先での仕事が思ったより早く終わったとしても、わざわざ会社前まで戻る必要はなかったはずだ。

　それなのにここにいる理由は……体調を崩した私を気にしてくれたから？

　結城さんの優しさが嬉しくて、顔がニヤけそうになるのを必死でこらえる。

　だけど、結局我慢できずに笑ってしまうと、結城さんに不思議そうな顔をされてしまう。

「どうかしましたか？」

「いえ。結城さん、優しいなぁと思って」

　結城さんは私の答えに納得がいかないらしく、首を傾げて「それのどこがおかしかったんですか？」と聞く。

「おかしかったんじゃなくて、嬉しかったんです。気にかけてくれたり、心配してくれるのが」

　結城さんに笑みを向けてからゆっくり歩きだすと、結城さんも隣に並ぶ。

　いつもより少し早い時間帯。

　ひとりだけ先に帰ってしまう罪悪感で重かった心が、いつの間にかふわりと軽くなっていた。

「正直に白状すると、私、課長がほかの人を選んだって知った時、自分がまるでこの世界に必要のない人間みたいに思えたんです」

　目を伏せると、太陽ではなく街灯の光でできた自分の影が、地面に映っていた。

　それを眺めながら歩く。

「二年も付き合ってたのに、びっくりするほど簡単にフラれちゃって……。その課長は目の前で嬉しそうに笑ってて。課長は私がいなくても幸せなんだな、って思ったらなんか、『私ってなんだったんだろう』って、マイナスなことばかり考えてました」

『私は課長がいなければ、幸せになんかなれないのに』

『今、こんなにつらいのに』

　そんな恨み言ばかりが心の中で渦巻いて、でも課長を想う気持ちもまだ存在していて。その狭間で、ずっと胸が苦しかった。

　それでも、課長を責め立てることなく済んだのは、多分、結城さんのおかげだ。課長へのいろんな気持ちが収まりつつある今、冷静にそう思う。

「だけど、結城さんがなぜか私にかまってくれたから。悪いほうにばかり考えてしまう時間もくれないくらい、かまってきてくれたから……少しは必要とされてるのかなって、思えるようになったんです」

　一番星が浮かび、空を夜へと変えていく。太陽が残したオレンジ色はもう、だいぶ影を潜めていた。

　さっきよりも、ヘッドライトをつけた車が多くなった気がする。

「結城さんのおかげで私はちゃんと立てていたんだと思います。だから、感謝してます」

　にこやかに言うと、結城さんは予想外だったのか、じっと私を見つめて……それから、おもむろに手を口元へと持っていき、そのまま覆った。

「不意打ちはやめてください」

「別に狙ったわけじゃないですけど……」

　こんな反応が返ってくるとは思っていなかったから、少し意外に感じながら言う。

「いつもはそんなこと絶対に言わないのに。どういう顔したらいいかわからなくて、困るじゃないですか」

「……もしかして照れてますか？」

　結城さんは、「まさか」と言いながらも目を合わせてくれなくて。

　からかっただけだけど、『もしかしたら図星かも』と、正面に回り込んで顔を見てやろうとした時――。

　結城さんが、「それより」と話題を変えた。

「体調が悪いなら、あまりはしゃがないほうがいいですよ」

　明らかな話題変更に、おかしくなりながら答える。

「大丈夫ですよ。ただ、エレベーターに閉じ込められちゃって、それで貧血起こしただけですから」

　説明すると、結城さんがこちらを向く。

　もう照れている様子はなく、真剣な表情だった。

「大島さんに聞きましたけど、数分だったんですよね？」

「はい。三、四分くらいです」

「俺と閉じ込められた時は、三十分以上でしたよね」

　頷いた私に、結城さんは少し不安そうに表情を崩した。

「もしかして、あの時も我慢してたんですか？」

「いえ。……あの時は大丈夫だったんです。なぜか」

「本当に？」

　心配そうに聞かれ、口元を緩めて「はい」と頷く。

『なぜか』なんてズルくごまかしてしまったけれど……あの時、エレベーターの密室が怖くなかった理由を、自分では気づいていた。

　結城さんが一緒だったからだって。

　今日、数分間閉じ込められただけで、あんなにボロボロになったのが何よりの証拠だ。結城さんは、私の中で特別な存在なのかもしれない。

　でも……佐々山課長と別れて、まだ一ヵ月半しか経っていないのに、もう次の恋だなんて……という戸惑いが私の中にはあって。気持ちは傾き切らないでいた。

「あの、貧血ももう治まってますし、大丈夫ですよ。本来なら普通に仕事できたんですけど、課長がちょっと変に気を回して、『帰ったほうがいい』って言いだしただけなので」

　本当に送ってくれる気なのか、私のバッグを持ったまま、隣を歩く結城さんに言う。結構歩いたし、もうすぐアパートが見えてきちゃうし、どうしようと焦っていた。

　送ってもらったことは今までだってあるし問題はないけれど、ここまでしてくれた結城さんをそのまま帰すのは申し訳ない。

　意識しだした結城さんを部屋に上げるのは抵抗があるけど、とりあえず、社交辞令でも部屋に誘ったほうがいいかなと思い、結城さんを見上げる。

　途端、まっすぐな瞳と視線がぶつかって、ドキッとした。

「気を回したって、例の噂の件ですか」

「あ、そうです。課長、噂のせいで私が体調崩したと思ってるみたいで。そこまでか弱くはないんですけどね」

　笑いながら言ってから、朝のことを思い出す。

「そういえば、朝、みんなの前で噂がデマみたいに言ってくれて、ありがとうございました。おかげで四階では、一日で収束してくれて助かりました」

　そういえば、あの時の結城さんは少しおかしく感じたけれど、気のせいだったのだろうか。

　結城さんは「ああ」と思い出したように言って、自嘲するような笑みを浮かべた。

「すみません。暴走しちゃって」

「暴走？」

『何がだろう』と首を傾げる。

「高橋さんと佐々山課長のことは前から知ってたのに、噂を改めて聞くと、佐々山課長のあまりの勝手さに今さらイライラして、つい……」

　バツが悪そうに言われて、『やっぱり……』と納得する。それから、私のために怒ってくれた結城さんに、胸が温かくなっていくのを感じた。

「高橋さんがどれだけつらい思いをしたのかも知らないで、ほかの女と仲良くやってると考えたら……カッとなって、挑発しちゃいました。すみません」

「あ、いえ。周りの社員は挑発してたことになんて、気づいてませんから大丈夫です。課長も、結城さんが私たちの事情を把握してることは知らないので、言葉通り、素直に受け取ったと思いますよ」

　すると、結城さんは苦しそうに顔をしかめて笑う。

「〝私たち〟ですか……」

　私がそう言ったことに、問題があったとは思えない。

　でも、結城さんはそれだけ言って目を伏せ、黙ってしまった。いつもの柔らかい表情や雰囲気が消えているから、どうしていいのかわからなくなる。

　だけど、もう私のアパートの前まで来ていて……ここで話を切るのはどうかとも思いながら、結城さんを呼び止めた。

「あの、家に着いたので」

　立ち止まると、結城さんがアパートを見上げて「前から思ってましたけど、新しそうですね」と呟くように言う。

「新築で入れたので、まだ築三年目くらいなんです。小さめの１ＬＤＫなんで、狭いですけど……あの、お茶淹れますから少し寄っていきますか？」

　一応声をかけると、結城さんは少し黙ったあと、「じゃあ、お言葉に甘えて」と微笑んだ。










「俺の下の名前、知ってますか？」




『あ……しまった』と、結城さんを部屋に上げてから思った。

　課長関係の物を片づけていない。まだ未練があるんだなって同情されるのは嫌だけれど、今慌てて隠したりしたら、ますますそう思われそうだと諦める。

　まぁ、あるとしても写真ぐらいだし。さっさと片づけないのは、別に未練があるからじゃなくて、なんとなくそのままになっていただけなんだけど……。

　リビングに通してテーブル前のソファに座ってもらった途端、結城さんの視線が写真立てに釘付けになった。

　結城さんから見て右側にあるチェスト。その上に飾りっぱなしだった写真を見つめたまま動かない彼に、どうしようと焦る。

　結城さんと私は付き合っているわけじゃないし、彼の好意だって、本気なのかどうか、図りかねているところだ。考えてみれば、その辺の話を結城さんと真面目にしたこともない。

　だから、写真なんて……とも思うのだけど、なんだか気まずい。

「部屋、散らかっていてすみません」

　急いで淹れたコーヒーを持って、結城さんが座っている場所と、写真立ての飾ってあるチェストの間に割り込むように隣に座る。

　すると、ようやく結城さんの視線が写真立てから外れる。

「いえ。すごく可愛らしい部屋ですね」

「ああ、細かい物が多いからですか？」

　胸の高さほどあるチェストの上には、小さい置物もいくつか置いてある。オルゴールだとか可愛い温度計だとか、フェイクの花とか。実用性を重視したら、必要のない物ばかりだ。

　ほかに、リビングにある家具といえば、白いローテーブルとグレーのソファ。いたって普通の部屋だと思う。

「可愛い物、好きなんですね」

「小物が好きで、見るとつい買っちゃうから、たまっちゃって。あ、コーヒーしかなかったんですけど、どうぞ」

　そう言って、コーヒーの入ったマグカップをテーブルに置く。

　結城さんは「いただきます」と手を伸ばすけど、その手は途中で止まった。

『どうしたんだろう』と思っていると、しばらくマグカップを見つめた結城さんが、私に視線を移す。真剣な顔だった。

　この部屋に入る前から気になっていたことだけど……結城さんの様子が少しおかしい。決して、怖いわけじゃないけど、こんなに表情をなくした結城さんは初めてで戸惑う。いつもはよく笑う人だから、余計に。

「高橋さんは、俺をどういうつもりでこの部屋に上げたんですか？」

　真顔で問われて戸惑う。

　答えられずにいると、結城さんが続ける。

「いや、社交辞令でっていうのはわかってるんです。ただ……こんなに課長の存在を感じる部屋を目の当たりにさせて、俺に諦めさせようってことですか？」

　思ってもいなかったことを言われて、慌てて口を開いた。

「そんなつもりじゃないですっ。ただ、本当に『送ってもらったお礼に』って誘っただけで……」

「でも、俺が高橋さんと課長の並んだ写真を見て、どう思うかくらいわかるでしょ」

「写真を飾ってることをすっかり忘れてただけで、別に未練があるわけじゃありません」

　深い意味なんて全くないし、今写真を抜けって言われれば抜けるレベルだ。

　結城さんの表情から明るさを奪ってしまったように感じて、慌ててそう弁解すると、結城さんはわずかに笑った。私が何かおかしなことでも言ったかのように。

「なんで俺にそんなに言い訳してるんですか。別に付き合ってるわけでもないし、俺に勘違いされたままでも問題ないのに」

　確かに……その通りだ。必死に言い訳する必要なんてない。極端な話、私がまだ課長を好きなままでも、なんの問題もない。

　……だけど、と結城さんを見つめて言う。

「でも、結城さんに誤解されたくなかったんです。なんでかって聞かれたら……まだ、はっきりとは答えられませんけど」

　正直な気持ちを打ち明けると、結城さんは私をじっと見つめて……それからふっと顔をほころばせた。

　その笑みが、今まで見たどの表情よりも柔らかかったから、言葉を失ってしまう。

　見とれるっていうのは、こういうことなんだと思った。苦笑いする結城さんが、優しくて男らしくて……目が離せない。

「ズルいですね。そんな答え方されたら、俺は何も言えなくなります」

「……私は、素直な気持ちを言っただけです」

　小さな声で「それに、ズルいのは結城さんの笑顔のほうじゃないですか。そんな顔を見せられたら、言葉が出ません」とつけ足すと、結城さんが笑う。

「どんな顔ですか？」

「……『カッコいい』とか言わせたいんですか？　自分でも自信あるくせに」

「自信はありますけど、万人受けするわけじゃない、って高橋さんに教えられたんですよ。近づいて拒否されたのも、自分から近づいたのも、高橋さんが初めてだったんですから」

　結城さんは私を見て、目を細めた。

「高橋さんと会うようになってから、いろんな初体験をさせてもらってるんです。自分から食事に誘ったり、あとをつけてみたり、庇いたくなったり、慰なぐさめたくなったり」

「……それ、ただ単に私がすごく可哀想だったからでしょ？　っていうか、やっぱりあとつけてたんじゃないですか。漫画喫茶の時ですよね？」

　顔をしかめながら言うと、「そういえばストーカー行為もあれが初めてですね」と結城さんが頬を緩める。

　その笑顔で許されると思ってるなら、世の中を甘く見すぎだ。

　そう思いながらも、これ以上責める気にもならなくて、結局「もういいです」と白旗を上げてしまう自分が嫌だ。少し前までの私だったら、こんなことで許したりはしなかったのに。

　結城さんへの気持ちが自分の中でいつの間にか変化している。いろんな場面でそれを実感してしまって、そのたびに気持ちが大きくなるみたいで……正直、困る。

「前話しましたけど、大学の時のことがあってから、ずっと軽い恋愛ができそうな女の人としか、付き合ってこなかったんです」

　そう静かに話しだした結城さんが、バツが悪そうに続ける。

「だから、別れる時も結構簡単で……たまにこじれても、もともとどういう人かわかってたから、傷つけてもどうとも思わなくて。今思うと、非情だったとは思いますけど」

　結城さんはそう言って、顔を少し曇らせてうつむく。

「向こうが見た目だとか、俺の上辺しか求めてないのはわかってたし。だからって傷つけていい理由にはなりませんけど、お互い様だろうって」

　こんな風に結城さんが自分のことを話してくれるのは、これが初めてだ。以前、大学の頃の話をしてくれた時は、私から聞き出したようなものだから。

　なんで結城さんが急にこんな話をしだしたのかはわからなかったけれど、静かに話す彼をじっと見つめる。

「だから、泣いてすがられても可哀想だとは思いませんでした。なのに……佐々山課長とのことで傷ついてる高橋さんを見て、なぜか俺も苦しくなって……自分で驚きました」

　頭に浮かぶのは、会社からの帰り道に、結城さんの前で泣きだしてしまった時のこと。

　あの時、結城さんは何も言わずに私のそばにいてくれたけれど……そんな風に思っていたのか……。

　てっきり、周りの目があるのに涙をこらえ切れなかった私に、引いているのかと思っていた。いい大人が道端で何やってるんだって。

「自分とは関係ないことでここまで傷ついてる子は初めて見たから、最初はそれでなのかと思いました。でも、高橋さんと話しているうちに、同情とかじゃなく、本当に気になってるんだって自覚しました」

「『気になってる』って……」

　真面目な表情のまま話す結城さんに、胸がトクンと小さく跳ねる。

「もともと、『俺を庇ってくれた』って勘違いした時から、興味はあったんですけど、その時は正直、軽い気持ちだったんです。失礼ですけど、ちょっと話しかけてみて、俺に気があるようだったら付き合ってみるかな、ってくらいの」

　そこまで言って、結城さんは申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「佐々山課長とのことで弱味を握っているのも、ゲーム感覚で面白かった。でも、そんなの最初だけで……楽しいなんて思いはすぐに消えました」

　結城さんの顔が、つらそうに歪んでいくのをじっと見つめた。

「知れば知るほど、高橋さんに惹ひかれていきました。そんなの初めてだったから、戸惑いながらも嬉しかった。だけど、一緒にいればいるほど、高橋さんの佐々山課長への強い気持ちを見せつけられて……悔しかったです」

　今までずっと、結城さんが私にかまうのは、軽い気持ちでだと思っていた。派手な女性関係の噂もあるし、結城さんの軽い恋愛観や雰囲気から。

　だけどもしかしたら、私がそう思おうと意識していただけなのかもしれない。そのほうが、もし彼の気持ちを期待して違った時に、ダメージが少ないから。予防線を張っていただけなのかも……。

　今の結城さんからは、軽さなんて微塵も感じない。

　真剣そのものだから……ドキドキする。

「前にも言いましたけど、悔しかったり、嫉妬したり。そういう気持ちも、初めてでした」

「嫉妬……してたんですか？」

　結城さんはいつもスマートだったから、そんな風には見えなかったのに……。

　そう思って聞くと、結城さんは力なく笑う。

「高橋さんが、俺の名前を呼ぶたびに嫉妬してます」

「え……？」

　思いもよらないことを言われて、思わず声が漏れた。

「佐々山課長のこと、〝優輝〟って呼んでたんですよね」

「あ……」

「それを知ってから、自分の名字が嫌になりました。高橋さんが俺を呼ぶたび、高橋さんの頭の中には佐々山課長がいる気がして。高橋さんが〝ユウキ〟って聞いて、まず思い浮かべるのは課長なんだって思うと……歯がゆかった」

　結城さんは、わずかに眉を寄せる。その声は静かではあるものの、本当にどこか悔しそうに聞こえた。

　以前、結城さんの噂を止めに入った時のことも含めて言っているのだろう。

　結城さんを呼ぶ時、確かに課長のことが頭に浮かぶこともあったけど、それは最初のうちだけで、今はない。

　私の中で、結城さんの存在がはっきりと認識されているから。

「今まで呼び方に意味があるなんて思わなかったし、馴れ馴れしく下の名前で呼ばれると、頭にくることもあったのに……こんな風に『下の名前で呼んでほしい』と思ったのは、初めてです」

　まっすぐな瞳に捕らえられ、動けなくなる。

　ドキドキとうるさい胸を感じながら、ただ見つめ返していると、結城さんがソファに手をつき、私に近づく。

　ふたりがけのソファだから、結城さんとの距離はもともとそんなになかった。少し近づけば肩が触れそうだ。

　その距離感に、緊張と……少しの期待が入り混じる。

「俺の下の名前、知ってますか？」

「……知ってます」

　徐々に詰め寄る結城さんに、声が震えていた。

　目の前が結城さんだけになって……そのまま唇が重なる。

「高橋さんの中から、俺以外の男を追い出してもいいですか？」

　触れるだけのキスをした結城さんが「今だけでいいですから」とささやいて、また近づく。

「ゆ……」

　言葉を封じ込められるように唇を塞がれる。さっきのキスとは違って、何度も角度を変えたあと、結城さんの舌が入り込んできて、私のそれと重なった。

「ん、ぅ……っ」

　戸惑いながらも目をゆっくりと閉じ、受け入れる。

　口内でゆっくりと焦らすように動く結城さんに、頭がぼんやりととろけだしそうだった。優しいけれど、身体に熱を持たせるようなキスが、私を昂たかぶらせていく。結城さんの存在を埋め込むような、教え込むような、そんなキス。

　長い間そうしていた結城さんがやっと離れて、濡れた私の唇を拭うようになぞる。

　そっと目を開ければ、彼はまだ至近距離から熱のこもった目で私を見ていて……ゾクゾクした感覚が背中を走り抜けていった。恥ずかしさから、顔が熱くなる。

　でも……なぜだろう。色っぽく濡れた瞳が、どこか寂しそうに見えるのは。

　ぼんやり考えて、『そういえば』と、結城さんが言っていたことを思い出す。

『俺の名前、知ってますか？』

　あれは、名前で呼んでほしいって意味だったのだろうか。

「大智……」

〝大智さん〟と呼ぶべきか、〝大智くん〟と呼ぶべきか。そんな疑問が一瞬浮かんだけれど、気づいた時には結城さんの名前を口にしていた。

　私が、思わず呼び捨てにしてしまったからか、それとも急に名前を口にしたからか。結城さんは目を見開いたあと、表情を緩める。穏やかに、少し困ったように。

「今呼ぶのは反則でしょ。……止まらなくなる」

　責めるような苦笑いで言われた直後、ぐるっと視界が反転した。

　結城さんに押し倒されたからだって気づいたのは、私を上から見下ろす彼の瞳に捕らえられてからだった。

　戸惑いながら見上げる先で、苦しそうに微笑まれる。

「大人しくしてていいんですか？　高橋さんが抵抗しないなら、このまま襲いますけど。……まぁ、抵抗されてもこらえ切れるかどうかはわかりませんけど」

　最後にそうつけ足した結城さんが、色気をたっぷり含んだ瞳で私を見つめて近づいてくる。

　抵抗しなくちゃ。付き合ってもいない人とこんなこと……。

　そう思うのに、身体は結城さんの体温を待っているように感じる。ちぐはぐな思考と身体に、どっちが本当の気持ちなんだろうと、困惑する。

「あの……今日、部屋に来る前から結城さん、少し様子がおかしかった気がしたんですけど……」

『何か言わなくちゃ』と焦って口から出たのは、抵抗の言葉ではなく、ずっと感じていた疑問だった。

　結城さんは私の首筋に唇を寄せながら「ああ」と静かに答える。

「高橋さんが、佐々山課長と自分のことを、〝私たち〟って同じくくりで呼んだのが気になってイライラしてただけです。さっきも言ったけど、妬やいてばかりいるんですよ。自分でも嫌になるくらいに」

　ふっと首の辺りに感じた吐息で、結城さんが自嘲笑いをこぼしたんだとわかった。

　結城さんと話すようになってからまだ日は浅いのに、顔が見えなくてもどんな表情をしているのかわかる自分を、意外に思う。

『こんなにわかるほど、結城さんをよく見ていたのか』って。

　以前は〝ユウキ〟と聞くと、課長のことが思い浮かんでいたのに……この一ヵ月で、それはゆっくりと変わっていた。

　今、その響きで真っ先に頭に浮かぶのは、結城さんだ。

「ん……っ」

　服の中に入り込んできた手が、身体を撫でるように徐々に上がってくるから、くすぐったいような気持ちよさに思わず声が漏れる。

　それにハッとして恥ずかしくなっていると、顔を上げた結城さんに笑われた。

「くすぐったかったですか？」

「……少し」

「くすぐったい所は感じる所らしいですけど、ここ、弱いんですか？」

　結城さんが指先で触れるのは、脇腹の上のほう。胸より少し下の辺りだった。

　自分で意識したことはなかったけれど、結城さんの指先に身体がぴくんと反応する。

「わ、かりません……」

　それを隠したくてごまかすと、結城さんはふっと妖美な笑みを浮かべ、服をまくり上げたそこに唇を寄せた。

「……あっ、や、だ……っ」

　チュッと唇で触れたあと、舌先で強めになぞられて、思わず身体をよじる。でも、がっしりと抱き込むようにされているせいで逃げられない。

　何度か名前を呼んで嫌だって伝えたところで、ようやく解放されたけれど……。

　たった数分のことだったのに、緊張も手伝ってか、ひどく疲れていた。

　見下ろしてくる結城さんは、そんな私とは反対に、余裕たっぷりに口角を上げている。悔しくて「しつこいです」と文句を言うと、結城さんは楽しそうに笑った。

「すみません。少しはしゃぎすぎてるのは、自分でもわかってるんですけど。高橋さん相手だと、ブレーキが効かなくて」

　そう言いながら、結城さんが私の頬にそっと触れる。

　大きな手で包み込むように撫でられて、気持ちがよくて思考回路がふわふわと崩れ始める。

　優輝と別れてまだ一ヵ月半しか経っていないとか、触れ合う前までごちゃごちゃ考えていたことは、頭から完全に抜け落ちていた。ただ……結城さんの体温と眼まな差ざしだけに心を奪われる。

「ほかの誰でもない俺に反応してくれるのが嬉しくて、つい」

　本当に嬉しそうな瞳に見つめられ、胸がキュッと締めつけられた。

『たかが私の身体なんかで、なんでそんな顔するんだろう』と疑問に思うほどで、そんな結城さんを可愛く思う。

　頬を包む手に自分の手を重ねると、結城さんの瞳が動揺からかわずかに揺れた。

「結城さんを課長と比べたことなんて、ただの一度もありません」

　結城さんが、課長に嫉妬ばかりしてる、って自信なさそうな声で言っていたから、そう告げる。

　その辺を歩いていただけで女の子に言い寄られちゃうくせに。自分に自信たっぷりのくせに。なんでヤキモチなんて焼くんだろう。

　いつも自信満々かと思えばそうでもなくて、強気なのに急に弱気になって。不思議な人だ。それでいて……とても可愛い人。

「結城さんは結城さんだから。比べる必要なんかないです。私が今見つめているのは、結城大智だけです」

　そのセリフに、結城さんの瞳が少し見開かれ、それから伏せられる。そして、次に私の視線と重なった時には、微笑んでいた。

　柔らかい眼差しに、私まで温かい気持ちになる。結城さんのこういう顔が……純粋に、好きだなぁと思った。

「殺し文句が得意ですね、高橋さんは」

「素直な気持ちを言っただけです。別に、結城さんを殺そうとしたわけじゃありません」

「でも、うっかり脳殺されるかと思いました」

　ふっと破顔した結城さんが、ゆっくりと私に近づく。押し倒された体勢の私に、唇が重なる手前で、結城さんが妖美な瞳で言う。

「いつまでもおあずけ食らってると、欲求不満でどうにかなりそうなんですが」

「そんなのでは死にませんから、安心してください」

　そう言いながらも笑うと、結城さんも同じように笑って……間もなくして唇が触れた。










「結城さんとこのままなのは嫌です」




「それはもう運命ね」

　あれから四日後の日曜日、久しぶりに志穂と買い物に出かけた。駅前のショッピングモールが改装するとかで、割引セールを行っていたから、服や靴目当てに。

　開店と同時に入って、一時間弱。

　いろんな店をぶらぶら見つつ、結城さんとのことを根掘り葉掘り聞かれるままに、ひと通り話すと、志穂がそんなことを言いだした。

『運命』だとか、あまりに漠然としていて失笑してしまう。

　志穂は立ち寄った靴屋さんで、ブーツを手に取っていた。

「どこがどうなったら運命なの？」

　呆れて言うと、志穂はブーツの底を見てサイズを確認してから、私に視線を移した。

「だって、たまたま私が逆ナンした男が同じ会社で、しかもそれがきっかけで今いい感じなんでしょ？　いつもはコンタクトなのに、あの日だけたまたまメガネかけてたり……それはもう――」

「っていうかね、その時のことをちゃんと注意してなかったけど、ああいうのやめて。素性も知らない男の人とふたりきりにされたって困るんだから。もし何かあったらどうするの？」

「何かがあったらそれもよしかなって。ほら、もう大人だし。恋愛の傷を癒すのは、新しい恋だって、いつも言ってるじゃない」

　ブーツを吟味しながらとんでもないことを言われ、ため息を漏らす。

　もう志穂は好きに泳がせて、私は巻き込まれないように自衛するしかない。

「とにかく、そんな好条件の男なんて、そうそういないんだから、とりあえず付き合ってみればいいじゃない。うまくいくかどうかは置いておいて、一歩踏み出さないと何も始まらないんだから」

　ブーツを棚に戻しながら鼻息を荒くする志穂に、ぐっと黙る。

　志穂の恋愛観とか、もろもろのおかしさは置いておいて、今言われたことは、本当にその通りかもしれない。

　近くに『いいな』と思える人がいるなら、『とりあえず』って気持ちもわからなくはない。

　でも……と、ずっと引っかかっていることを口にする。

「けど……まだ別れて一ヵ月半なのに、そんなの、早すぎない？」

　だからこそ、『結城さんへの気持ちは、多分恋なんだろう』って思いながらも、踏み出せずにいた。

　部屋で触れられた時は、彼への想いに囚われて、そんなことは頭から抜け落ちていたけれど、冷静になってみると、やっぱり気になってしまう。

　触れられたとき……と考えて、熱を持ち始めた頬を両手で覆った。あんな風に触れられたり、キス、されたり……付き合ってもいないのにあんなことしちゃうなんて。あんなこと、望んじゃうなんて……と今になって戸惑ってしまう。

　志穂はそんな私には気づかない様子で、キョトンとしながら私を振り返った。

「え、私なんて別れてから最短、三日で次にいったことあるよ」

「それは……志穂が特殊すぎるんだよ。普通はもっと期間を開けてから――」

　やれやれとため息をつきながら言っていると、志穂に「普通って何？」と切り込まれる。見れば、本当にわからないといった顔で志穂が首を傾げている。

「別れて何ヵ月経ったら次にいっていいとか、そんな基準どこにもないでしょ。何日未満ならダメで何日以上ならいいなんて、誰も決めてないじゃない」

「けど……さすがに短かすぎるのはちょっと、って思うじゃない」

「だから、〝短い〟って何を基準にしてるの？　碧衣は、何ヵ月経ったら、次の恋人を作ってもいいって思うの？」

　納得いかなそうに聞かれて、答えに困る。言われてみれば確かに基準なんてないのだから。

　答えられない私に、彼女は続ける。

「前の男と別れてすぐに次の男を見つけたって、別に元カレを中途半端に想ってたってことにはならないし、新しい男への想いがいい加減ってことでもないでしょ」

　その通りだと思い……黙り込む。

　テレビでもセールのＣＭが流れたりしていたからか、ショッピングモール内はショップ内も通路も、普通に歩くのが厳しいくらいに混み合っていた。

　靴屋さんから出て、少し先にある洋服屋さんに向かうだけでもひと苦労だ。

「まぁ、周りはいろいろ言うかもしれないけど。そんなの当人同士の問題だし、相手さえわかってくれたら、それでいいんじゃない？」

「それは……そうだけど」

「碧衣はまさか、なんの関係もない周りの人が『いい』って言ってくれるまで、誰かと付き合うのを待つつもりなの？」

　そう問われて、何も言えなくなった。

　私が早すぎると気にしていたのって、誰に対してだったんだろう。結城さんに対して？　それとも課長？　自分に？

　結城さんに触れられた時、そんな葛かっ藤とうを忘れて、彼のことしか頭になかった。

　それが、すべてじゃないの……？

「タイミングの問題だもん。別れてすぐだったとしても、好きになれそうな人と出会えたなら、嬉しいことじゃない。目の前のチャンスを、周りの目を気にしてつかまないでいたら、もうそのチャンスは二度と回ってこないかもしれないし」

　ニコッと笑って「そんなのもったいないよ」と言う志穂は、いつも自由奔放でふわふわしていて、見ていて心配になる。

　だけど……きちんと芯を持っているんだと、思い知る。

〝周りの人なんて関係ない〟と思えるだけの経験をいつの間にか積んで、きちんと自信に変えている。相手と自分だけを見つめられる強さを、ちゃんと持ってるんだ。

　それに比べて私はどうだろう。

　そんな疑問を自分にぶつけても、志穂みたいな自信は見つけられなくて、苦笑いが漏れた。

　そういえば、いつか結城さんも言っていた気がする。

　食堂で金子さんが、結城さんと私がお似合いだとか言いだした時。結城さんの隣に並ぶのは、美人じゃなきゃ周りが納得しない、って言った私に、『周りなんて関係ない、当人同士の問題だ』って。

「そうだね。もったいないかも」

　そう呟いた私に、志穂は「でしょ？」と笑いながら、値下げされているワンピースを手に取る。

「碧衣のしたいようにすればいいじゃない。恋愛なんてもともとエゴの塊なんだから、自分の気持ち最優先で突っ走ればいいだけだよ。後悔しないように精一杯ぶつかれば、その結果失恋したってまた立てるもの」

「本当……タフなうえに前向きでうらやましい」

「みんなに言われる」

　ふふーっと満面の笑みを浮かべてから、志穂が「で、碧衣はどうしたいの？」と聞いてくるから、考えてみる。

　今まで自分の気持ちを直視してこなかったけれど、私はどうしたいんだろう。結城さんと、どうなりたいんだろう。

　あの、いつも笑みを浮かべている瞳を歪ませたくないと思うのは好きだからなのかな。案外、ささいなことで拗すねる姿を可愛いと思うのは……好きだから？　触れた体温を心地よく感じたのは――。

「まだ……はっきりとは言えないけど、気になってはいると思う」

　そう答えると、志穂はキョトンとしたあと「またまたぁ」とわざとらしくからかってくるから、弁解する。

「ごまかしてるわけじゃなくて、今の状態で〝好き〟とか言っちゃうと、言葉の暗示にかかって異様に意識しちゃう気がして――」

「そうじゃなくて」

　どうやら志穂がニヤニヤしてきたのにはほかの理由があるらしい。でも、心当たりがなくて不思議に思っていると、しびれを切らしたように志穂が言う。

「エッチしちゃったくせに『気になってはいる』とか、今さらすぎるじゃないってこと」

　混み合っている店内で、志穂がいきなりそんなことを言いだすから、通路へと無言で押し出した。そして、店から少し離れた所まで、彼女を引っ張っていってから振り返る。

「あんな場所で変なこと言いださないでよ！」

「ああ、そっか。ごめんね、楽しくなっちゃって忘れてた」

『えへ』と聞こえてきそうな笑顔で謝られた。

　私は志穂をひと睨みしてから口を尖らせて、「もう」とため息交じりに漏らす。

「ごめんごめん」

「それに、最後までしてないし」

　ボソボソ言った私に、志穂は表情から身体の動きまで、完全に停止させて。それから「ええっ！」と大きな声をあげた。

「え、だって……っ」

「結城さん、途中でやめたの」

　なんとなく言いにくくて、ボソッと口にすると、珍しく眉間にシワを寄せた志穂が聞く。

「途中って、どの辺で？」

　志穂の際どい質問に、人混みの中で口にしても問題ない言葉を探す。

「……寸前で」

「寸前って、本当に寸前？　それ、男が我慢できるもんなの？　碧衣的には準備できてたってことでしょ？」

　恥ずかしいなんて様子も見せずに、志穂が真顔でぐいぐい迫ってくる。

　こんな話になるなら、今日は部屋で会うべきだったかもしれないと後悔した。

　志穂が買い物したがってたから来たけど、彼女ももう興奮して、それどころじゃなくなってるし。

「まぁ、そう」

「それ、お互いにおあずけ状態じゃない！」

「……まぁ、そう」

　だんだん恥ずかしくなってきて、返事の歯切れが悪くなる。

　そんな私に、志穂はしばらくポカンと口を開けたあと、「ええ……なんで？」と信じられない様子で呟いた。

「私だってわからないよ。途中までは本当に普通にしてたのに、急に結城さんがやめて、それに対して特に理由も言わなかったし」

　私の上に覆い被さったまま、結城さんはぴたっと止まって。結城さんに与えられた感覚に溶け切った私を、熱のこもった瞳で見つめたあと、つらそうに顔を歪ませた。

　そして、私に何度目かわからないキスをして、『サカッちゃってすみません』と苦笑して……行為を中断させた。

　それから結城さんが帰るまで、そのことに対して彼は何も言わなかったし、私も聞けなかった。

「もしかしてダメだったとか？　ほら、興奮しすぎてダメな時あるじゃない。男って」

　志穂の大胆発言に、周りを気にしながら答える。

　結城さんがどうだったかは、正直わからないけど、でも……。

「そんなことはなかったと思う……。むしろ問題があったとすれば、私のほうなのかもしれないし」

「なんで？」

「それから結城さん、私のこと避けてるから」

　休みに入るまでの二日間、結城さんは意識して私を避けているように感じた。いつもだったら、挨拶はしなくても視線は交わしていたのに、あれから私のほうを見ようともしない。

　今まで積極的に近づいてきていただけに、そういう変化はすぐに感じ取れた。確信を持てるくらいには。

「なんで碧衣が避けられるの!?　理由は？」

　そう怒りながら聞く志穂に「だから私もわからないの！」と予想以上に強い口調で返してしまった。

　感情的になった自分自身にびっくりしつつも、慌てて謝ると、志穂はため息をついてから、真面目な顔で私を見る。

「碧衣」

「……はい」

「こんな可愛い親友に、思わず怒鳴っちゃうほどストレスためてるのは、よくないよ。そんなに気になってるなら、本人に聞けばいいじゃない」

「……そんなこと言ったって、怖いし」

『可愛い親友』にはスルーして答えると、またひとつため息をつかれてしまう。

「怖いって何が怖いの？　碧衣と結城さんはまだ何も始まってないじゃない。今のどっちつかずのぬるい関係を一生続けたいならいいけど、そうしたところでなんにもならないし、碧衣だって望んでないでしょ？」

「そうだけど……」

「本当に怖いのは、このまま何も始まらずに終わっちゃうことなんじゃないの？　そうなっちゃったら、一生悔いが残ると思うよ。怖がりながらもぶつかって、その結果、砕け散るより、何もしないほうがずっと後悔するでしょ？」

　迷う時間も与えないくらい、矢継ぎ早に問いかけてくる志穂に圧倒される。

〝でも〟とか〝だって〟とか、そんな言葉が浮かばないくらいの説得力で、思わず笑みが漏れてしまう。

　志穂にお説教される日がくるなんて、思ってもみなかった。

「そうかも。何も言えないまま課長からの別れを受け入れたこと、ずっと後悔してたのに……結城さん相手にも、同じことを繰り返すところだった」

　課長と別れてからどれくらいが経ったとか、周りの目とか……結城さんとの、今の関係だとか。大切なのは、そんなことじゃないのに。

　大切なのは、気持ちだけだ。私と……結城さんの。

「少し……自分勝手に動いてみようかな」

　私を避けている結城さんにこっちから近づくのは、やっぱり怖いし、拒絶されたらどうしようって不安もたくさんある。

　でも、何もせずに終わってしまうのは嫌だ。私の中では、もう始まっていた想いだから……。志穂の言うように、思うまま動いてみてもいいのかもしれない。

「結城さんとこのままなのは……やっぱり、嫌」

　私の言葉に、志穂がニッコリ笑う。

「ぶつかって砕けたら、いい男を紹介してあげる」

　まだぶつかっても砕けてもいないっていうのに、そんな縁起の悪いことを平気で言われて、「それは遠慮するけど」と苦笑いで返した。










「誰を信じるかは、自分で決めます」




　週明けの月曜日を、まるで決戦にでも挑むような気持ちで迎えた。

『まだ自分の気持ちがはっきりわからない』だとか、『結城さんが避けたいなら、しばらくこのまま様子を見るほうがいい』という気持ちも、それなりにある。

　関わりたくないのに近づかれたら、結城さんは困るだろうし。

　だけど、そんな理由よりも何よりも、ただ話したかった。

　結城さんがよそよそしくなってから、まだ五日しか経っていないのに、毎日がなんだか物足りない。この気持ちは〝気になる〟なんて言葉じゃ収まらないのかもしれない。

　結城さんへの気持ちは、はっきり言い表せないと思いつつも。

〝会いたい〟〝話したい〟なんてことを無意識に、そして切実に思ってしまっている自分に、明確な答えを見つけた気がした。

　志穂につけてもらった勢いをそのままに、『ぶつかろう』と決意して迎えた今日。

　出社して企画課の前を通る時、結城さんのほうを見たけれど……。

　相変わらず彼は、私に視線を向けてくれることはなかった。

　その姿に、胸が軋きしむように痛み、臆病な気持ちが顔を出す。

　気づかないうちに嫌われるようなことをしたのかもしれない。結城さんは……もう私とは話したくないのかもしれない。

　そんな不安ばかりが襲ってきて、どんどん湧いてきそうになる弱気な思いを必死で振り落とした。

　中途半端なまま後悔したくない、って覚悟を決めたんだから、最後までやり遂げないとダメだ。

　……うん。そうだ。大丈夫。エゴばんざい。志穂にならえ。

　心の中でそう繰り返し、気持ちを立て直したあと、バッグだけ置いてフロアを出る。それから廊下を歩いて人気のない場所に行ってから、スマホでメールを打った。

　宛先は、結城さん。『メールを送るのにこんなに緊張するのは久しぶりだな』なんて思いながら、文面を打って送信ボタンを押す。

『送信完了』の文字を見た途端、また襲ってきた〝怖い〟って気持ちを、胸に手を当てて抑え込む。

　もう……ただ、〝ごめん〟のひと言で終わりにされちゃうのは嫌だ。あんな一方通行みたいな別れ方は嫌だから。頑張れ。




　十八時半に仕事を終え、結城さんを呼び出した店へと向かう。

　ちょうど帰り道にあり、結城さんとも一度寄ったことのあるカフェだ。

　そこに【十九時に】って、【私のことが嫌いになっていたとしても、絶対に来てください】ってメールで伝えた。

『もしかしたら来てくれないかもしれない』っていう不安はあるけど、今まで見てきた結城さんは、こんな一方的に関係を断ち切るような人じゃない。……私を避けるのも、何か理由があってのことだと思う。なんとなく……いや、きっと。

　そんな、祈るような気持ちでうつむいたまま、カフェの前まで来た時だった。

「高橋さん」

　不意に名前を呼ばれた。

　時刻は十八時四十分。約束の時間よりも二十分も早い。

　顔を上げた先にいたのは――。

「山川さん……」

　社外でわざわざ話しかけられるような仲じゃないから、戸惑った。それに……最近睨まれていたような気がしてたから。

　どう対応するべきだろうって動揺してしまう。

　暗くなった空にはもう、どんなに探しても太陽の光は見つからない。代わりに見える月は、白と黄色が混ざったような色をしていた。

　急に冷たくなった空気は、足元から身体を冷やしていくようだ。

「偶然ですね……。今帰りですか？」

　とりあえずそう尋ねた私を、山川さんは黙ってじっと見ていた。

　今も少し睨まれているように感じるのは、気のせいだろうか。

「佐々山課長に捨てられたからって、結城くんにすり寄るのは、やめたほうがいいんじゃない？」

　開口一番にそんなことを言われて、言葉を失う。だけど、すぐに結城さんが言っていたことを思い出して、『ああそうか……』と納得した。

　サバサバした人だと思ってたけど、実際は違ったって。仕事中の態度からは想像できないけど、恋人には執着するほうなのかもしれない。

　現に、社内では、特に結城さんと一緒にいた覚えなんてないのに、こうしてアクションを起こしてくるんだから、相当の執着度だ。

　結城さんとは一度、社食でランチをともにしたけど、それを見られていただけでは、〝すり寄る〟なんて表現は使わないだろう。そう考えると……ほかにも何かつかまれているのかもしれない。

　そんな風に考えながら、無表情のままの山川さんを見つめる。

「すり寄ってなんていませんけど」

「嘘つかないで。会社帰りに頻繁に会ってるって、知ってるんだから」

　やっぱり知られてるのかと、少し驚きながら「……もしかして、結城さんのあとをつけてたんですか？」と聞く。

　すると、山川さんは不快そうな顔をして黙った。

　……つまり、肯定ってことだろうか。

「結城さんと山川さん、付き合ってたんですよね？　噂で聞きました」

　結城さん本人から聞いたってなると、『仲がいい』って思われそうだから、〝噂で〟ってことにしておく。

　山川さんは顔をしかめたまま「勘違いしてるみたいだけど」と話しだした。

「別に私は結城くんと親密そうなことに、嫉妬して話しかけたわけじゃないの。高橋さんのことを思って、あまり仲良くしないほうがいいと思っただけ」

「……どういう意味ですか？」

　ヤキモチからの行動だと決めつけていただけに、意外に思って聞き返す。

　私のためって……どういうことなんだろう。

「佐々山課長と高橋さんの噂、あなたも聞いたでしょう？」

「はい。すごい勢いで広まってたみたいなので、多分その日のうちに」

「それを広めた犯人はもう見つかった？」

　思いがけないことを聞かれ、咄嗟に「いえ」と答える。

「まだですけど……別に探してもいないですし。噂なんて一ヵ月もすれば収まるだろうから」

　正直、まだ四階以外のフロアでは、周りからの視線が痛い。でも、それもどんどん減っていくだろうし、あまり気にとめていない。

　山川さんは軽くため息をついて、心配そうに眉を寄せて私を見た。

「高橋さん、結城くんに佐々山課長とのことを相談したりしなかった？」

　結城さんに相談……というか、佐々山課長とのことを知られていたのは事実だ。でも、それに頷くと、課長とのことを肯定してしまうことになるから、何も言えない。

　黙ったままの私に、山川さんは「やっぱり……」と呟くように漏らした。

「結城くんとずいぶん親しいみたいだから、こんなことを聞くとショックかもしれないけど……。噂を広めたのは、結城くんよ」

　呆気にとられてしまい、一瞬声が出なかった。だって、結城さんがそんなことをするはずはない。

「……はい？」

「聞いたの。結城くんがほかの課の人に、佐々山課長と高橋さんのことを話してるのを」

　唖あ然ぜんとして何も言えない私に、山川さんが続ける。

「もちろん、結城くんが最初のひとりじゃないかもしれない。けど、楽しそうに広めていたのは事実だから……。それに、佐々山課長と高橋さんのことを知っている人なんて、限られるでしょ？」

　聞かれて、少し考えてから頷く。

「私が知る限りだと、結城さんと……あとひとりだけです」

「そうなると残念だけど、結城くんが犯人って可能性が高――」

「まさか、山川さんも知っているとは思いませんでした」

　何か言おうとしているのを遮って「いつから知っていたんですか？」と聞くと、彼女はそれには答えずに、焦ったような笑みを浮かべた。

「私は、噂で知っただけで……」

「私は一度も、佐々山課長との噂が本当だとは言っていません。なのにどうして、私が結城さんに相談したと思ったんですか？」

「それは……」

「山川さんの話だと、私と課長が本当に付き合っていたという前提で、話が進んでますよね。どうしてですか？」

　山川さんが噂を鵜う呑のみにして、こんなことを言ってきているとは思えない。

　彼女はおそらく、噂になる前から私と課長とのことを知っていたんだ。どうやってかは、わからないけれど。

　佐々山課長が誰かに話すっていうのも考えづらいから、山川さんは私たちを見ていて察したのかもしれない。気をつけていたとはいえ、『絶対バレていない』とは言い切れないから。

　結城さんのように、勘のいい人のひとりやふたりに気づかれたっておかしくはない。

　山川さんは少し黙ったあと、すぐに申し訳なさそうに私を見た。

「ごめんなさい。実は高橋さんと佐々山課長とのことは知ってたの。私、そういう勘がよくて、付き合ってる時からわかってたわ。でも安心して。誰にも言ってないから」

「そうなんですか。まぁ、山川さんも知っている通り、もう別れてますけど……今まで黙っていてくれてありがとうございます」

　本当に誰にも言っていないかどうかはわからないけど、少なくとも、付き合っている間、課長と私の噂が流れたことはなかった。

　そう思いながらお礼を言ったあと、山川さんをじっと見つめた。

「それで、課長と私の噂を広めたのは結城さんだ、って話をしてたんでしたっけ？」

　話を戻すと、山川さんは私に同情するように目を伏せてから、説明する。

「そうなの。私も結城くんがそんなことをする人だとは思ってなかったんだけど……。見ちゃった以上、黙ってるのもつらくて。ショックよね……」

　いかにも悲しそうな顔をする山川さんに、私も顔をしかめる。

　ショックだからじゃない。怒りからだ。

「なんで……好きだった人をそんな風に言えるんですか？」

　山川さんをまっすぐ見つめながら聞くと、彼女は「え？」と首を傾げた。

「結城さんを好きだったのに、なんで結城さんが悪者になるような嘘をつくんですか？」

「別に、今のは嘘なんかじゃ――」

「好きじゃなくなったら、もうどうでもいいから？　それとも、今も好きだから、自分の所に戻ってこさせるためなら、社内での結城さんの立場を悪くしてもいいんですか？」

　私が山川さんの話を真に受けて、会社内での問題事の相談窓口であるコンプライアンス室にでも結城さんのことを報告したら。結城さんの直属の上司に注意がいき、そこから、結城さんへも……。

　そんなことになったら、周りの結城さんを見る目は変わってしまうし、もしかしたら何かしらの処分が下るかもしれないっていうのに。

　短い間だとしても、好きで付き合った人を自分からそんな目に遭わせようとするなんておかしいと思う。

　そう思うと、我慢できなかった。

「結城さんとのことで、山川さんもたくさん傷ついているのかもしれないけど……。復讐のつもりなら、間違ってます」

　強い口調で言った私から、山川さんがすっと目を逸らす。

「別に復讐なんかじゃ……」

　そう小さな声で呟いたあと、私と視線を合わせた。睨むような、そんな目だ。

「私はただ、高橋さんのためを思って言っただけよ」

　あくまでもそれを貫き通すつもりなのか、山川さんはそれだけ言って、また黙ってしまう。口調は強いものの、声は震えている。

　山川さんは、まだ結城さんが好きなのかもしれない。だから、私が結城さんを疑って距離を置くことを望んで、こんなことを言いに来たのだろうか。

　じっと強い眼差しで見てくる山川さんに、そう思った。

「それが本当ならありがとうございます。……だけど、結城さんは人の噂話を楽しんで広めるような人じゃありません」

　素直にお礼だけ言っておけば、山川さんだって納得して引いただろう。そのほうが、すんなり事が収まっただろうけど……結城さんを悪く言われたままなんて、納得できなかった。

　最初こそ、軽そうな印象で、最低男とまで思ったこともある。でも……結城さんはただ、自分が恋に夢中になったり、相手を本気にさせてしまうのが怖いだけだった。

　傷ついたり傷つけたりするのが怖くて、上辺だけで楽しんでいるフリをしているけど、本当はそれに空しさも感じている。

　結城さんは、それでも過去の傷を思い出すと踏み出せない、臆病で……優しい人だ。

「噂を広めた犯人は結城さんじゃありません。少なくとも私はそう思っています」

　はっきり言った私に、山川さんの表情が驚きから怒りに変わっていく。そして何かを言おうと口を開いたのに……何も言わないまま、怒っていた表情がまた驚きに戻った。

『どうしたんだろう』と思って見ていると、後ろから声が聞こえてきた。

「待たせてすみません。高橋さん」

　振り返った先にいた結城さんが、近づいて私の隣に並ぶ。それから山川さんに視線を向けた。

「お疲れ様です、山川さん。家、こっちでしたっけ」

「……いえ、たまたまこっちに用事があったので」

　山川さんがバツが悪そうに答えると、すぐさま結城さんが言う。

「そうですか。じゃあ、高橋さん、行きましょうか」

　明るい声でそう言った結城さんが、私の肩を抱いて無理やり歩かせる。

　戸惑って見上げる私に笑いかけたあと、結城さんは顔半分だけ振り返って……立ち尽くしている山川さんに「お疲れ様でした」と笑顔を向けた。










「俺、高橋さんが好きです」




　結城さんは私の肩を抱いたまま黙って歩き、私のアパートの前で足を止めた。

　もしかしたら、送っただけで帰るつもりなのかもしれないと、不意に思う。手っ取り早く私を帰したかったから、少し強引に連れてきたのだろうか。

　部屋の前まで来てよぎった不安に、恐る恐る隣を見上げると、すぐに結城さんと目が合う。結城さんの、申し訳なさそうに歪められた瞳に見つめられ、ドキッと胸が跳ねた。

「この数日間、避けてすみませんでした」

「……やっぱり、意図的だったんですね」

　ショックを隠せずにそう呟くと、結城さんは少しつらそうに顔をしかめて「別に高橋さんのことが嫌になったわけじゃないんです。弁解させてもらえますか？」と聞いてきた。

　その言葉に気が抜け、ふにゃりと情けない表情になったことに、自分で気づく。だから、それを見せないようにうつむいた。

「あ、はい……。じゃあ、上がってください」

　声が震えていた。結城さんが謝ってくれただけなのに。言い訳してくれるってだけなのに……。

　嫌われていなかったと思うだけで、座り込みそうなほど安心してしまった。

　結城さんにメールを送った時から、よほど緊張していたらしいと今さら自覚して、自分の気持ちの大きさに、ふっと笑みがこぼれた。

　結城さんのことが好きなんだって気持ちを、はっきりと見つけた気がした。

　彼をリビングに通して、以前と同じようにローテーブル前のソファに座ってもらう。

　それから、コーヒーの入ったカップをテーブルに置くと、結城さんが「ありがとうございます」と言い、隣に座った私を見た。

　こうして目を合わせるのも久しぶりだ。

「まず最初に、高橋さんに言いたいことがあるんですが……いいですか？」

　確認するように聞かれ、少し迷う。こんな風に前置きされてしまうと緊張するけれど、動揺しながらもそれを隠して頷いた。

　結城さんは真剣な眼差しを私に向けてくる。

　互いに見つめ合い、沈黙したまま、しばらくの時が流れた。

　そして――。

「俺、高橋さんが好きです」

　突然の告白に、何も言えずにいると、結城さんが続ける。

「今まで散々、適当な恋愛しかしてこなかったって話してきたし、今さらこんなこと言っても信じてもらえないかもしれないけど。遊びでも軽い気持ちでもなく、高橋さんが好きです」

　真面目な表情に、息を呑む。

「誰かをまっすぐに想えるところも、一途すぎてどこか危なっかしいところも……こんないい加減な俺のことを、呆れながらもわかろうとしてくれるところも。高橋さんのことを知るたびに、好きになっていった」

　まっすぐに見つめてくる瞳に、嘘はなかった。

　私が感じ取った彼は、いい加減だとかそんな人じゃない。

「私は……結城さんは、優しくて少し臆病な人だと思ってます」

　急に笑顔でそんなことを言いだしたからか、結城さんはわずかに瞳を揺らした。

「適当な恋愛しかしてこなかったのも、相手や自分が深く傷つくことを怖がっていたから、軽い関係に逃げていただけで。もともと、そういう恋愛しかできない人だとは思っていません」

　図星だったのか、結城さんが苦笑いをこぼす。

　そんな結城さんに笑みを向けてから、自分の気持ちを口にした。

　いつの間にか始まっていた、結城さんへの片想いを。

「そんな結城さんが、わざわざ伝えてくれた気持ちを疑えるわけがありません。私も、結城さんが好きです。気づいたら好きでした。だから、たとえ結城さんの気持ちが今までしてきた恋愛と同じように軽いもので、一いっ時ときのものだとしても……それでも、告白してくれたことがすごく嬉しいです」

　そう続けた私に、結城さんは困り顔で笑って……それから、膝の上に置いていた私の手を、その大きな手で上から包み込んだ。

「一時じゃないって証明は、これから時間をかけてしていくってことで、いいですか？」

「……証明してくれるんですか？」

「はい。俺自身で」

　結城さんの手が、身体をなぞるように上がって頬に触れる。大切にいたわるような手が嬉しくて苦しくなっていると、指先が唇に触れた。

　唇を辿る指に、強く締めつけられた胸がドキドキと期待して、反応しだす。

「弁解を、まだ聞いていないんですけど……」

　距離を縮めて顔をわずかに傾けた結城さんが、苦笑いを浮かべる。

「あとでもいいですか？　この間からずっとおあずけを食らってるので、もう待てそうもないんですが」

『食らう』って、自分でおあずけにしたのに……。それを言うなら、むしろ私のほう。

　そう答える前に唇が重なって、入り込んできた舌に、開けたままだった目をそっと閉じる。

「……ん」

　そのまま押し倒された時には、もう吐息が熱を持っていた。私だけじゃなく、結城さんも。

　長いキスを終えて少しだけ離れた結城さんが、上から妖美な笑みで私を見つめる。

「碧衣って呼んでもいいですか？」

　そう聞く結城さんに、「はい」と頷いてから、「敬語もやめてほしいです」と伝えると、笑顔を返された。

「今さら話し方を変えるのもなんか照れ臭いけど、碧衣が望むなら」

「だって……結城さんの敬語は、相手に距離を感じさせたいからなんでしょ？　だったら、私との間には必要ないって、結城さん自身で証明してください」

　敬語を使う理由がほかのものだったら、こんなお願いはしない。

　結城さんはとろけそうなほどに甘く微笑んだ。

「わかった」と答えた結城さんが、もう一度近づいてキスをする。そして、それを深い口づけに変えながら、私の身体を確かめるように手でゆっくりと触れていく。

　終わらない執しつ拗ようなキスに戸惑いながらも、必死に受け入れているうちに、いつの間にか服も下着も乱されていて、なんだか複雑な気分になる。

　この間も思ったけど、結城さんはかなり手馴れている。それは、今までの恋愛の仕方や経験人数のせいなんだろうと、わかってはいるけれど……正直、あまり面白い気分じゃなかった。

　私がひとり目じゃなきゃ嫌だなんて言いだす気はないけれど、私とあまりに差がありすぎるのもやっぱり癪しゃくで。

　そう思って顔をしかめると、結城さんが心配そうに顔を歪めて私の頬に触れた。

「碧衣？　どうした？」

　敬語じゃない結城さんに思わずときめいて、今まで考えていたことがうっかり飛んでいきそうになる。それをなんとか手繰り寄せてから、彼をじっと見上げた。

「結城さんが手馴れてるから、ちょっと妬いただけです。今までたくさんの子と、こうして過ごしたんだろうな、って思ったらなんだかちょっと……」

　目を逸らして言ってから「面倒臭い女ですみません」と先に謝っておく。

　結城さんは、ヤキモチを焼かれるのは面倒だ、って前に言っていたから。こんな、言っても仕方のない過去のことで拗ねられるなんて嫌に決まってる。

　だから、言ってから後悔したのに……そろっと見上げると、結城さんの表情は思いのほか柔らかくて、言葉を失う。

　私の予想は外れたみたいだった。

「前、碧衣と過ごすようになってから、いろいろな感情を初めて抱くようになったって話をしたの、覚えてる？」

「あ、はい」

『高橋さんと会うようになってから、いろんな初体験をさせてもらってるんです。自分から食事に誘ったりあとをつけてみたり、庇いたくなったり、慰めたくなったり』

『悔しかったり、嫉妬したり。そういう気持ちも、初めてでした』

　そう話してくれたのは、確か前にこの部屋に来た時だ。

「嫉しっ妬とされるのが嬉しいって感じたのも、今が初めてで……自分でも信じられない。今まで面倒だとしか思わなかったのに……」

　結城さんは喜びを噛みしめるように言う。

　その顔を見ていたら、結城さんの経験人数なんて、どうでもよくなっていた。過去なんか関係なく、今この人に想われているだけで充分だ。

『我ながら単純だな』と思いながらも、笑みを返すと、結城さんが続ける。

「過去のことは言い訳できないし、変えようがないけど。今、碧衣をどれだけ想ってるかなら伝えられるから。時間をかけて証明させて」

「え……あ……っ」

　入り込んできた指先に身体が敏感に反応する。焦らすことなく昂らせようとする結城さんを、しがみつきながら見上げる。

　途端、妖美な笑みを向けられて、〝証明〟の意味を知った。

「ゆ……うき、さ……っ」

「碧衣が『もういい』って言うまで、証明し続けるから。覚悟してたほうがいいよ」

「時間、をかけてって……っ、そういう……んっ、やぁ……っ」

「まさか。こんな行為で証明できるなんて思ってないよ」

『こんな行為』なんて結城さんは言うけれど、そんな軽く言い表さないでほしい。結城さんにとっては指先で撫でる程度の行為だとしても、受けている私からしたら、身体を震わせて耐えるのがやっとなんだから。

「あっ、ぁ……もぅ……っ」

　止めてくれない手を両手でつかむと、結城さんが口元を緩める。熱のこもった瞳に愛いとおしそうに見つめられて、なぜだか涙が浮かびそうになった。

「さっき言ったのは、これから何年でも時間をかけて、俺が本気だってわかってほしいって意味。『覚悟してたほうがいい』っていうのは……俺を好きだって言う碧衣を目の前に、もう前回みたいには止まれそうもないってこと」

　最後のほうは、耳に直接声を注ぎ込まれる。

　色気を含んだ低い声に、耳から侵されていくのを感じた。結城さんの声や体温に触れた所から、だんだんととろけていきそうな感覚に囚われる。

「明日……も、会社が……っ」

　そう途切れ途切れに言う私に、結城さんは少し息をあげながらニッコリして、「なるべく手加減する」と約束した。

　それがきちんと守られたかどうかは激しく疑問だけど。

　結城さんの表情や触れ方、吐息。眼差し。声……結城さんすべてから、大切にされてる、想われている。そう実感して泣けてくるくらいに、気持ちが伝わってきた。




　そのままベッドになだれ込んで、結城さんと熱を交わして……気づいたらカーテンの向こうは少し明るくなり始めていた。

　いつの間に眠ってしまったのかはわからなかったけど、それなりに長い時間、寝た気がする。寝不足の時に感じる頭痛などはなく、瞼まぶたはすんなりと上がった。

　だるく感じる身体は、睡眠不足によるものじゃないと感覚でわかって……少しの恥ずかしさが湧き上がる。

　窓のほうをぼんやりと眺めて、『何時だろう』なんて考えてから隣に視線を移すと、結城さんが顔をほころばせる。

　隣で寝ているのは触れている肌でわかっていたけど、まさか起きているとは思わなかったから驚いた。

「……いつから起きてたんですか？　あ、もしかして、眠れなかったとか……？」

　心配になって聞くと、結城さんは「いや」と笑って否定する。

　外はうっすら明るくなってきているけど、まだまだ朝とは言えない。部屋の中は、表情を読み取るのがやっと、というくらいの明るさしかない。

「俺もさっきまで寝てたから。起きたのは十分くらい前かな」

「そうですか……。あの、私、何時に寝たんでしょうか」

　はっきり覚えていないのを申し訳なく思い、恐る恐る聞くと、結城さんが笑う。

「確か二十三時頃だったかな。ひと区切りついて『何か食べるか』って話になって、俺がコンビニに行って帰ってきたら、寝てたから」

「あ……なんか、その辺の会話はちょっと覚えてるかも」

「俺が『コンビニに行ってくる』って言った時も、もう半分寝てる感じだったから、予想はしてたけど」

「すみません……」

　買い物に行かせておいて寝るなんて失礼すぎる。

　そう思って謝ると「俺のほうこそごめん」と謝り返される。

「『手加減する』って言ったけど、夢中になりすぎてすっかり忘れてた。身体、大丈夫？」

　申し訳なさそうに頬を緩める結城さんに、どう反応をすればいいのかわからない。

　確かに結城さんの言うように、容赦なかったというか……その、激しかったというか、内容が濃かったというか。でも、それを責めたいわけじゃないから、答えに困る。

　黙ったままの私を誤解した結城さんが「怒ってる？」なんて聞くから、答えがまとまらないまま、仕方なく口を開く。

「いえ……怒る理由もないですし……。身体も大丈夫です」

「じゃあ気持ちよかった？」

『なんてことを聞くんだ』と思いながらも、目を逸らして「……はい」と小さな声で答えると、結城さんは安心したように言う。

「よかった。あまりのしつこさに、引かれてたらどうしようかと思った」

　この会話を続けるのが恥ずかしくて、布団に顔半分を隠すと、結城さんが私の頭をそっと撫でてくれる。

　視線だけ上げると、笑顔の結城さんと目が合って「もう眠くない？」と聞かれた。

「あ、はい」

「じゃあ少し早いけど、起きてお茶でも飲みながら話せる？　弁解するって言って部屋に上がり込んだのに、まだその話をしてなかったから」

　言われてみればそうだった。当初の目的はそれだったのに……流されるまますっかり忘れてた。

　ベッドを下りてから置時計を見ると、まだ朝の五時半過ぎ。早すぎる時間と、いつもとは違う朝に笑みをこぼしてから、お茶を淹れるために電気ケトルをセットした。










「俺にとって、それ以上の誘惑はないです」




　空すきっ腹にコーヒーはあまりよくない気がして、代わりに入れたのはココア。大人の男の人には甘くて嫌がられるかと思ったけど、結城さんに聞いたら、『大丈夫』とのことだった。

　そういえば、一緒にご飯を食べた時も、私がデザートを頼むと、彼も毎回のようにつまんでたっけ。もしかしたら意外と甘い物が好きなのかもしれない。

　マグカップをふたつテーブルに置くと、結城さんは「ありがとう」とにこやかに言う。

　昨日、仕事帰りのまま寄ったから、Ｙシャツ姿なのは当たり前だとしても。ボタンをふたつ目まで開けているせいで、いつもは見えない肌が露出していて……恥ずかしくなって、すぐにそこから目を逸らした。

　昨日……というか今日というか。その出来事があるだけに、余計に意識しながら、ローテーブルの前に座っている結城さんの隣に腰を下ろす。

「前……大学の時、ひとりの先輩をものすごく傷つけて泣かせた、って言ったの、覚えてる？」

「あ、はい」

「言わなかったけど、それがずっと頭から離れなかったんだ。あまり意識しないようにはしてたけど、軽い恋愛しかできない程度には、俺の中でトラウマになってた」

　落ち着いた表情で、静かに話しだした結城さんを見つめる。

「……はい」

　トラウマとは言ってなかったけど、気づいてはいた。なんとなく、そうなんじゃないかなって。

　だって、根っから軽くて遊びの恋愛しか好まないような人なら、山川さんを一週間でフッたりしないと思う。

　いつか結城さんは、恋人をアクセサリー感覚で選んでた、って言っていたけど、誰から見ても美人の山川さんだったら、なんの問題もなかったはずだ。それなのに簡単に手放したのは、山川さんの本気が見えてしまったからだろう。

　また誰かを傷つけるのが、泣かれるのが、嫌だったからじゃないかって。

　自分では軽い薄情な人間だって言うけれど、それは結城さんの勘違いだ。

　薄情だったら、相手の気持ちなんて考えない。軽い人だったら、相手を傷つけることを怖がらない。結城さんは薄情でも軽いわけでもなく、ただ優しいだけなんだ。

　起きた時よりも、少し明るくなってきた窓の外。

　結城さんは目を伏せたまま話す。

「碧衣と話すようになってわりとすぐに、碧衣に惹かれている自分に気づいた。そんな気持ち初めてだったから新鮮で楽しかったし、デカくなっていく気持ちも、今まで感じたことがなかったから嬉しくて、本能のまま積極的に碧衣に関わっていった」

「話すようになってすぐ、って……でも結城さん、私を脅してましたよね？　佐々山課長のことで」

　結城さんは、申し訳なさそうに眉を下げて笑った。

「悪いけど、前話した通り、最初は楽しそうだと思っただけだった。映画館を出て一緒に飯食べて……俺の前で女の顔を見せない碧衣と一緒にいて楽だと思った。それまで、ふたりで会う相手はわりと色目使ってくるようなヤツばかりだったから、俺に興味なさそうにしてる碧衣が珍しかったし、話していて楽しかった」

　あの時、そんな楽しい話をしただろうかと疑問になって聞くと、結城さんは「内容の問題じゃない」と微笑する。

「話しているうちに、もっと碧衣のことが知りたくなって……でも知っていくうちに、自分の感情の変化に気づいた。最初は、俺に女の顔を見せないところがいいと思ってたけど、次第にそれとは反対のことを思うようになってた」

「反対のこと……？」

「佐々山課長には見せている女の顔を、俺には見せてくれないことにイライラしてきたんだ」

　目を伏せながら言われて、いつかのことが頭に浮かんだ。

「佐々山課長の結婚祝いの時……？」と聞くと、「態度に出したのはその時が初めてだけど……実際はもっと前」と言われる。

「悔しいなって感じ始めたのは、碧衣が泣きだした時。今までは、女に泣かれるのは面倒だってずっと思ってたし、トラウマにまでなってたのに……路上で泣きじゃくる碧衣に、マイナスな感情はひとつも抱かなかった」

　最後に笑いながらつけ足されて、恥ずかしくなる。

　今思えば、大人として、あんな道の真ん中で泣きだすのはあまりにも非常識だ。それくらいつらさをため込んでいたっていうのも、言い訳にすらならない。

　だから申し訳なくて、改めて「すみませんでした」と頭を下げると、結城さんの手が頬に触れて顔を上げさせられる。そして、温かい眼差しを向けられた。

「言っただろ。あの時の碧衣にマイナスな印象は受けなかったって。ただ……抱きしめて慰められる立場にいないことが悔しかったんだ。その時初めて、碧衣を自分の手で抱きしめても許される存在になりたいと思った」

　見つめられたままこんなことを言われるなんて、恥ずかしくてたまらないし、言っている結城さんのほうだってそうだと思うのに。

　彼は涼しい顔して微笑んだまま続ける。

「碧衣を守れる距離にいたい、碧衣に想われたいと思った。その気持ちが強かったから、特に自分の気持ちを隠すこともしないで積極的に動いて……先週も、嫉妬の勢いに任せて、ここで碧衣を押し倒した」

　そこまで言ってから、結城さんの表情がわずかに曇くもる。笑みを浮かべているのに、少し悲しそうに見えた。

「途中までは碧衣に夢中で、ただ『碧衣を好き』だとか『自分のものにしたい』って感情しかなかったんだ。けど、碧衣が涙を浮かべていることに気づいて……怖くなった」

　結城さんの言葉に、あの時のことを思い出す。

　確かに泣いていたかもしれない。でもそれは、悲しんでいたわけでも嫌だったわけでもなくて……。

「今までろくな付き合いをしてこなかった自分が、碧衣を本当に大事にできるのかって……。片想いしてる自分にテンションが上がって、勢いのまま動いたけど、碧衣の涙を見てハッとして……そんな不安に駆られた」

　私と視線を合わせ、つらそうな声で言う結城さんに、慌てて口を開いた。

「でも、あれは……その、生理的なもので……」

　気持ちよくて、何度も甘く攻め立てる結城さんに耐え切れなくなって流れたものだ。それを伝えるのはためらったけれど、結城さんに誤解させて悲しませるわけにはいかない。

　すると、結城さんは「わかってる」と笑う。

「けど、理由なんか関係なく、碧衣の涙を見て我に返って……勢いのまま抱くなんてできなくなった」

　頬を緩めたまま、結城さんが申し訳なさそうに目元を歪ませる。

「自分の気持ちが本当かどうか、確かめる時間が必要だと思った。もしかしたらこの気持ちは一時的なもので、あとになって碧衣を傷つけるかもしれないって考えて……路上で碧衣が泣いていた姿が頭をよぎった。次に、碧衣をあんな風に泣かすのは自分かもしれないと思うと怖くなった」

「だから、距離を置いてたんですか……？」

「近くにいると、衝動に駆られて、また押し倒してしまうかもしれないと思ったから。ごめん」

　目を伏せて顔を曇らせた結城さんに手を伸ばす。

　そしてその頬に触れると、結城さんがゆっくりと視線を上げた。

　まるで怒られた子供みたいに傷ついた瞳と視線が重なる。

「それで、答えは見つかりましたか？」

　私は、そう聞いたあと「やっぱりいいです」と首を振って、今したばかりの質問を取り下げる。それから、不思議そうにしている結城さんを見つめた。

「結城さんは……私を見くびってます」

　瞳を見開いた結城さんに続ける。

「泣かせたら、なんて、結城さんが今から心配するのはおかしいです。私は結城さんに泣かされることがあっても自力で立ち直れるし、どうしようもなくつらい気持ちになったって、時間はかかるかもしれないけど、ちゃんと消化できます」

　結城さんの瞳が揺れる。

「結城さんは……私を信じてしっかりぶつかってくれればそれでいいんです。あとのことなんて、ふたりで考えればいいじゃないですか……。私は……結城さんに好きだって言ってもらえるなら、勢いでもなんでも嬉しいです。私のためを思ってそっけなくされるよりも、ずっと嬉しい……」

　目の前の視界がぼやけていく。浮かんでいた涙が、頬を伝って流れていた。

「ふたりのことなのに、ひとりにしないでください……」

「碧衣……」

「もう……勝手に決めた答えだけを突きつけられるのは、嫌です……っ」

　泣きながら言った直後、結城さんの腕に抱き寄せられて、そのままギュッと抱きしめられた。

　ボロボロとこぼれる涙が、結城さんのＹシャツに染み込んでいく。

　結城さんの体温が、Ｙシャツ越しに伝わってきた。

「ごめん……」

「……避けられて寂しかったんですからね」

「うん」

「途中までされてあんな風に避けられて、私の身体に何か問題があったのかもとか、心配したんですからね」

　一拍置いてから「そんなこと気にしてたの？」と、びっくりした声で聞く結城さんを、腕の中から睨む。

「だって……そうも思うじゃないですか」

　口を尖らせると、結城さんが笑う。それから、穏やかに目を細めた。

「あんなに乱れた碧衣を前に我慢するなんて、気が狂いそうだった。俺にとって碧衣以上の誘惑なんてないよ」

　行為を進めるにあたって、私に何か不手際があったんじゃ……と不安だったのは確かだけど。その不安を解消するためでも、こんな風に言われたら困る。目を逸らしてそのまま胸に顔をうずめると、背中に回った腕に力がこもった。

「結城さんは言い慣れてそうだけど……私はそんなセリフ、言われ慣れてないからもういいです。正直、照れるし困ります」

「俺も慣れてないけど」

　それを聞いて、咄嗟に「そんなわけないじゃないですか」と口にしてしまった。

　だって、結城さんの経験の多さは知ってる。わかりやすい嘘に呆れる私の耳元で、結城さんが笑う。

「いや、本当に。今まで軽い関係を求めてきたって言ったろ。相手が本気にとるようなことは言わないようにしてたから、口説くようなことを言ったのは初めて」

『初めて』なんて言われ、ドキッとして黙り込む。

　それから結城さんは何かを思い出したように一転して、真面目な顔をした。

「そうだ。碧衣と佐々山課長の噂のことだけど」

　腕を緩めた結城さんが、私を見ながら言う。

「多分、広めたのは山川さんなんじゃないかと俺は思ってるんだけど、碧衣はどう思う？」

「……証拠も何もないのに決めつけるのはよくないけど……私も少し、そう思ってます。山川さんは、私と課長の関係も知ってましたし、噂を広めたのは結城さんだって、わざわざ私に言いに来るのもおかしいですし」

　そう答えると、結城さんは口角を上げ「山川さんの言った通り、俺が犯人だとは思わない？」と聞いた。

　探るような瞳を見つめ「思わないですね」と告げると、その理由を聞かれたから、「だって」と口を開く。

「課長にそんなにヤキモチ焼いてるのに、私と課長が付き合っていたなんて噂、流すわけないじゃないですか」

　バツが悪そうに笑う結城さんに続ける。

「それに、結城さんはそんな人じゃありません」

　はっきりと言い切った私に、結城さんは今度は笑みを浮かべ、「ありがとう」と言った。

「どうする？　もう総務課とか企画課では騒いでないけど、まだほかのフロアのヤツらに言われたりしてるんだろ？　俺から山川さんに注意しようか」

「あ、いえ。もう大丈夫です。だんだん消えていくだろうし、今だけですから。それに……結城さんから注意されるのも、山川さんが可哀想ですし」

　山川さんは多分、まだ結城さんが好きだ。だから、結城さんから私を守るような注意をされたら嫌だろう。

　そう思って言った私を、結城さんがしかめっ面で見る。

「碧衣は人がよすぎる」

「……そうですか？　別にそんなこともないですけど」

「佐々山課長を庇ってた時も思ったけど、そこまで相手の感情を考えることないだろ。ひどいことをしてきた相手のためにさえ、自分を犠牲にするようなところは直したほうがいいよ」

　眉を寄せて「見ていて俺がつらくなるから」と言う結城さんに思わず笑ってしまう。

「でも、私も自分勝手な感情で動くこともあるから、大丈夫です」

　そう言ったあと、結城さんを見てニコリとする。

「どうしても欲しいものには手を伸ばすって決めたから」

　伸ばした手で結城さんの頬に触れると、彼は一瞬目を見開き、柔らかく微笑んだ。

「言っておきますけど、昨日、山川さんと話してる時に庇ったのは、いつかみたいに、〝ユウキ〟を課長だと勘違いしたわけじゃないですから。ちゃんと結城大智を庇いました」

　それを聞いて、結城さんが明るく笑った。










「俺の前で、ほかの男の話はやめてください」




　噂なんて流されたところで私は大丈夫。結城さんに言ったことは本当だし、意地を張ったわけでも遠慮したわけでもない。

　山川さんだって、結城さんに恋するあまり、つい魔が差したのかもしれないし。

　今のところ困っているのは、ほかのフロアからの突き刺さるような視線くらいで、それも時間が解決する。だから大丈夫。なんの問題もない。

　……そう思っていたのだけど。

　こうなってくると少し話が違ってくる。

「佐々山くんも結婚が決まったばかりだし、事実ではないとは思うんだが……。コンプライアンス室にまでメールが届いたとなると、何もせずに放っておくこともできないんだ。一応、私のほうから事実関係の確認だけ、させてもらいたいんだが」

　結城さんと両想いになった一週間後、佐々山課長と私は、五階にあるコンプライアンス室に呼び出されていた。

　コンプライアンス室というのは、社内でのセクハラだとかパワハラ、サービス残業など、業務内で不正と呼ばれることを告発する場所だ。もっと細かい話で言えば、例えば風邪をひいて咳をしているのにマスクをしていないだとか、暖房が弱すぎるだとか。そういう困ったことの相談場所にもなっている。

　そこに、『私と佐々山課長が付き合っている』っていう内容のメールが届いたらしい。アドレスはフリーアドレスで、送信元を調べるのは早々に諦めたそうだ。

　コンプライアンス室も、噂のひとつひとつにまで目を光らせているわけじゃないし、恋愛沙ざ汰たなんかはデマも多いから、普段だったら放っておくらしい。

　でも、今回は何度も執拗にメールが届くうえ、今日の朝、コンプライアンス室のドアの下に封書まで挟まっていたみたいで。そのまま放置しておくこともできず、この呼び出しってわけだ。

　本来なら社内恋愛は禁止されてないから、問題ないのだけど、佐々山課長が結婚を控えていることがネックになったんだろう。もし不倫関係になってしまったら、見過ごすことはできない。

　それにしても、山川さん……この間のことが相当頭にきているんだろうか。それとも、結城さんと私が付き合い始めたのをどこかで知ってしまって、この仕打ちなのか。

　山川さんが犯人という確証はないにしても、ここまでしつこいと、〝遊び心で〟なんてことはなさそうだ。何度考えてみても、思い当たるのは山川さんだけだし、勘のいい結城さんもそう感じているのだから、多分そうなんだろう。

　どちらにしても、わざわざコンプライアンス室にメールしたり、ドアに封書を挟んだりするなんていきすぎている。そんなことをしたところで、結城さんが自分のほうを向くと本当に思っているのだろうか。

　そう疑問に思いながら、隣に立つ佐々山課長をチラリと横目で見る。

　予想通り、困惑した顔つきになっている佐々山課長に軽くため息をつきながら、コンプライアンス室の室長に視線を移す。

「噂は私も聞きましたが、事実ではありません」

　簡潔にそれだけ言うと、室長はわずかに顔をしかめながらも頷く。

　表情を見る限り、本当に『一応確認しておかないと』という建前からの呼び出しのようにとれて、少し安心する。

「でも、これだけ社全体に噂が行き交うことは珍しいし、火のない所に煙は立たないとも思っているんだが……。佐々山くんも、噂はデマだと？」

　室長の視線が佐々山課長を捕らえる。

　できれば、感情が顔に出やすい課長に話を振ってほしくはなかった。

　そう思いながらこっそり見ると、課長は「はい」と答えながらも、眉を下げていた。

　これじゃあ焦っているのがバレバレだ。なんでもっと上手に立ち回れないんだろう。私のことは、半年も騙していたくせに。

　まぁでも、よくよく考えれば課長は自分のための嘘は昔から苦手だった。保身が本当に苦手な人で、いつも損ばかり。『もっと器用に生きられれば楽なのに』と思いながらも、そういうところが可愛くも思えて……好きだった。

　そこまで考えて『あれっ？』と思う。保身ができないってことは……私を騙していたのは自分のためじゃなかったってこと？

　だって、課長は付き合って二年弱も経つ相手に、半年の間ずっと嘘を貫き通せる人じゃない。

　だとしたら……あの半年は、私のためだったってことなんだろうか。ただ、私を傷つけたくなくて？

　ごまかしたって、結果は変わらないのに……。それがわかっていても、私を悲しませたくなくて必死に騙していたの……？

　室長に少し聞かれただけでおどおどしている課長の横顔を見ながら、ふっと笑みがこぼれていた。

　この人は本当に……情けない人だ。本当に……しょうがない。

「あの……私から話してもいいでしょうか？」

　室長と課長が私のほうを向く。隣から課長の視線を感じながら、苦笑いを浮かべた。演技のために。

「実は私、佐々山課長のことが好きだったんです。あ、もちろん私の片想いです。課長には告白したけど、きっぱりフラれましたから。付き合ってたなんて噂がどうして流れているのかはわかりませんが……もしかしたら私の勝手な片想いを、誰かが勘違いしたのかもしれません」

　室長の顔に驚きの感情が表れる。

　おそらく、隣に立つ課長も同じような顔をしているだろう。

「佐々山課長は、事実を言ったら私を傷つけると気にしてるんだと思います。……優しい方なので。だけど本当にそれだけで、噂は全くのデマなんです」

　そう、つらく見えるように微笑むと、室長は申し訳なさそうに眉間にシワを寄せた。

「そういうことだったのか……。プライベートなことを聞き出してしまって申し訳なかった」

　どうやら信じてくれたらしい室長に、ホッと胸を撫で下ろす。

「いえ。私のほうこそ室長にも課長にもご迷惑をおかけしてしまって、すみませんでした」

　頭を深々と下げてから、「お願いがあるんですが……」と話を切り出す。

「課長は結婚も決まっていますし、このことは内密にしていただくよう、お願いできないでしょうか。これ以上、ご迷惑をかけるのは申し訳なくて……」

　私のお願いを、室長は快く承諾してくれた。

　もっとも、私がお願いするまでもなく、コンプライアンス室の長ともなれば、べらべら口外するなんてことはないだろう。

　私の嘘をすんなり信じてくれた室長に、少し心苦しくなりながらも、指示された通り、退室する。

　課長はまだ残っているけれど、私がああ言った以上、課長が何か聞かれた時返事に困ったりしても、室長はその態度を私を庇っているとしか受け取らないはずだ。

　片想いしてフラれたなんて、あんな捨て身の嘘を私がついているとは、誰も思わないだろうから。

　恋愛については、ふた股だとか業務に関係するトラブルでもない限り、もっともプライベートな部分だから会社は介入してこない。片想いなんてそれこそ個々の自由で、フラれたとなれば、もう触れてはいけない事実として室長の胸に収まるだろうし。この件に関してはもう問題にされることはないはずだ。

　課長に至っては、『勝手に寄せられた好意を断っただけ』ってことになるし、注意もなしで終わるだろう。

　自分を犠牲にしただとか、そんな考えはなかった。

　別れた以上、付き合っていたことが今さら事実として広まっても、困ると考えただけで。一番丸く収まりそうなことを言っただけだ。

　コンプライアンス室がある五階には、ほかに資料室や会議室があり、ひと間続きの四階とは造りが異なる。コンプライアンス室を出て、左に向き直るとまっすぐに廊下が走っていて、その左側に各部屋が並んでいる。

　三部屋ある会議室はどれも今は使われていないのか、廊下は静まり返っていた。

「高橋さん」

　不意に呼ばれて振り返ると、結城さんの姿があった。

　資料室から出てきたところを見ると、何か調べものでもしていたのかもしれないけれど……。

「また尾行ですか」

　タイミングからして、そっちの可能性のほうが高い。

　呆れて笑うと、結城さんは困り顔で笑った。

「恋人がほかの男と呼び出されたりしたら、気になって当然だと思うけど」

「……コンプライアンス室のそばで、軽率な発言はやめてください。あ、もちろんこの階だけじゃなくて、社内全体でも」

　重々注意してるのに、結城さんは私の言葉なんて気にもとめない様子で、話を進める。

「呼び出されたのは、噂のことで？」

「私と佐々山課長が付き合ってる、っていうメールや封書が届いたみたいで。課長が結婚を控えているから、一応念のための確認って感じでした」

　心配そうな様子の結城さんに、階段を下りながら言う。

「大丈夫ですよ。もう話は終わりましたし、犯人探しをするつもりもありませんから」

　山川さんだとほぼアタリをつけていた結城さんは、きっと本人に問いつめようと考えていたに違いない。

　その証拠に、私のセリフに納得いかないような顔をした。

「でも今回のことはやりすぎだし、注意くらいはしたほうがいいだろ」

「結城さんが注意なんてしたら、火に油を注ぐだけですよ。結城さんの気持ちをなんとか取り戻したくてやってるんだろうし……。結城さんと仲のいい私が、とにかく気に入らないんだと思います」

　私を睨みつける山川さんの目を思い出し、相当目障りなんだろうなぁと思う。

　トントンと階段を下りていると、隣に並びながら結城さんが言う。

「じゃあ、俺からがダメだって言うなら、こっちもコンプライアンス室に報告しようか。プライベートな噂をふざけ半分で自分勝手に広められて、これ以上されたら業務にも支障が出そうだって」

「だからもう、本当に大丈夫ですってば。話は終わったんです。室長も理解がある方で、噂は全くのデマだって信じてくれましたし」

「本当かな？　普通、あれだけ広まってメールや封書まで届いた噂を、当人同士が否定したからって、すんなり信じないだろ」

　結城さんの言葉はもっともだから、納得させるためにコンプライアンス室でのやり取りを説明した。『私の片想いでフラれたってことにした』って。

　すると、結城さんの顔がしかめられたけど……言いたいことはわかっていたから「違うんです」と先手を打つ。

「私にとっても都合がいいから、そうしただけです。結果的に課長を庇ったみたいにはなりましたけど」

　話しながら四階まで下りた時、踊り場で山川さんとばったり出くわした。

　抱えている書類を見ると、結城さんみたいに待ち伏せや尾行をしていたわけではなく、別の階に書類を届けに行くところのようだった。

　山川さんは、私と結城さんが一緒にいることを不快に思ったのか、見るなり顔つきを険しく変える。

　奥まった場所にある階段の踊り場に人の気配はなく、静かだった。

「山川さん、お疲れ様で――」

「山川さん。これ以上、高橋さんや佐々山課長に迷惑をかけるのは、どうかと思いますよ」

『犯人探しはしない、って言ったばかりなのに！』と焦って、隣に立つ結城さんを見上げる。というか、半分睨みつける。

　結城さんはそんな私の視線に気づいているくせに、私には見向きもせずに山川さんをじっと見ていた。わざとだ。

　口元にはわずかに笑みが浮かんでいるとはいえ、あまり穏やかではない。いつも波風を立てないよう、笑顔でスルスルとかわしている結城さんにしては珍しい。

　そんな結城さんの視線の先で、山川さんは不機嫌そうに目を逸らす。

「何がですか？」

「全部言わないとわかりませんか？　とぼけるつもりなら証人を連れてくることもできますが……どうします？」

　そんなことを聞く結城さんに、私は『何を言っているんだろう』って疑問しか浮かばなかったけれど、山川さんは心当たりがあるみたいだった。

『まさか』とでも言いたそうに、目を見開いている。

「証人……？」

「山川さんと仲がいい、派遣の坂さか下したさん、わかりますよね」

　私がわからないでいると、結城さんは私を見て、「茶髪で巻き髪のやたら派手な派遣の人、って言えばわかる？」と教えてくれた。

　失礼にもその説明でわかってしまった。

　確かにいる。仕事で関わったことはないから、食堂とかでたまに見かけるたびに『派手だなぁ』と思うくらいだけど。

　あまり着飾っていない山川さんとは合わないような気がするけど……仲がいいのかと意外に感じた。

「短大の同級生らしいですね。その頃から仲がよかった、って坂下さんから聞きました」

「なんで……結城くんは坂下さんとは、接点なんてないでしょ？」

　目を丸くしている山川さんに、結城さんが答える。

「ありますよ。山川さんと付き合ってた時、一度だけ三人で一緒に夕食を食べたことがあったので」

　思い出したのか、山川さんは「あ……」と小さく声を漏らした。

「山川さんが席を外している時に、坂下さんから、あなたが俺のことを愚ぐ痴ちってばかりいる、って聞かされて。それで、山川さんは恋愛絡みのことを友達にべらべら話すタイプなんだ、ってわかりました」

　私も志穂にべらべら話してるけど、どうしようと苦笑していると、結城さんがそんな私に気づいたように絶妙のタイミングでフォローする。

「ああ、別にそれがダメっていうことじゃないですが。女性はそういう人が多いと思いますし。ただ、それが頭に残っていたから、今回の噂を流したってことも、坂下さんに話しているかもしれないと思ったんです」

　山川さんの表情に焦りが滲みだす。

　やはり結城さんの推測した通り、坂下さんに話していたのだろうか。

「実は、あの時、坂下さんに言い寄られもしたんですよ。言わないほうがあなたたちの仲がこじれないだろうと思って、秘密にしてましたけど。そのことがあって、彼女が俺に興味があるのはわかっていたから近づきやすかったです」

「言い寄ったって……」

　信じられない様子の山川さんに、結城さんは淡々と答える。

「山川さんに内緒で付き合わないかって。こんなこと言うのも失礼ですけど、多分、坂下さんは彼女がいる男を狙うのが好きなんだと思いますよ。以前もほかの派遣社員の彼氏を取ったって話が出てましたから。それが友達の彼氏でも関係なかったみたいですね」

　結城さんは、山川さんをボロボロにするつもりなんだろうか……。

　そう思えてしまうほど容赦ない言葉に、思わず止めたくなる。

　今話しているのは佐々山課長と私の噂を流したことについてなのに、言わなくていいことまでズケズケと……。

　もしも事実なら、坂下さんの本性を知らずにいろいろと相談していた山川さんが可哀想だし、坂下さんとはもう友達をやめたほうがいいだろう。

　そう思うと、やっぱり結城さんを止めないほうがいいのだろうか。結城さんは嘘をつかない人だから。

「坂下さんに声をかけて、山川さんのことを話題に出したら、すぐに教えてくれました。噂を流したことも、それだけじゃ気が収まっていないってことも」

　私の知らないところで、そんなことしてくれてたのか……と驚いて見上げると、結城さんは優しく眉尻を下げた。

「……それが事実とは限らないじゃない。坂下さんが嘘ついてる可能性もあるはずよ」

　明らかに顔色を変えながらも譲らない山川さんに、結城さんがため息をつき、挑発するような笑みを浮かべた。

「そこまで言うなら、家に行ってパソコンでも調べましょうか。コンプライアンス室に突きつけた封書は、どうせパソコンで作ったんだろうし、データが消されていてもその辺に詳しいヤツなら、履歴でもなんでも見つけられる。使っている紙質とかインクからでも、特定はできそうですしね」

　口の端を上げ「俺の知り合いにパソコン関係に詳しいヤツがいますから、呼びますよ」という結城さんの脅しに、山川さんはしばらく黙って思いつめた顔をしていたけれど、観念したのか、うつむいたまま首を小さく横に振った。

　それから静かに、「結城くんが言うように……私がやったのよ」と事実を認める。

「だって……あんな簡単に私をフッたくせに、高橋さんにだけは入れ込んでて……。それが許せなかったのよ。仕事でだって見た目だって、私のほうが勝ってる自信があったし、両方とも努力してきた！　なのに……なんで高橋さんだけが、結城くんの特別なの？」

　納得いかないといったように訴える山川さんの言葉を、上から目線だとか自意識過剰だとか、そんな風には思わなかった。

　企画課では、上から指示された仕事をこなせばいいわけじゃない。個々の発案力や推進力、たくさんの努力が必要だ。

　その中で紅一点で頑張っている山川さんは、本当にそれだけの能力があって、努力も人一倍しているんだと思う。

　激務をこなしながらも山川さんは疲れた顔なんて見せないし、いつもピシッとしていて、手抜きしない。

　私だっていい加減に作業しているつもりはないし、仕事の出来も悪くはないけれど、山川さんには敵わないって素直に認められる。

　外見に至ってはもう、完敗だ。愛想笑いのうまさくらいでは勝てるかもしれないけれど、もとの造りが違いすぎる。

　そんな山川さんに、私だけが特別な理由を目の前で聞かれて、気まずく感じながらチラリと隣を見上げてみる。

『答えに困っていたらどうしよう』と思ったのに、意外にも結城さんは柔らかい表情を浮かべていた。

「申し訳ないですけど、言いたくありません。俺だけのものにしておきたいので」

　ただ単に、言葉が浮かばなかっただけなのかな……と思ったけれど、結城さんが私を見てあまりに愛しそうに微笑むから、本当に愛情みたいなものを感じて、顔が熱を帯びてしまった。

　赤くなったのがバレないよう頬を両手で隠すとそれを笑われて、また少し熱くなる。蒸気でも出てきそうだ。

「もう……いい」

　その声に、一瞬忘れていた山川さんの存在を思い出して視線を向けると、彼女は眉間にシワを寄せて目を伏せていた。表情からは、怒りよりも諦めみたいなものを感じて、なんだか申し訳なくなる。

　結城さんへの想いのぶつけ方は間違っていたと思う。でも、この人も本当に結城さんが好きだったんだ。

　それが表情から見てとれて、胸が苦しくなった。でも、別れて結城さんを差し出すわけにはいかない。

　そう思っているうちに、山川さんは私たちを通り過ぎ、階段を上り始めた。

　その姿を黙ってしばらく見つめていたけれど……あることを思い出して「山川さん！」と呼び止めた。

「あの、課長とのことなんですけど。私が片想いして一方的にフラれたってことになってるので、そういうことでお願いできますか？」

　振り返った山川さんに近づいて小声でお願いすると、思い切り嫌そうな顔をされてしまった。

「片想いって……付き合ってたんでしょう？」

「そうですけど、コンプライアンス室の室長にそう説明したほうが話が早かったんです。フラれたっていうことにしておけば、これ以上詮索されないし、それが一番丸く収まると思ったので」

　きちんと説明したつもりだったのに、山川さんはますます眉間のシワを深くする。

「けど、フラれたなんておかしいじゃない。それこそ、そんな噂が広まったら恥かくわよ？　……高橋さん、プライドとかないの？」

「なくはないですけど……」

「課長にふた股かけられて捨てられたんだから、その通り言ってやればよかったのに。恨んでるんでしょう？」

　呆れたような顔で言われてしまい、思わず苦笑いが漏れた。

　確かにフラれてすぐは、心の中は恨み言だらけだった。

　でも――。

「恨んではないです。本当に好きだった人だから……そんな簡単に好きだった気持ちはなくならないし、恨むなんてできません」

　ポカンとしてしまった山川さんに「こんなことを言えるのは、吹っ切れたからかもしれませんけど」とつけ足したけれど、山川さんの表情は変わらなかった。

「裏切られたのに、好きだったの……？」

「ふた股された挙句フラれたのに、そのあともずっと課長を好きでしたよ。俺が課長のことをちょっと悪く言ったら、『私の好きな人を悪く言わないで』って路上で泣きだすほど」

　私の後ろにいた結城さんが困り顔で笑う。

「その話は出さないでください」と注意すると、「ごめん」と全然反省してなさそうな笑顔で謝られた。

「いくら過去のこととはいえ、ほかの男を好きだとか言われると、気に入らなくてつい」

「今さらじゃないですか。私がどれだけ課長を好きだったか、そばで見てきたんだから。それに、もう終わったことですし」

「それでも嫌なもんは嫌だし。少なくとも俺のいる前で、ほかの男の話題はやめてほしい」

「……ヤキモチが過ぎませんか」

　呆れて笑みをこぼした私に、結城さんも同じように笑いながら答える。

「俺のこと男子高校生くらいに思っててくれればいいよ。それなら、いくら嫉妬深くてもイライラしないだろ」

「男子高校生って……なんでですか？」

「初めてちゃんとした彼女ができる頃だから。高校の時は、周りのことなんて気にしないで、所かまわず四六時中ベタベタしたり、異常に束縛したりする友達を見て、呆れて笑ってたけど。今ならその気持ちがわかる」

　苦笑しながら言った結城さんが続ける。

「ついでに、夢中にさせてもらおうとするものじゃなくて、気づいたら夢中になってるものだっていうのも、身をもって知った」

　いつか私が言った言葉だった。

　誰も夢中にさせてくれないとこぼした結城さんに、まるで授業でもするみたいに話した時のことが頭に浮かんで、思わず笑ってしまう。

　そんな私たちに嫌気が差したのか、呆れたのか。黙って様子を見ていた山川さんが「もう戻るわ」と小さな声で呟く。

　そしてそのまま戻ろうとしてから、振り返って私を見た。

「佐々山課長とのことは、誰かに聞かれても『知らない』って言うから、それでいいでしょ。それと噂のこと……悪かったわ」

「……はい」

　にこやかに頷くと、山川さんは私をじっと見つめてから、ふっと呆れたように笑う。

「佐々山課長のことといい、簡単に許しすぎじゃない？　人がいいところは高橋さんの勝ちね。だからって、別に結城くんとあなたがお似合いだとは思わないけど……もしかしたら、私よりは結城くんの隣にふさわしいのかもね」

　そう言って目を伏せて力なく笑ったあと、山川さんは背中を向けた。

　その背中はまっすぐに伸びていて、キレイだと思った。










「これからもずっと、離すつもりはないから」




「呼び出したりして、申し訳ない」

　土曜日の午前中。

　何度もふたりで過ごしたカフェに行くと、私に気づいた課長が小さく手を上げて合図をした。

　よく来た店の、いつも座っていた席。その頃と違うのは、課長の顔に、以前のような笑顔がないことくらいだろうか。

　ふたりしてコンプライアンス室に呼び出しを食らったのが五日前。

　室長は私の話を信じてくれたようで、私が席に戻って間もなくして、課長も総務課に戻ってきた。

　その姿を見て、安堵のため息を小さく漏らし……これでもう本当におしまいだと思った。課長と……優輝と私の関係が、完全に幕を閉じたんだと。

　結婚祝いの飲み会で、何かを言おうとしていた課長の話をきちんと聞けなかったのが、少しだけ心残りではあるけれど、あの時は聞ける状態じゃなかったんだから仕方ない。

　課長だって、それくらいの失礼は許してくれる。

　そんな風に思って、心の中でこっそり〝さよなら〟を告げた二日後だった。課長から【土曜日、会えないか？】とメールが届いたのは。

「大丈夫です。でも、メールも呼び出すのも、今回限りにしてくださいね。奥様が知ったら、きっと悲しみますから」

　笑って、課長の向かい側に座る。

　課長は私の言葉にわずかに眉を寄せて頷いてから「注文はもう済ませてあるから」と言った。

　間もなくして運ばれてきたのは、カフェモカとカフェラテ。

　この店ではいつも同じ物を頼んでいたから、課長はそれを覚えていてくれたんだなぁ、と懐かしくなる。

　私の前にカフェラテを置いた課長は少し黙ったあと、ゆっくり視線を上げ、私と目を合わせた。

「どうしてもきちんと謝りたかったんだ。高橋さんを傷つけたことを」

　メールを見た時、そうだろうなとは思った。結婚も決まっている状態で私に会おうとするなんて、迂う闊かつというか危なっかしい人だなと呆れながら。

　私のコンプライアンス室での態度で、もう怒ってはいないとわかったはずだ。あの時、事実を言って泣けば、課長を追い込むことができたのに、それをしないで嘘をついたんだから。

　そうまでした私の気持ちは、課長には伝わってなかった、ってことだろうか。

「心配しなくても大丈夫ですよ。課長に仕返ししてやろうだなんて、思っていませんし。正直に言えば、心の中で恨み言を少し呟きましたけど……そこは許してください」

　笑いながら言うと、課長も少し笑みを浮かべる。

「高橋さんが何かするとは思ってないよ。優しい子だっていうのはわかっているし、もしも俺がこのまま謝らなくても、何もしないで気持ちを呑み込むことも。だからこそ……謝りたかったんだ」

　つらそうな顔の課長に、私も同じ表情になってしまう。

　私がもし、いまだに課長とのことを引きずっていたとしたら、今の課長の行動は、余計に私を苦しくさせるだけだったと思うから。きっと、もう戻れないんだってことを思い知って、つらさが増すだけだ。

　悪いことをしたから謝る。それは当たり前のことでも、時と場合によると思う。

「謝って……それを私が受け入れたら、課長は罪悪感がなくなってスッキリしますか？　だったら受け入れます」

　聞くと、課長は驚いて顔を歪めたから、苦笑いで返した。

「少しくらい意地悪言わせてくださいよ。もし、まだ未練があったとしたら、課長の謝罪は自分が楽になりたいからなんだ、としか思えないですもん。こんな風にふたりきりになるのも……迂闊すぎます、本当」

「高橋さん……」

「でも大丈夫です。わざわざ謝っていただかなくても、私はもう吹っ切れていますから。もう私のことは気にしないで、奥様と幸せになってくださって大丈夫です」

　そう言って笑うと、課長は私をしばらく見てから、困り顔でふっと笑みをこぼした。

「一ヵ月ほど前、俺のために開いてくれた飲み会で、きみに謝った時は軽率だった。気遣いが足りなかったと思う。高橋さんの言うように、自分が楽になるだけで、きみにとっては何ひとつプラスにはならない。だけど……今は違う」

　課長が笑顔で私を見る。

「高橋さんの気持ちがほかの誰かに向けられている今なら、謝罪を受け入れてもらえると思ったんだ。俺が勝手にそう感じただけだが……違うか？」

　思ってもみなかったことを言い当てられて、目を見開く。

「……いえ。なんで気づいたんですか？」

　結城さんとのことは、ひと言も言っていない。それ以前に、仕事関係以外の会話はしていない。

　なのに……と、疑問を感じていると、課長に笑われる。

「二年間、高橋さんのことを見てきたんだ。言われなくても表情や雰囲気でわかるよ」

「……そうですか」

「無理して笑っている時、右の口角だけ左に比べて少し上がるとか、言いたいことがあるのに言えずにいる時、耳に触れるとか……。そういう細かい仕し草ぐさもだけど、なんとなくわかるんだ。不思議と」

　私も課長が無理している時とか、『何かあったんだろうな』って時は、何を言われるわけでもなく気づいたけど、お互い様だったってことか。

　二年も一緒にいたのだから、当然と言えば当然だ。それだけ、課長も私をちゃんと見ていてくれたってことだろう。

「さっきの、〝吹っ切った〟って言葉は、本当だと受け取っていいかな？」

　申し訳なさそうに表情を緩める課長と視線がぶつかる。

「もしも、謝ることが高橋さんの負担になるなら、何も言わないよ。もっとも、謝罪したところで俺の犯した事実が白紙になるなんて思っていない。きみとのことは、ずっと胸に刻んで生きていくつもりだ」

　一拍開けてから「今の俺の行動が高橋さんを不快にしてしまったなら、申し訳ない」と頭を下げる課長に、心から「いいえ」と答えることができた。

　こんな人目のある場所で、私なんかに、テーブルにおでこがつきそうなほど頭を下げる課長を、心の底から許そうと思った。

「大丈夫です。以前、飲み会の時……課長の話を聞き入れられなかったこと、私も少し気になっていたので。今回、きちんと話せてよかったです」

　頭を上げた課長に笑いかけると、彼は〝なんとか微笑んでいる〟という感じの顔をする。それから「勝手なことを言っていいか？」と聞いてきた。

「ふた股したうえ捨てること以上に、勝手なことがありますか？」

　笑いながら言うと、課長は笑みを少しつらそうに歪める。

「こんな俺が言っても、説得力に欠けることはわかってる。そのうえで言わせてほしい」

　見つめる先で、さっきまで終始情けない顔しか見せなかった課長が、明るい表情になった。

「碧衣への想いに嘘はなかった。愛してた」

　本当に……この人は仕方のない人だな。情けないし、嘘が下手なくせにふた股の事実だけは必死に隠したりするし、結婚するのに昔の女に〝愛してた〟とか言いだすし。

　浮気してた人が今さら何言ったって、信じられるはずがないのに。こんなの奥さんに聞かれたら取り返しがつかなくなるのに。

　それでも、私なんかのためにわざわざ……本当にどうしようもない人だ。

「知ってます」

　笑おうとしたのに、なぜか涙が浮かびそうになるから、苦笑いみたいになってしまった。

　じわじわと滲んでくる涙に、〝収まれ収まれ〟と心の中で命令する。……なのに。

「碧衣……。本当に、申し訳なかった」

　もう一度そう頭を下げた課長が、男のくせに泣いたりするから。

　頭を下げたまま肩を震わせる課長の姿に、涙が溢れてしまった。

　泣いたりしたら、本当はまだ吹っ切れていないんじゃないか、って変に誤解されそうな気がしたから、課長が顔を上げないうちに席を立つ。そして歩きだす前に、まだ頭を下げたままでいる課長に、少しだけ視線を向けた。

「課長、お幸せに。……さよなら」

　何度も課長と一緒に来た店の出口に、そのままひとりで向かう。そして、思い出に終止符を打つように、ドアを閉め、店をあとにする。

　……はずだったのに。

「嫉妬で焼け死ぬかと思った」

　店を出てすぐに、そんな声が聞こえてきて横を向くと、ドアの横に結城さんの姿があった。

　物騒なことを呟いた結城さんが続ける。

「碧衣に言われた通り、この先の本屋で待ってればよかった」

「……いつからいたんですか」

　ため息をつきながら歩きだすと、結城さんも私の隣に並ぶ。

　土曜日の午前中、駅から離れた通りだからか、人通りは少なかった。

「なんで待ってられないんですか……。『そんなに時間はかからないから』って言ったのに」

「俺も碧衣がそう言うなら、大人しく待ってようと思ってたんだけど」

「けど？」

　歩きながら隣を見ると、自嘲ぎみに笑う結城さんと目が合った。

「もしかしたら、『課長とヨリを戻すかも』って不安が頭をよぎって、いても立ってもいられなくなった」

　なんだか呆れてしまう。結城さんは自分が周りの女性からどういう目で見られているかをわかっている人だし、だからこそ自信満々で余裕がある。

　なのに、なんで私がちょっと課長と話をするだけで、こんなにも弱気になってしまうんだろう。

「いつもの自信はどこに行ったんですか」

「本当に自分でも呆れるよ。もっと落ち着いてカッコよく付き合いたいのに、これじゃガチガチに束縛するうざい彼氏だし。わかってはいるんだけど」

　そう困り顔で笑う結城さんに、私も同じように笑みをこぼす。

　別にうざいだなんて思わない。結城さんが余裕のある態度をとれないのは、私を特別に想ってくれている証拠だから。

　そう考えると、怒るどころか嬉しく感じてしまう。

「課長とは、きちんとお別れしてきただけです。課長が謝ってくれて、私がそれを受け入れて……『結婚おめでとうございます』って話をしただけで、結城さんの気に障るようなことは、ひとつもありません。だから、安心してください」

　見上げて顔をほころばせると、結城さんは少し気まずそうに苦笑いを浮かべた。

「碧衣のことは信じてるんだ。碧衣が俺を裏切って、課長とヨリを戻すなんて本気で考えたわけじゃないし。それでも〝万が一〟って考えたら、不安でたまらなくなって。気を悪くさせるようなことをしてごめん」

「大丈夫ですよ。男子高校生と付き合ってると思えば、こんなのなんともないですから」

「大人しく〝待て〟ができなくても？」

　いたずらっぽく細められた瞳で試すように聞かれて……少し考えてから答える。

「結城さん、もともと大人しく待ってられるタイプじゃないですし。私が文句言っても怒っても、いつも好き勝手に動いてたじゃないですか。漫画喫茶まで無理やりついてきたり、〝大丈夫だ〟って言ってるのに家まで送ったり」

「暴走して襲ったり？」

「襲いかかってきたくせに、急に怖がって私を避けたり」

『まいった』とでも言いたそうに笑う結城さんに、私も笑顔で続ける。

「そういう部分、全部が結城さんだから許せるし、好きだと思えるんです。多分私も、初めて彼氏ができた女子高生なのかもしれません」

『女子高生だなんて図々しい』っていうツッコミを待っていたのに、結城さんは意外にも黙ってしまう。不思議に思って見ると、わずかに顔を赤くした結城さんが、バツが悪そうに目を逸らした。

「……照れてますか？」

　覗き込んで聞くと、結城さんが私の目を手で覆う。

「『不意打ちはやめてほしい』って、前言ったはずだけど」

　私は結城さんの手を笑いながらはがした。

「結城さんだって、同じようなこと言ってたじゃないですか。しかも、冗談言うみたいに平気な顔をして」

　別に責めるつもりはないけれど。結城さんみたいなカッコいい人に〝好きだ〟とか甘い言葉を投げられる私の気持ちを、少しはわかってくれてもいいと思う。

　私が結城さんを意識し始めてからは衝撃も大きくなったし、免疫がつくどころか、言われるたびに過敏になってしまっている気がする。だから、これはもう一種のアレルギーなのかもしれない。

　そんな風に思いながら見ていると、結城さんは不満そうな顔をする。

「なんか誤解してるかもしれないけど、冗談だとか、からかい半分で言ってるわけじゃないよ。まぁ、好きな気持ちを言葉にして、碧衣の反応を試してる部分はあるけど、全部本気だし」

「試してる？」

「碧衣が顔を赤くして嬉しそうにしてるのを見ると、俺を想ってくれてるのがわかって安心できるから。もちろん、『ただ伝えたい』って思いもあるけど」

　結城さんの言葉に、呆れてため息を落とす。

「私は、そんなにコロコロ気持ちが変わったりはしません。だから、試すとかやめてください」

「それに、俺がどんな恋愛をしてきたか、碧衣は知ってるから。俺が好きだって何度伝えたところで、信じてもらえないかもしれない、って前に話しただろ？」

『過去のことは言い訳できないし、変えようがないけど。今、碧衣をどれだけ想ってるかなら伝えられるから。時間をかけて証明させて』

　そう言われたことが頭に浮かんで……思わず笑ってしまった。

　確かに結城さんの過去の恋愛を思うと、不安はある。すぐに飽きて次にいかれてしまうかもしれない、なんてことも考えた。

　だけど、結城さんの私への態度を見れば、弱気な思いなんて小さくしぼんでいく。それなのに、愛情が伝わっていないかもしれないと、心配していたなんて、思わず笑みをこぼしてしまう。

「私も言ったはずです。結城さんの気持ちがただの勢いだったとしても、一時的な感情だったとしても。それでもいいって思えるくらい、私は結城さんを好きだって」

　見上げる先で、びっくりした様子の結城さんがふっと微笑する。

「そんなこと言ってるから、ふた股かけられたうえに捨てられるんだ、って言いたいけど。俺が相手なんだから、そんな注意も必要ないか」

「結城さんのおかげで、課長とのこともきちんと終わらせることができました。これでやっと結城さんと……大智さんと、私全部で向き合えます」

　私がまっすぐな視線を送ると、大智さんも黙って私を見つめ返してくれる。

　自信家のくせに、少し目を離すと、すぐに不安がってしまう優しい瞳に破顔する。

「前、〝リハビリ中〟って話をした時、二倍の大きさにならなければ支えてくれる、って言ってくれたの、覚えてますか？」

　いつか居酒屋で話したことを言うと、大智さんは「もちろん」と返した。

「二倍の大きさにならないように気をつけるので……隣を歩いてくれますか？」

　大智さんは、「ははっ」と楽しそうに笑ったあと、「喜んで」とにこやかに答える。

「二倍になってもシワシワになっても離すつもりはないけど、それでもよかったら」

「許容範囲が広すぎです」

「〝碧衣に限っては〟ってだけ」

　そっと差し出された大智さんの手に、私も手を伸ばす。

　キュッと握られた手を見つめてから視線を上げると、柔らかな表情の大智さんと目が合って。

「映画でも観る？」

「あ、いいですね。何か観たいのあるんですか？」

「胸がえぐられるホラーとか？」

　いたずらっぽい笑みを向けられて、眉を寄せた。

「……じゃあ、私はその間、ロビーで逆ナンする相手を探すことにします。もしかしたら、また大智さんみたいに、ほいほい引っかかってくれる人がいるかもしれないですし」

　大智さんを逆にからかうと、本気で顔をしかめられて怒られる。

　そのまましばらく見つめていると、大智さんが根負けしたように笑うから、私も同じように笑った。

「頼むから、大人しく隣に座っててくれない？　ラブストーリーでもコメディでもアクションでも、なんでもいいから」

　そう聞く大智さんに、笑顔で頷いた。

　映画は今話題の、明るいラブコメにしよう。笑って、最後はちょっと感動できるような。

　そして、その映画を超えるような恋物語を、大智さんと描いていくんだ。

　これから、ふたりで――。
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　大智さんときちんと付き合いだしてから、三ヵ月が経とうとしていた二月初め。

「このたび、総務課に配属されました田た崎さき征せい一いちです」

　課で行われる朝礼。

　社員からパチパチと拍手を送られる田崎さんを、ぼんやりと眺める。

　銀縁のメガネが特徴的。長すぎない黒髪は、特に固めるわけでもなく、自然な感じでトップから流れている。身長は一七〇センチよりも少し高いくらいで、身体つきは細い。顔立ちは整っているけれど……見ている限り、表情がなく、とっつきにくさを感じた。

　常に穏やかな笑みを浮かべている佐々山課長の隣にいるから、余計にだろうか。

　拍手しながら田崎さんを見つめていると、そばにいる金子さんに耳打ちされる。

「もとは証券会社勤務だったんですって。二年くらい働いてたみたいですよ。でも、上司と折り合いが悪くて転職してきたって話です。今回は中途採用だけだし、人数も少ないから、研修は会議室でしたんですけど、私、そのお茶出ししてたんです。で、その時盗み聞きしました」

「盗み聞きって……」

　金子さんの情報収集能力に、相変わらずだなと苦笑いを返しながら聞く。

「〝折り合いが悪い〟って、ずいぶんクセのある上司だったとか？」

　上司と合わないなんて珍しいことじゃない。でも、それを理由に転職を考え、実際に行動してしまうってなると、よほどだ。

　金子さんは、納得いかなそうに言う。

「上司がフランクすぎるとかそんな感じらしいです。田崎さん、すごく真面目みたいで、上司の緩さに我慢ならなかったようで。いいと思いますけどねー。緩い上司」

『まぁ……厳しいよりはいいかな』と思うものの、私もどちらかというと真面目なほうだから、田崎さんの気持ちもわかる。

　田崎さん、見るからに堅物っぽいし。

「それにしても見た目いいですよねー。ストイックって感じするし、これは結城さんとはまた違った魅力で、女性社員に人気出ちゃいそうですねー」

「……聞こえたらどうするの？」

　いくら後方にいるとはいえ、そんなことを言いだした金子さんにハラハラしていると、不意に課長に「高橋さん」と呼ばれた。

　さっきの金子さんの発言が聞こえてしまったのかと思い、びくっと肩が跳ねる。

「はい……？」

「田崎くんの指導を頼めるかな。彼は課内で与えられる仕事内容も手順も、もう理解しているから、彼が困った時だけ手を貸す程度でかまわないんだが……」

　本来なら、一番下の若手が指導係につく。

　今、課内で一番の若手は金子さんだけど……課長が彼女じゃなく、あえて私を指名した理由がわかるから、素直に頷いた。

　金子さんも仕事はきちんとするけれど、あのゴシップ好きだ。あまり相性がいいとは思えない。

　田崎さんの席は、私の右隣になった。

「はじめまして。高橋です。何かわからないことがありましたら、気軽に聞いてください」

　席に着いた田崎さんに自己紹介すると、「田崎です。いろいろご迷惑をかけるかと思いますが、一日でも早くひとりで仕事がこなせるよう努力します」と、しっかりした返事が返ってくる。

「仕事の内容や手順については、理解しています。しかし、実際にするのと話を聞くのとは別ですので、何かわからない点がありましたら、質問させてください。その他、僕の仕事を見ていて引っかかる部分があったら教えてください」

「あ……はい。あの、田崎さん。もう少しくだけた話し方でも大丈夫なので……。気を遣わないでください」

　私のほうがひとつかふたつ年下のはずだから、気が引けながら言う。

「ただでさえ、新しい仕事で緊張すると思いますので、そっちに力を注いでください。私や周りに対してそんなに気を張っていると、初日から疲れちゃいますよ」

　余計な心遣いだったのか。田崎さんは私をじっと見たあと、複雑そうな顔をして「はい」と答えた。




　結果的に言うと、田崎さんは相当優秀なんだと思う。仕事内容や手順を聞いた初日から、それをその通りこなせる人なんてそうそういない。

　私なんて、先輩の足を引っ張らずに自分だけで仕事ができるようになるまでには、三ヵ月近くかかったのに。

　……田崎さんは、もう明日、明後日あさってから即戦力になりそうな勢いだ。

　きっともとから頭のキレとか、要領がいいんだろう。正直、指導係なんて必要ないんじゃないかと思う。

　質問されることはあるものの、言えばすぐに理解してくれるし、同じことを何度も聞いてくることもない。

　指導を任された時は、コーチ時間をとられるぶん、自分の仕事が進まなくて『残業になるなぁ』と覚悟したのに、それもいらない心配だったみたいだ。

　そんな田崎さんを案内がてら食堂に連れていき、向かい合わせでランチを食べる。すると、遅れてお昼休憩に入った金子さんが、目をらんらんと輝かせながら私の隣の椅子を引いた。

　金子さんにしてみれば、外見的にも能力的にも有望株の田崎さんは、恰好のターゲットなんだろう。

　私にぶつかる勢いで椅子に座った金子さんが、わくわくという音が聞こえてきそうな表情で田崎さんに話しかける。

「田崎さん、仕事どうですか？　慣れました？　前の職場と比べてどうですか？　ちなみに、前の会社では女性社員って多かったですか？　あ、欲張りオムライス食べてるんですねー。おいしいですよね」

　欲張りなのはオムライスじゃなくて、金子さんの質問のほうだと苦笑する。

　内心ツッコみながらも、黙って食べていると、田崎さんは戸惑った様子もなく答える。

「仕事自体にも、職場の雰囲気にもまだ慣れませんが、いい環境だとは思います。以前の職場はいい加減な上司のせいでまとまりがなく、ガタガタだったので。女性社員の割合は、三割くらいだったかと。オムライスは、五百円のわりには具だくさんでおいしいです。グリーンピースも入ってますし」

　今朝、課長の隣で紹介されていた時から思っていたけど、やっぱり無表情というか、ポーカーフェイスらしい。金子さんに怒涛の質問攻撃をされても、ちっとも表情が崩れない。

　事務的に淡々と返す様子は……なんだかおかしく聞こえて、笑いそうになってしまう。

　でも、オムライスに満足したようで安心する。

『何かお勧めのメニューはありますか？』って購買機の前で聞かれて咄嗟に答えたものの、男の人にオムライスってどうだっただろう、って不安だったから。

　姿勢よくキレイに食べる田崎さんを見ていると、〝行ぎょう儀ぎがいい〟って言葉がすっぽり当てはまりそうで、なんだかおかしかった。グリーンピースが好きで、オムライスを喜んで食べちゃうところも、こう……仕事がデキてストイックそうなのに、若干の子供っぽさが残っているというか、可愛い。

「へー、女性社員のほうが少なかったんですか。じゃあ、人気の高い女性社員の取り合いとかありました？」

「正直、あまりそういうことには興味がなかったので、よくわかりません」

「興味がないというと!?」

　食いついた金子さんに、田崎さんはスプーンを口に運びながら答える。

「過去に女性にひどい裏切りを受けたので、それからは恋愛はもう。結婚は必要に迫られたら、お見合いでもすればいいと思ってます」

『ひどい裏切り』と聞いて、そういう経験をしている人は案外たくさんいるんだなぁ、とぼんやりと思う。

　私はもうすっかり吹っ切れたけど、もしもあの時大智さんと出会ってなかったら、今も引きずったままだったかもしれない。

　田崎さんが今も相手を想っているのかは、無表情な顔からはわからず、なんとも言えない。

　それにしても……と思い、口を開いた。

「田崎さん、話したくないこと言わなくていいんですからね？」

　金子さんの質問ひとつひとつに答えていたら、丸裸にされてしまう。

　そう思い言うと、田崎さんはわずかにキョトンとした。

「いえ？　聞かれて困ることもないので、話したくないとかはないです」

「あ……そうですか」と気が抜けてしまっていると、金子さんが笑う。

「なんか、田崎さんって変わってますねー。頭いいのに、ちょっと抜けてるっていうか、少しズレてるっていうか。そういうギャップが人気に繋がりそうだと思いません？」

　グリンとこちらを向いた金子さんに「そうだね」とだけ答える。

　本人の前でどんな反応をすればいいのか少し戸惑ったけれど、田崎さんは興味なさそうに黙々と食べている。

　本当に、ちょっとズレているのかもしれない。

　確かに田崎さんのギャップは可愛いと思うし、この見た目だから人気も出るんだろうなぁ、と考えていると、金子さんが楽しそうに言う。

「来週に控えたバレンタインが楽しみですよね。初めて〝結城さんにライバル出現！〟って感じで」

　急に出てきた名前に内心ギクリとしていると、金子さんは私の顔を覗き込む。

「先輩、あげないんですか？　結城さんに。絶対お似合いだと思うんですけどー」

　大智さんと私の関係を秘密にしようって言ったのは、私からだ。

　いくら社内恋愛がＯＫだとしても、公にしたところで、ふたりにとってプラスに働くことなんてほとんどない。周囲からそういう目で見られるのも嫌だし、正直、大智さんに想いを寄せる女性社員から目の敵にされるのも面倒だ。

　それでも……誰かが大智さんに告白したなんて話を聞いてしまえば、何も感じないわけではないけれど。

　金子さんは、いまだに大智さんと私がお似合いだなんだって、ことあるごとに言ってくるから困る。

　陰ではしっかり付き合っているだけに……反応がわざとらしくなっちゃうんじゃないかっていう不安もある。

「でも結城さんって、チョコ受け取らない人じゃなかった？　ほら、去年も誰からももらわなかったって、金子さん言ってたじゃない。その謎は解けたの？」

　目を泳がせながら矛先を変えると、金子さんは「それがまだなんですよー」と悔しそうに言う。

「あそこまで頑なに受け取らないってなると、多分、お返しが面倒だからだとは思うんですけどねー。だって、決まった相手がいないってなるとそれ以外、断る理由なさそうだし。……あ、甘い物が苦手とか!?」

「結城さん、甘い物は別に苦手とかじゃ――」

　うっかり言いだしてしまってから、『しまった』と思い、言葉を止める。金子さんの視線がこちらに移動するのが、まるでスローモーションのように見えた。

　なんで知っているのかを問おうとしているのが大きな瞳からわかり、言い訳を頭に巡らせていた時。

　それまで黙って聞いていた田崎さんが「あの」と声を出した。

「結城さんって？」

「ああ……えっと、企画課にいる、結城大智さんのことです」

　救われた思いになりながら答えると、金子さんも説明し始める。

「仕事もできるうえ、見た目が極上の、社内きってのモテ男です。でも、軽い恋愛が好きみたいで、言い寄ってくる女性社員を吟味しながら遊んでるので、性格は……あれ？　でも、そういえば最近、その手の噂聞かないですね」

　せっかく助かった気でいたのに。

　変わった話題も心臓に悪く、頭を抱えたくなる。

「おかしくないですか？　今まではコンスタントにそういう噂が流れていたのに、気づけば最近めっきりないなんて」

「……そう？　でも、いくら結城さんだってもう、そんなに遊んだりする歳じゃなくなったんじゃない？　それより――」

「相変わらずなんですね。結城さん」

　話を逸らそうと、午後の仕事について金子さんに話題を振ろうとしていたのに。

　田崎さんが呟くように言った言葉に、また話を戻される。

「『相変わらず』ってどういう意味ですか？」と聞いた金子さんに、田崎さんは表情を変えないまま答えた。

「大学の二年先輩なんですよ。その頃から結城さんは遊び人って感じで、適当だったので。学生のうちならまだしも、社会人になった今でも、あんなこと繰り返して周りに迷惑かけてるなんて……いい加減、変わってもいいと思うんですけどね」

　なんとなく、棘のある言い方だった。

　別に、仕事さえきちんとしているなら、恋愛なんて個人の自由だし、周りがどうこう言うことじゃないと思うけど。

　まぁ、大智さんの場合、それでも思わず口出ししたくなるほど突き抜けていたし、実際私も話すようになったばかりの頃は文句を言った気がするから、強くは言えない。

　それにしたって……と思いながら黙っていると、〝興味津々〟って言葉がおでこに貼りついているような顔で金子さんが言う。

「えー、同じ大学だったんですねー。そしてやっぱり、結城さんって大学の頃からモテて遊び放題だったんですかー。まぁ、予想はつきますけど……そっかー」

　ひとしきり驚いてから、うんうんと頷き、納得した様子の金子さんが、再び田崎さんに視線を移す。そして「でも」と、ニヤリとした笑みで続けた。

「今の言い方だと、田崎さん、結城さんに個人的な因縁でもありそうに感じちゃったんですけど……〝あんなこと〟って、何かあったりしたんですか？」

　優秀なアンテナで、何かしらを受信した金子さんがうずうずしながら聞くと、田崎さんは「ごちそうさまでした」と手を合わせてから、金子さんに話しだした。




　その日、【帰りに寄ってもいい？】と大智さんからメールが来たのは、定時を少しすぎた時だった。

　大智さんが部屋に寄るのは珍しいことではないから、了解の返事だけして、十八時過ぎに会社を出た。

　そして、私に遅れること一時間、大智さんが部屋に来た。

　用意しておいたグラタンをふたりで食べ終わった時、大智さんが「碧衣の所に来た、田崎のことなんだけど」と話を切り出した。

「大学の時の後輩なんだよ。ただ、詳しくは知らないけど、俺はどうも恨まれてるらしくて」

「ああ、知ってます。昼休みに田崎さんから話を聞いたので」

　食後にと、紅茶を淹れながら答えると、使った食器をキッチンに運んでくれていた大智さんが目を丸くする。

「なんでも、田崎さんが言うには大学時代、彼女を大智さんに取られたとかで。顔がいいだけの男に、ひょいひょいそそのかされる彼女も彼女だけど、恋人がいるのを知りながら軽い気持ちで彼女に近づいて、奪おうとする大智さんには、男として憤りを感じる……ってことでした」

　まさか、田崎さんが会ったばかりの金子さんにここまで詳しく、かつ愚痴っぽい話をするとは思っていなかっただけに、あの時は唖然としてしまった。あの金子さんでさえ次の質問が出なかったのだから、よほどだ。

　田崎さんは、自分のことを隠したりしない人なんだろうとは思うけど、職場で話すことではない。本人が自覚しているかどうかは別として、聞いている側からしたら、大智さんの悪口がほとんどだったし。

　付き合い始めてから新たに買ったお揃いのマグカップに、紅茶を注いでいく。

　黒と白の太目のボーダー柄は、シンプルだけど可愛くてお気に入りだ。

　大智さんはシンクに食器を置きながら、眉を寄せて笑った。

「なんか、ずいぶんな言われ方だな」

　大智さんの、こういうところがすごいと思う。

『ずいぶんな』……というよりも、かなりひどい言われ方をしているっていうのに、笑えるなんて……。おおらかで好きだ。

　だから、私はなんでも安心して報告できるのだけど。

「とりあえず、金子さんにはそのことを言い広めないように伝えました。大智さん側の話も聞いていないのに、田崎さんの言うことだけを鵜呑みにするのはよくないって」

　金子さんも、田崎さんのカミングアウトには戸惑ったみたいで、『そうですよね』と同意してくれたからよかったものの……。もしも、田崎さんが私たち以外にもほいほい言ってしまうと、噂に歯止めが利かなくなる。

　正直、大智さんの女関係の噂なんてもともとひどいから、今さら広まったところでマイナスにはならないだろう。

　それでも大智さんがひどいことを言われるのは嫌だ。過去のことを今さら言われるのだって可哀想だし。

　それに、多分――。

「本当のところはどうなんですか？」

　マグカップをテーブルに置き、ふたりで座ったところで言うと、大智さんは少し驚いた顔をしたあと、微笑む。

「田崎の話、完全には信じてないんだ」

「大智さんはまず、自分からそそのかすようなことはしないし、わざわざ恋人のいる女の子に手を出すなんてこともしないでしょ」

　そういう真剣な想いが交わっているところに、自分から割り込んでいったりはしない。トラウマを抱える前のことかもしれないけれど、そもそも、大智さんはそこまで非情な人じゃない。

　それを知っていただけに、『田崎さんはなんでそんな見方をしちゃったんだろうなぁ』と考えていた。

　大智さんは「さすが」と笑ったあと、怪訝そうに言う。

「真実っていっても、正直あんまりその子のこと覚えてないんだよなー……。ただ、あとになって田崎が俺に『あんな女、くれてやる！』みたいなことを言ってきたのだけは覚えてる」

「あんな女……」

　ひどい言い方だなとため息を落とすと、大智さんが私の顔を覗き込む。

「碧衣にはわからないだろうけど、自分をフッた相手を憎むヤツだっているだろ。俺だって多分、適当に遊んだ子には憎まれてるだろうし、〝あんな男〟って言われてると思う。俺を優しいなんて言うのは碧衣くらいだよ」

「……まぁ、それは否定しません」

　そう言いながら紅茶を飲んだ私に、大智さんは「辛しん辣らつだな」と苦笑いを漏らす。

　大智さんは過去のことに嘘もつかなければ、言い訳もしない。大智さんの過去に、いい部分なんてほとんどないのに感心する。

　彼の正直なところは、関わり始めた頃からちっとも変わっていなくて、それがなんだか嬉しかった。

　そういう大智さんを知っているから、私は周りに何を言われても、彼を信頼できるのかもしれない。

「〝あんな男〟ってたくさんの人に思われてる大智さんが、本当はこんなに素敵な人だって知ってるのが私だけなんて、ちょっと優越感を覚えます」

　単に、本当に思っていることを何げなく口にしただけだった。なのに、隣から伸びてきた手に突然、抱きしめられるからびっくりした。

　紅茶をこぼさなくてよかったと思いながら「大智さん？」と呼ぶと、肩に深いため息が落とされる。

「碧衣は、そういうこと無意識に言うから心配になる。ほかの男が碧衣にそんな風に言われたら、絶対、勘違いするし」

「単純な褒め言葉なら、ほかの人にも言いますけど……〝優越感〟なんて、大智さんにしか言いませんよ」

「〝男らしい〟とか〝頼りになる〟とか言われただけで、その気になる男だっているし」

　少し拗ねているのか、不満そうな声で言う大智さんに、こっそり笑みをこぼしながら背中に手を回す。いつか大智さんが言っていた通り、着やせして見えるけれど、本当はがっしりしている身体を抱きしめた。

「だとしても、ちゃんと断れますから」

「別に、碧衣を信じてないわけじゃない」

　すぐにそう返した大智さんが、しばらく黙る。そして私の肩に顎を置いたまま言う。

「ワガママなのはわかってるけど……田崎にはあまり近づかないでほしい」

「なんでですか？」

「なんとなく嫌な感じがするから」

　大智さんがあまりに漠然とした返事をするから、思わず笑ってしまう。

「私、一応指導係なんですよ。『仕事するな』って言ってるのと同じです」

「わかってるよ。でも、俺の勘よく当たるし」

「それは知ってますけど……でも、仕事は仕事ですから」

　そう言うと、大智さんがため息をついた。

「どうせ碧衣は『仕事だから』って、俺の言うことになんか耳を貸してくれないだろうってわかってる。それでも……言わなきゃ気が済まなかったんだから、しょうがないだろ」

　不貞腐れたような声に、今度はクスクスとしっかり笑ってしまってから、回した腕に力を込めた。

　まったくだとか、やれやれだとか、もちろん思うけれど……こんなことで拗ねちゃう大智さんが可愛くて仕方なかった。

　自分の悪口を笑ってかわせる心の広い人だって知っているからこそ、こういう時に見せてくれる心の狭さが嬉しい。〝特別だ〟って言われてるみたいで。

　よしよしと頭を撫でながらしばらくそうしていると、落ち着いたのか、大智さんが言う。

「田崎って、会社でどんな風？」

「まだ一日なのでなんとも……でも、すごく真面目そうです。少しズレてて、聞かれるとなんでも答えちゃったりするから、そのギャップが女性社員を魅了するんじゃないかって、金子さんが言ってました」

「ふーん」と呟くように言った大智さんに、「でも」と続ける。

「私はあまり」

　大智さんは私を抱きしめたまま、私の髪をいじりながら「碧衣が人を嫌うって珍しい」と言う。

　田崎さんは仕事に真剣に取り組んでいるし、嫌う部分なんて普通ならないのかもしれない。少しズレた部分も、最初は好感が持てた。

　……でも。

「個人的な理由ですけど……だって、大智さんのことをあんな風に目の前で悪く言われたら、頭にもきます」

　全部が全部嘘ではないにしても、面白くないに決まっている。

　すると、大智さんは「ハハッ」と笑う。

「それは嬉しいけど、俺、こんなだから真面目なヤツには基本嫌われるんだよ。田崎みたいに誠実な人間からしたら、最低だって捉えられてもおかしくないし。だから、碧衣が受け入れてくれてることが俺には不思議だけど」

　確かに私は、どちらかといえば田崎さん側のタイプだ。

　だから〝遊び人だ〟と謳うたわれる大智さんを、最初こそ警戒していたけれど……。

「大智さんは、自分で思ってるほど、いい加減でも遊び人体質でもないって、自分でもっとわかったほうがいいですよ。大智さん、案外真面目ですから」

　付き合って三ヵ月が経つけれど、その間に思い知ったのは、大智さんのマメさだ。

　仕事が忙しいのは知っていたから、『一緒に過ごすのは別の日でいい』と伝えていたはずのクリスマスイブ。

　大智さんは仕事のあと、白い息を吐きながら部屋に来てくれた。

　時間は二十二時。

　夕飯もまだだという彼に、呆れればいいのか嬉しくなればいいのかわからないまま、玄関先で抱きしめられたのは、記憶に新しい。

　一緒にテレビを見ている時とかに、私が何げなく『このスナック菓子、新しい味出たんですね』なんて言えば、次に部屋に来た時にはそれを持ってきてくれたり。

　会社で少し咳をしていれば、体調が悪いのかと心配してメールをくれたり。マメと心配性、そして過保護の合併症状態かもしれない。

　とにかく、そんな調子で大事にされているのを身をもって知った三ヵ月間。そこに大智さんのいい加減さなんて、微塵もなかった。

「確かにフランクで親しみやすいから、誤解を招くかもしれませんけど、それって別に悪いことじゃないと思いますし」

　そうだ。別に悪くない。〝軽い〟っていっても、大智さんの場合、スッと仲良くなれるだとか、とっつきやすいとか、そういう意味合いが強い。

「もともと適当なのって女性関係にだけですし、そこがちゃんとしてる今の大智さんを悪く言う人なんて……」

　と、そこまで言ってから口ごもった。ひとりで大智さんへの気持ちを打ち明けてしまったみたいで、恥ずかしくなったから。

　大智さんの肩口におでこを寄せて黙っていると、彼が「あれ、もうおしまい？」と言う。楽しそうな声だった。

「なんか……勢いに乗って話しすぎました」

「俺は嬉しかったけど」

　上機嫌に言った大智さんが、私の肩をつかみ、抱きしめていた身体を少し離す。

　鼻先が触れるか触れないかの距離だった。

「俺は、誰に何を言われても、碧衣が好きでいてくれるならどうでもいい」

　大智さんはそうだとしても、私が嫌だ。

　もっと言えば、事実以上に悪く噂されていることには、大智さん自身にも怒ってほしい。

　でも、そんな押し問答を続けていても意味がないから、諦めて息をついた。

「気に入らないっていうなら、〝俺が一途になった〟って噂を、上書きすればいいと思うんだけど」

「……それはちょっと」

　困って眉を寄せると、大智さんは私の答えなんてわかっていたみたいに笑う。

「まぁ、碧衣が隠したい、って言うなら我慢するけど」

　そう言い、チュッと軽く触れるだけのキスをした。

　私との関係をバラして、私が幸せな顔で笑ってれば、何よりの証拠になるんだろうけれど……やっぱり気は進まない。

　でも、『バラせば、バレンタインに大智さんにチョコを渡そうとする女性社員も減るのかな』なんて考えて、『そうだ！』と思い出した。

「大智さん、十四日、よかったら部屋に寄ってもらえませんか？　できたらでいいんですけど……」

　どうしても十四日に渡さなければならないわけではないから、別の日でもかまわないけれど……やっぱり、できるなら当日に渡したい。

　大智さんは「十四日？」と不思議そうにしたあと……その意味に気づいたのか、ふわっと柔らかく微笑んだ。

「もちろん」

「なるべく早く帰ろうとは思ってるんですけど、もし遅くなっちゃったら――」

「いいよ。何時間でも待ってる」

『連絡を入れる』って伝えようとしたのに。かぶさった言葉に驚く。

　あまりに嬉しそうな顔と声に、一瞬言葉を失ってから、笑みをこぼした。




　そして十四日――。

　本来ならさっさと仕事を切り上げて帰る予定が、大幅に狂っていた。

　田崎さんを含めた中途採用の方々の歓迎会を、よりによって今日、しかも課の垣根を取っ払って、社全体で行うことになってしまったから。

　おそらく、ただ騒ぎたいだけのお祭り好き社員が言いだしたんだろう。

　うちの会社では、年に何度か社内の食堂や中庭で、飲み会を行うことがある。料理はデリバリーの物を頼み、アルコールなんかは男性社員が買い出しに走るのだけど、その際の経費は、通常の飲み会とは違って会社持ちだ。

　そういう飲み会が、今年度はまだ一度しかできていなくて、経費があまっていたらしい。その影響で歓迎会が合同に、そして大規模になったみたいだ。

　会費がかからないのは、お酒をあまり飲まない私にとっては魅力的だし、社内でできるのなら、いつかみたいに店探しをしなくていいから楽だ。

　それでも、この話を聞いた時にため息が出てしまったのは、日付の悪さはもちろんだけど、片づけが面倒だから。

　料理の調達、アルコールの買い出しは男性社員の多い課が、片づけは女性社員の多い課が順番で行うというのが、私が入社した頃からの決まりだ。

　そして、今回の片づけは総務課が担当する。

　またゴミ袋片手に分別しながら、ひとつひとつのテーブルを片づけるのか……と思うと、飲み会が始まる前から気が重かった。

「今回入社したのが十一人で、ほとんどが現場のシフト組ですって。だから、事務系に来たのは田崎さんと、計画課にひとりだけらしいですよ」

「そうだっけ。よく覚えてるね」

　歓迎会用に、テーブルがセッティングされた食堂。

　会が始まって三十分経ったところで乾杯分のビールがなくなったから、新しいアルコールを取りに行く。

　部屋の前方にまとめて置いてある数種類あるアルコールの中から、缶チューハイを一本取りながら、金子さんが続ける。

「ちなみに、なぜバレンタイン当日になったかというと、男性社員にチョコを渡したい女性社員の陰謀です。まぁ、片想いしてる人にとっては、渡す絶好のチャンスですもんねー」

「ああ……だから今日なんだ」

「計画課に、坂下さんっているじゃないですか。あ、ほら、あそこにいる、茶髪で巻き髪の派手な人。わかります？」

「あ、うん。派遣社員の子だよね」

　いつか、大智さんにも同じような説明をされたなぁ、と思いながら金子さんの視線の先を追う。

　坂下さんはニコニコしながら、男性社員に料理を取り分けているけれど……あの中に狙ってる人でもいるんだろうか。

「今回、『合同の歓迎会にしよう』って言いだしたのは、計画課の別の男性社員なんですけど、『十四日にしたい』って言ったのは坂下さんらしいですよ」

「そうなんだ……」

「『正直ちょっとなー』って思いますよね。すごく私利私欲な理由だし」

　それは本当に、私もどうかと思う。

　ただ、『十四日だけはやめてほしかった』なんていうのも私的な望みだし、どっちもどっちか、と抱えていた不満をため息で吐き出す。

「坂下さんが狙ってる人、知りたいですか？」

　隣を見れば、『言いたい！』とおでこに書いてあるような顔をする金子さんがいて、素直に耳を寄せた。

　確か大智さんが言ってた話だと、坂下さんは人の彼氏を取るのが好きらしい。だとすれば、今狙ってるのも、彼女がいる人なんだろうか。

　そう思いながら寄せた耳に、金子さんが小声で言う。

「どうも結城さんっぽいんですよね」

「えっ」

　思わず声を漏らした私に、もとの距離をとった金子さんが続ける。

「坂下さんって、人の彼氏を取るのが好きみたいで、今まで散々、社内のカップル引っかき回してたんですよ。でも、二ヵ月前だかに、それが結構おおごとになっちゃって、懲こりたみたいで」

「……おおごとって？」

「庶務課だかの課長に言い寄ったら、全然なびかないどころかコンプライアンス室に、『しつこく言い寄られてる』って相談されちゃったとかで」

　それが理由で人の彼氏を取るのをやめたとしても、だからってなんで大智さんなんだろうと考えていると、金子さんが教えてくれた。

「結局、今年度いっぱいで派遣契約を切ることになったので、坂下さん、来月末でいなくなるんですって」

「え……そうなんだ」

　びっくりしたけど、坂下さんがしていたことはひどいし、今までのことも踏まえて判断されたのかもしれない。

「うちの会社って大手だし、正直将来だって安泰じゃないですか。辞める前に、誰か捕まえようとして、真っ先に結城さんが浮かんだってところじゃないですかね。先月くらいからアプローチすごいですもん。気づかなかったですか？」

「うん……全然」

　大智さんとは、お昼の時間が重なることってあまりないし、周りにバレないように意識して接触を避けていたから、社内ではほとんど目も合わせなかった。

　大智さんだってそんなこと全然言わなかったし……と考えてから、まぁ言わないかと思う。『言ったって、ただ心配させるだけだ』って考えてもおかしくないから。

「仕事もデキて外見もいい……で、ここ最近、女関係の噂がめっきりなくなったってなればもう、狙うのはそこしかないですよね」

　大智さん以外にも男性社員はたくさんいるけれど、上から狙っていくつもりなら、大智さんからってなるのはわかる。……欲目だろうけど。

　だから「かもね」と返事をすると、そこに過剰反応した金子さんが、顔をグリンと勢いよくこちらに向けた。

「『かもね』ってことは、先輩の中でも結城さんのランキングは高いってことですよね？　もしかして、今日チョコとか用意して――」

「金子さん、そろそろお酒持って戻らないと。今日は田崎さんが主役なんだから、ここでいつまでも盛り上がってても仕方ないし。ね」

　嫌な方向に走りだした話題をわざと断ち、口を尖らせる金子さんを連れて席に戻る。

　長机を横にふたつ並べた長方形のテーブル席。

　田崎さんの隣が空いているからそこに座ると、金子さんもその隣の椅子を引いた。

「田崎さん、ビールで大丈夫ですか？　一応、いくつか持ってきてみたんですけど」

　缶を見せながら聞くと、田崎さんはすっと立ち上がり「僕のぶんまですみません」と頭を下げようとするから、慌てて止める。

「私も取りに行ったついでですし……あの、そんなに気を遣わないでください。金子さんなんて、私が持ってきたって、きっと座ったままですよ」

　そう笑いながら言うと、金子さんは「でも、お礼は言いますもんー」と明るい声で言う。

　正直、これくらいの関係がちょうどいいと思う。変にきちんとしすぎるより、居心地がいい。

「あ、でも、それだと田崎さんが逆に疲れるっていうなら、今のままでもかまいませんから」

　性格もあるだろうし……と思っていると、田崎さんは少し黙ったあと、「考えてみます」と答えた。

　本当に真面目だ。

　今日のテーブルの配置は三列。一列が三つのブロックに分かれているから、全部で九つのブロックがあることになる。私たちが座っているのは、一列目の一番奥だ。

　なんとなく見回すと、隣の列の真ん中のブロックに、大智さんの姿を見つけた。大島さんと何か話しているみたいだ。

「ところで田崎さん、私たちが飲み物取りに行っている間に、ほかの課の女性社員と話してましたよね。チョコもらったの見てましたよー」

　缶チューハイをプシュッと開けながら言ったのは、金子さんだ。

　さっき私と話しながら、そんなところまで見ていたのかと感心する。

　本当に目ざとい。

「昼休みにも受け取ってましたよね。いくつもらったんですか？」

「お昼に三個で、さっき四個目いただきました」

「大量じゃないですかー。ちなみに、タイプの人とかいました？」

「タイプも何も、こちらも仕事上の付き合いとして、いただいているだけですから。こんなの、職場での関係をよくしておくための、ただの潤滑油でしょう」

　田崎さんは、メガネの位置を直しながら淡々と言う。

　それが本心なんだろうけれど……聞いていてあまりいい気はしない。

　義理チョコだったとしても、せっかく田崎さんにって用意した物なのに……と考えていると、珍しく金子さんが不機嫌そうな声を出した。

「『こんなの』って……そういう言い方ってどうなんでしょうね」

　金子さんは普段からとにかく明るいし、何に対してもわりとあっけらかんとした顔で対処することが多い。セクハラみたいなことをされても笑ってかわすし、ちょっとした嫌味を言われたって、気にしていない様子で『以後気をつけまーす』と明るく笑う。

　そんな金子さんが……と思わず隣を見ると、彼女の眉間にシワが寄っていて、声を失う。

「確かに、潤滑油っていえばそうですけどねー。それはお互いわかってても口にしないのが暗黙のルールっていうか、思いやりじゃないですか？　なんでもかんでも、思ったことをそのまま言うのって、優しくない気がしません？」

　首を傾げて聞く金子さんに、田崎さんはわずかにムッとした様子で口を開く。

「隠したほうがいいことなんてないでしょう。大体、年下の金子さんに、そんなことまで口出ししてほしくありません。チョコをどういう気持ちで受け取ろうが、俺の勝手でしょう」

「私、確かに年下ですけど、仕事上では一応先輩ですよ」

「仕事って……そんな態度と言葉遣いで、何が先輩なんだか」

　吐き捨てるように言って笑う田崎さんに、思わず反論しそうになったけれど、それを止めたのは、金子さんだった。

　腕をつかまれ振り向くと、笑顔で首を振られた。

『田崎さんの歓迎会なんだから』ってことだろうか……と考えてから、気持ちを落ち着かせるために、ぐいっと缶チューハイをあおった。

「ちなみにですけどー、結城さんは今年も断り続けてますよ」

　テーブル中央にあるピザを取りながら、今までのことなんて何もなかったかのように、そんなことを言いだした金子さんが続ける。

「秘書課の人とか、昼休みにまとまって渡しに来てましたけど、それも全部断ってるの見ました。秘書課なんてキレイどころの集まりなのに、もったいないですよねー。はい先輩、ピザ」

「あ、ありがと」

「まぁ、チョコにはどうせ、漏れなく電話番号とか挟まってるんだろうし、面倒臭いって考えもわかりますけどねー。女遊びやめたのが本当なら、邪魔なだけだろうし」

　そう言った金子さんが、ピザをぱくりと口に入れると、上に乗っていたチーズがぼとりと下に落ちた。……金子さんのスカートの上に。

「あ、やだー」

「大丈夫？　油だし、シミになっちゃうかも……何か拭ふく物持ってくるよ」

　チーズ自体は、金子さんがすぐにティッシュで取ったものの、シミになってしまうかもしれない。

　油のシミは食器用洗剤で洗うといいっていうけど、今はそんな物はない。応急処置として、水で濡らしたタオルくらいなら……と思い、席を立って流し台のほうに向かう。

　そして、持っていたハンカチを濡らして食堂に戻ったところで、「高橋さん」と知った声に呼ばれ……振り返れば、大智さんの姿があった。

『社内では話しかけないで』って言ってるのに、と少し思いながらも、周りの人の手前、「お疲れ様です」と笑顔を返す。

「騒がしかったみたいですけど、何かあったんですか？」

　普段、社内では関わらないようにしているだけに、こんな風に敬語で話されるのは久しぶりで……新鮮に感じた。

「あ、金子さんがスカートにチーズをこぼしちゃって、バタバタはしましたけど……そんなにうるさかったですか？」

　周りにも迷惑なほどだったらどうしようと思って聞くと、大智さんはクスッと笑い、「俺がそっちに、意識を集中していただけかもしれないですけどね」と答える。

「チョコがどうの、って聞こえたんですけど」

「ああ……金子さんの声、よく通りますもんね」

　集まった社員は、それぞれ盛り上がっていて、テーブルには空いたアルコールの缶がこれでもかっていうほど並んでいた。

　誰かが……特に金子さんがこちらを気にしていないかを、それとなく確認しながら答える。

「今年も結城さんにチョコを渡そうとした人は全滅した、って話をしてました」

　ここで田崎さんの名前を出すのは、彼もいい気がしないだろうと思い、そう答えると、大智さんが「ハハッ」と笑う。

「みんな義理ですよ」

「よく言いますね」

　まったく……と呆れて笑うと、ニコリと笑いかけられる。

「とりあえず、金子さんの油のシミをどうにかしないといけないので、失礼します」

「はい。……またあとで」

　すれ違いざま、ささやくように言われて振り返ると、顔を半分だけこちらに向けて、口角を上げている大智さんがいて……思わず笑顔を返しそうになってしまった。

　緩みそうになる口元と戦いながら席に戻ると、金子さんはチーズのシミなんておかまいなしに、二枚目のピザに手を伸ばしていた。

「あ、先輩。遅いから食べてます」

「いいけど……スカートは大丈夫？」

「んー、黒いからそこまで目立たないし、いいかなって。最悪クリーニングに出せば、どうにかなりそうですし」

「ならいいけど。じゃあこれ、おしぼりにでも使って」

「ありがとうございます」と言う金子さんの隣に座り、私もピザに手を伸ばす。

　冷めてはいるものの、具だくさんでおいしい。カニやエビが入っているこのピザは、確か冬季限定でテレビＣＭにも登場しているメニューだ。

「会費なしだし、食べるだけ食べたほうが得ですよねー」と言う金子さんに「そうだね」と返事をしながら口に運んでいると。

　不意に隣からの視線に気づいた。

　田崎さんだ。

　振り向けば、すぐに目が合うから、どうしたのかと首を傾げる。

「どうしました？　あ、ピザ食べますか？」

　ほかの理由が思いつかなくて聞くと、首を振られた。

「結城さんと、仲がいいんですか？」

「え……いえ、別に」

「先ほど雰囲気よく話してたので、そう思いまして」

　……しまった。さっき金子さんは警戒したけれど、田崎さんまでは気が回らなかった。

　でも、後悔しても今さらだと切り替える。

　ぴくりと反応した金子さんが、耳を澄ませているのはわかっているから、言葉選びに気をつけながら「結城さん、フランクだから誰と話してもそう見えるんですよ」と答える。

　すると、田崎さんがバカにするように、ふっと笑った。

「あそこまで軽いと逆にすごいと思います。誰彼かまわず、いい顔してタラし込むなんて真似、俺にはできません」

「〝タラし込む〟なんて言い方は――」と言った声に、田崎さんの言葉がかぶさる。

「だから嫌いなんですよ、ああいうふざけた男は。虫むし唾ずが走る」

　騒がしい部屋の中、ここだけが、しん……となる。

〝虫唾〟って、そこまで言わなくても……とショックで、言葉が見つからなかった。

　大智さんは今のを聞いていても、きっと笑って済ませてしまうんだろう。『ひどい言われ方ですね、俺』って。こんな、悪意に満ちた、わざと大智さんを傷つけるような言葉でも。

　だけど……私はそんなの許せない。こんな言われ方、我慢できない。

　そう思い口を開こうとした時、金子さんが「田崎さん、飲みすぎですよー」と明るい声で言った。

「私たちは、今日は飲んで終わりじゃないから、田崎さんがつぶれちゃっても介抱できないんですよ。なので、これは没収しますねー」

　そう言い、田崎さんの前から缶ビールを取り上げた金子さんが、「缶、ゴミ袋に入れてきますね」と、テーブルに置かれていた数本の空き缶を抱えて離れていく。

　その後ろ姿をぼんやりと眺めてから、田崎さんに視線を戻した。

「金子さんって、あんなノリだし誤解されやすいですけど、仕事はきちんとしてるんですよ。よく気がつくしミスも少ないから、安心してどの仕事も任せられます」

　そう切り出すと、田崎さんはさっき自分が言ったことを思い出したのか、バツが悪そうな顔をした。

『大体、年下の金子さんに、そんなことまで口出ししてほしくありません。チョコをどういう気持ちで受け取ろうが、俺の勝手でしょう』

『仕事って……そんな態度と言葉遣いで、何が先輩なんだか』

　言いすぎたという自覚はあるのだろうか。

　わずかに顔をしかめた田崎さんに言う。

「さっき、田崎さんがケンカ腰になった時だって、我慢したのは金子さんです。歓迎会だからって、田崎さんを立てるために笑って流したんですよ。それでもまだ、先輩じゃないなんて思ってるんですか？」

　じっと見つめていると、田崎さんは目を伏せ、小さな声で「……いえ」と答える。

　飲みすぎて口が滑ったところもあるのだろうし、お酒の席での発言をひとつひとつ掘り起こして責め立てたいわけじゃない。

　でも、少しきつい言い方になってしまったから、私も「偉そうにすみません」と申し訳なく思いながら頬を緩めた。




　そのうちに金子さんが戻ってきて、ほかの総務課のメンバーも加えて雑談しながら食事をして……二十一時前、無事歓迎会はお開きとなった。

　……が、ここからもうひと踏ん張りだと思うと気が重い。

　ゴミ袋を片手に、〝燃えるゴミ班〟と〝アルミ缶班〟に分かれ、テーブルの上の物を回収していく。ひと通りのゴミ集めが終わり、テーブルをもとの位置に戻す。

　あとは、テーブルの上を拭けば終わりというところで、先輩たちは私と金子さんを残し、「お先に」と帰っていった。

『布ふ巾きんを絞ってくるから』と、金子さんに声をかけようと振り返って、びっくりした。

　だって、先に帰ったはずの田崎さんが立っていたから。今日の会は田崎さんが主役だから、片づけは免除だって話したはずなのに……。

「田崎さん……まだ帰ってなかったんですか？」

　不思議に思って聞くと、田崎さんは「ええ、まぁ」とだけ言う。

「えっと……片づけは任せてもらって大丈夫ですから」

　帰らなかった理由を詳しく話すつもりもないみたいだから、あえて聞かずに作業に戻ろうとして……ふと気づく。

　そういえば金子さんの姿がない。

「あの、金子さん見かけました？」

「中庭で誰かが誰かにチョコを渡しているとかで、それを覗きに行きました」

「ああ……そう」

　呆れながら納得して、「片づけももう終わるので、田崎さんも上がって大丈夫ですよ」と、もう一度言ってみたけど。

　聞こえたはずなのに、田崎さんは返事をしようとも動こうともしなかった。

　広い食堂に沈黙が落ちて、なんだか変な雰囲気だ。

「さっき、金子さんのことを悪く言ってしまったこと、すみませんでした」

　真剣な顔でじっと見てくるから、一体何を言われるんだろうとかまえていたのに、言われたのはそんなことで。拍子抜けしながらも、笑顔で首を振る。

「いえ。私に謝る必要なんてないので」

「でも、高橋さんにも不愉快な思いをさせてしまったのは事実ですし」

　ひと呼吸置いて、田崎さんが続ける。

「高橋さんって、仕事もそつなくこなすし、性格も真面目で浮ついた感じがしないですよね。後輩のことも公平な目で見ていて的確な意見をくれますし、尊敬できます」

「……ありがとうございます。でも、普通ですよ」

　こんなことを面と向かって言われ、くすぐったく思う。

　仕事といっても、私は与えられた仕事をこなしているだけだし、こんな風に改まって褒められるようなことはしていない。しかも、『尊敬』だなんて言葉が入り込んでいるから、大げさすぎてどういう顔をすればいいのかわからない。

　そんな私に、田崎さんはなおも真摯に話す。

「いえ。その〝普通〟ができない人間は多いですから。……ところで、結城さんって女グセが悪いって知ってますよね？」

　突然変わった話題に驚き、言葉に詰まる。

　田崎さんは不機嫌そうに、ため息をついた。

「結城さん、大学の頃からあんな感じだったんですよ。他人に対しても自分に対しても、いい加減で無責任で……なのに『好きだ』って言う女の気が知れません」

　始まったのは、大智さんの悪口だった。

　声を荒らげるわけでもなく、静かに並べられる言葉に、お腹の辺りからムカムカと怒りが込み上げてくるのを感じた。

「ヘラヘラ笑ってればなんとかなるっていう軽さに、本当にイライラするんです。高橋さんも俺と同じ側の人間でしょう？」

　聞かれたけれど、溢れだす思いをすぐには言葉にできず黙っていると、田崎さんがくしゃりと顔をしかめた。

「なのになんで、結城さんとなんて付き合ってるんですか」

　田崎さんの表情にもだけど、言われた言葉にもハッとする。

　まさか気づかれているなんて思わなかった。なんで……。

　その心の声が聞こえたようなタイミングで、田崎さんが答える。

「結城さんが高橋さんを見る目があまりに……優しさに満ちているから、気づいたんです。大学の頃はあんな目はしていなかったから」

　ぐっと、眉間にシワを寄せた田崎さんが続ける。

「でも、そんなのは最初だけで、そのうち本性が現れるはずです。人はそんな簡単には変わらない。あんなろくでなしの結城さんが、変わったとは思えない」

　鎮痛な眼差し……と表現すればいいのか。つらく瞳を歪めた田崎さんに見つめられ、しばらく黙っていた。

　過去、田崎さんの目に映った大智さんは、確かに適当にヘラヘラしているような、最低男だったのかもしれない。

　でも……それは、あくまでも過去だ。今じゃない。

「田崎さんは、それを今、私に言ってどうしてほしいんですか？　『結城さんってそんな人だったんだ』って、会社中に広めてほしいんですか？　それで、結城さんが社内に居場所をなくせばいいって、そんな風に思ってるんですか？」

　静かに聞くと、田崎さんは目を見開き「俺は、別に……」と歯切れ悪く答える。

「そんな方法でおとしめようとするなんて、真面目な田崎さんらしくないです」

　きっぱり言い切った私に、田崎さんはぐっと黙る。瞳は伏せられて、眉間にはまだシワが寄っていた。

「田崎さんは、結城さんのことを『ヘラヘラ笑ってて、いい加減』なんて言いますけど……私は、そんな風には思いません。もちろん、欲目も含まれてますが」

　そう前置きしてから続けた。

「私、田崎さんが言っていた結城さんの悪口、彼自身に伝えたんです。なのに、結城さんは怒るわけでもなく、ただ笑って受け入れていました。たとえ、今、田崎さんが言ったことをそのまま伝えても、同じ反応をすると思います。それは、いい加減で軽いからだとは、私は思いません」

　大智さんが強いからだ。器が、大きいから。

　大智さんだって、思うところはあるだろう。それでも、あんな風に明るく笑うなんて……誰にでもできることじゃない。

「私にはできません。仕事には関係ない過去まで引っ張り出されて、自分のことをボロボロに言われて……それを、ただ笑って受け流すなんて。田崎さんは、できますか？」

　田崎さんは、答えようとはしなかった。

　それが答えだと思う。

「過去のことは、私にはわかりません。でも私は、今の結城さんを見て好きになったから。過去なんて、いくらひどくても関係ないです」

　すると、田崎さんは何かを言おうとしたのか、顔を上げて口を開く。でも、結局何も言わずにまたうつむいてしまった。

　何か反論しようとして諦めたのだろうか。だとしたら、私の言いたかったことが伝わったのかもしれない。

「それに、結城さんの恋愛関係の評判なんてもう、下がりようがないし。今、田崎さんが言ったようなこと、みんなとっくに知ってますよ」

　今までとは違い、軽いトーンで言うと、田崎さんが弾はじかれたように顔を上げた。

「女タラシで軽くて、泣かれても情を見せなくて……まぁ、そういう感じの噂は、ひと通り流れ切ったと思いますよ」

　最短で二日で別れたとか、フラれて泣きながら抱きついたのに、慰めもしないで引きはがされたとか。

　いくつか思い出して並べると、田崎さんは信じられないとでも言いたそうな顔をした。

　今までわりと無表情だっただけに、今はコロコロと顔が変わって新鮮だ。

「そんなことを知ってて付き合ってるんですか……？」

「はい」と答えると、ますます顔を歪められる。

「過去の話関係なく、今だって最低じゃないですか。今は幸せに付き合えていても、目ぼしい女が現れたら、きっとすぐ心変わりされるに決まって――」

「だとしても、それは田崎さんには関係ないです。私と結城さんの問題だから」

　田崎さんが言い終わる前に、遮って言う。

「もっと言えば、〝目ぼしい女〟にも関係ありません」

　重ねて言うと、田崎さんは瞳に驚きの色を宿す。そして、しばらく沈黙したあと、静かに「そうですか……」と言い、微かすかに笑った。

「大学の頃、俺が恋人を取られたって話……結城さんにも聞いてみたんですか？」

　田崎さんに聞かれ、「はい」と頷いた。

「俺と彼女のことも……結城さんのせいじゃなく、俺と彼女ふたりの問題だとでも？」

「そう思ってます。少なくとも、結城さんに責任を押しつけるのは間違ってるって」

　好きだった人を〝あんな女〟と言うなんて、間違ってる。たとえ別れたって、一時は想い合った人なのに。関係が終わった途端、すべてがひどい思い出と化してしまうなんて、悲しすぎる。

「それと……私の好きな人のこと、悪く言わないでください」

　眉を寄せながらも微かに笑って言うと、田崎さんはそんな私をじっと見たあと、目を伏せてしまった。

　そのうち、金子さんがバタバタと足音を響かせながら飛び込んできて、話はそこで終わりとなった。

　そこから、今見てきたばかりのチョコ渡し劇について、金子さんが嬉き々きとして話し続けたのは言うまでもない。




　田崎さんを先に帰して、上機嫌な金子さんとふたりで片づけを終えたのは、二十一時半を回った時だった。

　会社の前で金子さんと別れて、やれやれと息をつきながら家路を急ぐ。

　すっかり暗くなった空には、キレイな月が浮かんでいた。

　大智さんのほうが先に出たみたいだし、もう待っているかもしれない。早く帰らないと。

　そう思い、歩くスピードを速めた時、前方に知っている顔を見つけてびっくりした。

　先に私に気づいていた大智さんが、笑顔で近づいてきて、「お疲れ様」と言った。

「なんで……部屋の前で待っててってメールしたのに」

「どうせ待ってるなら、少しでも早く顔を見たかったし。それより、少し前に田崎が出てきたけど何かあった？　俺を見て変な顔してから、無視して通り過ぎていったけど」

　心配からか、わずかに眉を寄せる大智さんに苦笑いを漏らした。




　私の部屋についてから、さっきまでの出来事を話すと、大智さんが目を丸くして固まってしまったので、申し訳なくて謝る。

「『内緒にしよう』って言ってたのに、すんなり認めちゃってすみません……」

　田崎さんに関係を聞かれた時、どうにでもごまかせたのに、そうしなかった。

　もしも、明日田崎さんが言い広めたりしたら……。

　そう懸念していると、それまで黙ったままだった大智さんが「いや」と首を振る。

「むしろ嬉しい」

　何がだろうと首を傾げると、大智さんは「『私の好きな人のこと悪く言わないで』って、碧衣が言ってくれたのが」と答えながら、私の肩を抱き寄せた。

　あまりに嬉しそうに言われて、『あ……』と気づく。

　そうだ。この言葉を、私はいつか大智さんに言ったことがある。大智さんと話すようになって、まだ間もない頃、課長について批判めいたことを言う大智さんに、ボロボロに泣きながら。

「あの時、碧衣にそんな風に言ってもらえる相手になりたい、って思ったんだ。だから、碧衣にとって、俺はそういう存在にちゃんとなれてるんだ、ってことが嬉しい」

「……知らなかったんですか？　心外です」

　顔を上げて不満げに言うと、目を細められる。

「知ってたよ。でも、言葉にされるとまた違うから」

　大智さんの言うこともわかるだけに、「まぁ、そうですけど」と口を尖らせてから、ソファの横に置いてあった小さな紙袋に手を伸ばす。

　中身のトリュフは三色で、ココアとミルクと抹茶味。それを簡単に市販の箱に詰めただけだけど……一応、昨日の夜に手作りした物だ。

「私の気持ちを、形にもしてみたんですけど……もらってくれますか？」

　そう言いながら差し出すと、大智さんの顔に嬉しそうな笑みが広がっていく。「もちろん」と言った声が弾んでいて、思わず笑みがこぼれた。

　包みを開けた大智さんは、中身を見て「ありがとう」とお礼を言ったあと、そのうちのひとつを口に入れた。

　味見はしたから大丈夫だし、そもそもマズくなるような物は入れていない。言ってみれば、溶かして丸めただけの普通のチョコだ。

　それでも、おいしいかどうか不安になり「あの、おいしいですか？」と聞けば、ニッと口角を上げた大智さんが、トリュフをひとつつまんで強引に口に押しつけてきた。口を開けるとトリュフが押し込まれ、そのままキスされるから目を見開いてしまう。

　甘い甘いキスのあと、大智さんは私の唇についたココアパウダーまで舐なめ取った。

「あの……チョコでキスとか、ベタすぎませんか。さすがに恥ずかしいです」

　恥ずかしさから目を伏せながら抗議すると、微笑まれる。

「だって俺、今までこういうイベントとか、恋人がするベタなこと、全部スルーしてきたから。これから、碧衣と全部できると思うと、今から楽しみで仕方ない」

　ああ……だからクリスマスイブも、あんなに息を切らしてまで来てくれたのか。だとしても、こういうのは恥ずかしいからやめてほしい。

　そう文句を言おうと思っていたのに、あまりに幸せそうだから何も言えなくなってしまった。

　私の負けだと諦めて笑うと、近づいた大智さんが再び唇を合わせてきた。




「なんか今日、いつもと違う？」

　ベッドに仰向けになった大智さんが、私の頬に手を伸ばす。

　形勢逆転……というか、私が押し倒したような体勢だ。

　大智さんが『違う』と言ったのは、この体勢のこともだけど、多分、私がいつもより積極的だってことを言いたいんだろう。

　普段なら、大智さんにお願いされても、恥ずかしいって理由をつけて断るようなことを自らしているんだから、彼が不思議がるのは当たり前だ。

　そして、なんで私がこんなに大胆になっているかといえば……理由なんてひとつだけだ。

「何度も女性社員からチョコを渡されそうになってるところを見て、私がヤキモチ焼かないとでも思ってるんですか？　坂下さんにだって言い寄られてるっていうし。そんなの、全然知らなかった」

　そう口を尖らせて言うと、大智さんは驚いたような顔を見せ、苦笑いした。

「ごめん。隠してたわけじゃないよ。ただ、俺が断るのなんてわかり切ってるだろうから、言う必要はないかなと思っただけで」

　私の頬を撫でていた指が、顔の横に下がっている髪を私の耳にかける。耳の辺りに触れた指がそのままその周りを優しく這はうから、肩がぴくんと跳ねる。

　こんなわずかな刺激に反応してしまう身体も、それを何ひとつ見逃さない彼の瞳も恥ずかしくて、わざと不貞腐れたような声を出した。

「ヤキモチは、大智さんの専売特許じゃないんですからね」

　大智さんが満足そうに、口元を緩めた次の瞬間――。

「知らなかった」と、ガラッと瞳の色を変えた大智さんに腰をつかまれる。

「あ……っ」

「ごめん。碧衣が焦らすからもう限界」




　バレンタインにふさわしい、甘い時間をふたりで過ごした翌日――。

　私はビクビクしながら出社した。だって、田崎さんが私と大智さんとのことを言い触らしていたら、怒りに駆られた女性社員に何をされるかわからない。

　だから、ある程度覚悟して行ったっていうのに……社内の様子はいつも通りだった。

　言わなかったのかな……と思いながら、総務課に行くと、田崎さんはすでに自席に着いていた。

　ほかの総務課の人はまだ出社していないみたいで、ガランとしている。

「田崎さん、おはようございます……」

　私がじっと見すぎたからか、田崎さんは「おはようございます」と挨拶を返したあと、不満そうな声で言った。

「何か言いたそうですが、昨日のことなら口外するつもりはありません」

「え……」

「昨日、高橋さんが言ったことは、間違っていないでしょう。俺が人のせいしていたのを、注意してくれただけですし。自覚はしていましたが、他人に指摘されたのは初めてだったので、胸に響きました」

　今までの発言から、田崎さんのことをなんとなく、頑固で偏見の多い人だなって感じていた。だから、昨日私が言ったことは彼の神経を逆撫でしちゃっただけだと思っていたのに……。

　心情が顔に出てしまったのか、田崎さんにため息をつかれてしまった。

「まさか、俺が高橋さんに注意されたからって、悔し紛れに口外するとでも思っていたんですか？　そんな小さい男だと思われてたなら、残念です」

「あ……すみません」

　メガネをカチャリともとの位置に戻しながら言われ、思わず謝る。そんな私に田崎さんが、呆れ笑いを浮かべるから、私も同じように笑顔を返してから、バッグをデスクに置く。

　なんだ。悪い人じゃないじゃない。

「ところで、高橋さん」

「はい？」

　全部が丸く収まったように感じて、機嫌よくパソコンを起動させていると、隣から話しかけられる。

　見れば、椅子ごと私のほうを向いている田崎さんが、青い包みの箱を私のデスクの端に置いたところだった。赤いリボンがついている。

『なんだろう』と思いながら、視線を再び田崎さんに合わせると、わずかに微笑まれた。

「バレンタインは、男から女性にプレゼントしてもいい日だって、知っていましたか？」

「え？」

「一日過ぎてしまいましたけど、仕事を教えてくれているお礼と……俺の気持ちです」

　唖然とする私の代わりに、いつの間に来ていたのか、背後で金子さんがはしゃいだ声を出す。

「えっ、田崎さん、先輩狙いなんですか!?　えー、逆チョコとか初めて見ましたっ。『俺の気持ち』ってつまり、そういう……！」

「ちょ……金子さん！　声！」

　口を塞ごうと立ち上がると、フロア中の社員の目に、一気にさらされる。当然、大智さんの視線もこちらに向いていて……。

　そんな中、田崎さんが平気な顔で「受け取っていただけますか？」と聞いてきた途端、企画課のほうから椅子がガタンと倒れる音が聞こえた。

　平和なオフィスライフは、まだまだ訪れそうにない。
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　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。いつもお話を作るとき、『こういうシーンが書きたい！』と場面やセリフが頭に浮かぶのですが、このお話では、それは碧衣と佐々山課長のシーンでした。

　結婚祝いの会でのふたりの会話。碧衣のつらく切ない感情。それを書きたいがために、そして碧衣を救うために生まれたのが、ヒーローの結城です。

　佐々山課長が真面目だったので（ふた股ですが）、また違ったタイプがいいなぁと思い、チャラくてイケメンを自覚している結城ができ上がりました。ここまで自覚しているヒーローは初めて書いたので、結城に何か言わせるたびに、『この発言はイタくないかな』、『読者さんは引くかな……？』と、考えながらの執筆でした。

　今までは「カッコいい」なんて言われても「別にそうでもないだろ」とか、「おだててもおごらねーからな（でもおごる）」みたいな反応のヒーローしか書いていなかったので、結城を書くのはとても新鮮で楽しかったです。

『結城、結城』と言ってますが、もちろん、主人公の碧衣も好きです！　主人公を書く時、できれば読者さんに共感してもらいたいなぁと思うので、普通の子を意識しますが、碧衣は私の中での〝普通〟に少し理想を足した感じです。一途さや、好きな人を信じる強さ……傷ついているのに立ち上がって戦おうと向き合う姿は、立派だなぁと思いながら書いていました。

　番外編は結城の過去が過去なので、見る人によっては悪くしか映らないよなぁ……という思いからの書き下ろし。田崎は少し扱いにくそうですが、これから碧衣や金子さんにうまいこと転がされて、総務課になじむといいなと思います。金子さん……碧衣と結城の関係を告げられた時にはどんなリアクションをするんでしょう。この物語を読んでくださった方が、想像してニヤニヤしてくださったら、とても嬉しいです。

　今回、このお話と再び向き合う機会をいただけたこと、とても幸せに思います。文庫化にあたり、ご協力いただいたスターツ出版様、担当編集の額田様。碧衣と結城、ふたりの世界観そのままに、素敵なイラストにしてくださったよしのずな様。そして何より、この作品を読んでくださった読者様。この作品に携わっていただいたすべての方に感謝しております。本当にありがとうございました。
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